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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アンティーク家具のような、どっしりとしたマホガニーで作られた執しつ務む机の上に広げられたランチョンマットの真ん中に、黒い紙のようなものが貼はり付けられた高さ十センチほどの白い三角形の物体が、二つ置かれていた。

　そして、その横には五百ミリリットル入りのペットボトルの緑茶が一本立っている。

　その白い三角形の物体を見た桜さくら川がわ女子高の生徒会書記長の大おお西にし由ゆ紀き江えが、つぶやくように言った。

「見れば見るほど不思議な物体ですね、これは……」

「失礼な。これは、れっきとしたおにぎりですわ」

「いえ……確かに日本人なら常識かもしれませんが、これ、外国人が見たら絶対に食べ物とは思わないだろうと思いまして……」

「そうね。確かに、こんな外見の食べ物があるのは日本だけかもしれないわ……でも、私はおにぎりが大好き。日本人に生まれて感謝してますのよ」

　桜川女子高の生徒会長、華か之の宮みや姫ひめ子こはそう答えると、その巨きよ大だいなおにぎりを両手で持って、そのままがぶりと食いついた。

　長い黒くろ髪かみと白い肌はだ、そして切れ長の目を持つ、まるで等身大日本人形のような上品な顔立ちの純日本風の美少女が、大きなおにぎりを頰ほお張ばる姿は、いつもの大人っぽさとは正反対に、どことなく幼く見えた。

　その光景を見ていた大西は、肩かたをすくめてため息をついた。

「お昼にしっかりお弁当食べて、放課後にまたそんなでっかいおにぎりを食べるとは……あなたに憧あこがれている一年生や二年生には見せられませんね、その姿は……」

「御ご安あん心しんを。下級生たちには、ちゃんと優ゆう雅がなお姉さまを演じてみせますわ……生徒会長と薙なぎ刀なた部の部長、その両方をやりとげるには、しっかり食べなきゃ務まらないの。体育会系の部活動の運動量はハードですわよ？」

　大西は、さらに小さくため息をついた。

「世間では、女子高生のお弁当と言えば、こう、小さくてカラフルな、見るからにカワイイお弁当を想像しますが」

　華之宮は、鼻で笑った。

「ふん、あんなのは男の子に見せるために作るアピール弁当ですわ。他人に見せる必要が無いのなら、これで充じゆう分ぶん。手っ取り早く食べられて、腹持ちもいいおにぎりが一番合理的ですわね」

　そこは、桜川町にある県立桜川女子高等学校の生徒会室の奥にある生徒会長の執務室だった。

　桜川女子高等学校は、明治時代に「桜川女子中学校」として創設され、その後「桜川高等女学校」と名を変え現在に到いたる長い歴史を持つ高校である。

　この女子校の生徒会は、古くは生徒たちの間で『桜会』と呼び習わされており、成績優ゆう秀しゆう、眉び目もく秀しゆう麗れいな生徒が代々会長を務めていた。

　生徒会長が選挙で選ばれるようになってからもこの風潮は変わらず、歴代の生徒会長は、みんな成績優秀な美人ばかりであり、華之宮も立派にその伝統を受け継ついでいる。

　二十年ほど前に、一部のマンガ好きの生徒が会長と役員たちが集まる生徒会室を『桜の園その』と呼んだことから、今でも生徒会室をそう呼ぶ生徒が後を絶たない。

　その桜の園の中で、瞬またたく間に二つの巨大なおにぎりを食べ終わった華之宮は、ペットボトルのお茶をぐびぐびと飲み干して、ふう、とため息をついた。

　──これで、ぷふゎあ、とか息を吐はいたら完全におっさんだけど、さすがにそこまで女の子をやめてはいないようですね。

　大西がそんなことを考えていると、会長室のドアを控ひかえめにノックする音がした。華之宮は机の上の包みを素す早ばやく片付けるのと同時に、さっきまでの口調とはがらりと変わった取り澄すました口調で答えた。

「どちらさまですか？」

　ドアの向こうで、少し緊きん張ちようしたような声が答えた。

「あ、はい、申し遅おくれました……申し訳ありません！　一年生総代の若わか本もとです。副会長の淵ふち田たさんがお呼びです」

　華之宮は、にっこり笑って答えた。

「すぐに参ります、とお伝えください」

「わかりました！」

　会長室のドアの向こうから小走りに立ち去っていく足音がした。

「さて……と」

　華之宮はそうつぶやいて立ち上がると、腰こしに手を当ててつぶやいた。

「副会長の淵田と一いつ緒しよに、楢なら山やま高校に行ってきますわ」

「気をつけて下さい。楢山高校の副会長の所ところ光みつ明あきは、なかなかの切れ者のようです」

「いくら軍師が切れ者でも、大将が勇ゆう敢かんでも、肝かん心じんの兵隊がグズグズなら、どうってことはありませんわ。私たちが話を詰つめている間、あなたは工作の方をよろしくね」

「工作の方は順調に活動を行っています、安心して話をまとめてきて下さい」

「センサーバトンで叩たたきあう、あのスタイルは私たちの高校のイメージに合いません。もっと優雅で、テレビ映りが良くて……そしてなにより、私たちに有利な決戦方法で戦わないとね」

　華之宮は、にっこり笑ってそう言い残すと、セーラー服のスカートから伸のびる、黒いストッキングに包まれた長い足を見せ付けるような優雅な足取りで生徒会長室を出て行った。

　その後ろ姿を見送った大西は、納なつ得とくしたように小さくうなずいた。

　──いい女というのは、キレイな女のことじゃなくて、賢かしこくて、したたかな女だ……と、なにかの本で読んだことがあるけど……あの人を見てると本気でそう思うわ。
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　桜川女子高の華之宮姫子が、おにぎりを食べ終わったその頃ころ。楢山町にある、地方庁合がつ併ぺい推進課の事務室にもどってきた藍あい山やま真ま由ゆ子こは、机の上に書類カバンを投げ出すと、腹に据すえかねたというように大きく息を吐いた。

「あー、やってられない！　霞かすみが関せきなんて行くモンじゃないわね」

　地方庁は昨年に発ほつ足そくした新しい省庁の一つであり、藍山はその地方庁の関東管区局に所属しており、今回の高校の存亡を賭かけた生徒同士の決戦を仕し掛かけた張本人でもある。

　彼女の本来の目的は、楢山町、樫かし森もり町、桜川町の三つの地方都市を合併させることなのだが、この三つの町にある高校の統とう廃はい合ごう問題が合併協議の障害になっていたことから、まず高校の統廃合に関する問題を先に解決することとなったのである。

「お疲れ様でした……どうぞ、コーヒーです……」

　コーヒーベンダーのプラスチックのカップを持って藍山の前に現れたのは、部下の野の上がみだった。

「あ、ありがと。こういうところは気が利きくのよね、あんたって……本庁の石頭どもとは大おお違ちがいだわ」

　野上は心配そうに聞いた。

「ずいぶん嫌いやな思いをしてきたみたいですね……」

「役所全体に吹ふいている風は、すごい逆風よ。直属の上司連中がその風から守ってくれているから、私みたいな地方出向組の課長でも飛ばされずに済んでいるけどね」

「私のような下っ端ぱには霞が関の雰ふん囲い気きってのはよくわかんないんですけど、何がいけなかったんでしょう？　楢山戦国祭りは大成功で、地域の活性化のテストケースとして何も問題ないし、三町合併についても関心が高くなって、良いことずくめじゃないですか？」

　驚おどろく野上を見た藍山は、小さく笑った。

「大成功しちゃったってことが問題なの。最初の起案文書の段階では、楢山戦国祭りがテレビ中ちゆう継けいされるほどの大々的なイベントになるなんて書いてなかったでしょ？　稟りん議ぎ書しよに印いん鑑かん押したほかの部局の偉えらい人も、せいぜい地方の高校生が体育祭で棒ぼう倒たおしをやる程度のイベントとしか思ってなかったのよ。そうしたら、あっという間に全国的に有名になっちゃって……話が違うじゃないか、ってことらしいわ」

「ようするにあれですね。目立つことは悪いこと、穏おん便びんに穏便に……ってヤツ」

「そういうことよ。霞が関って、ことなかれ教の総本山ね。誰だれもみんな『前例が無い』『何かあったらどうする』しか言わないの。きっとあれは、唱えてさえいれば責任を負わないで済む、ありがたいお経きようなんでしょうね……」

　藍山は、野上から受け取ったコーヒーを一口飲むと、大きくため息をついた。

「例の戦国模も擬ぎ合戦について、文句つけてきた人がいたらしいのよ……話し合いをさせずに殴なぐりあいで決めるなんて野や蛮ばんだ、平和憲法の精神に反する！　とか、生徒に怪け我が人が出たら誰が責任を取るんだ！　とか、貴重な国民の税金を遊びに使うのか！　とか……。

　世の中に満まん場じよう一いつ致ち、百パーセントの賛同なんてありはしないわ。どんなことにだって反対する人はいるし、お前の言うことが気に食わないって人間が一定数いるものなのよ。少数意見を尊重するってのは、一人の反対者に全体が従うってことじゃないわ。そういう意見もありました、ということを明らかにしておくことを言うのよ。

　なのに、少しでも反対意見があったり、文句言ってくる人がいたら、後々面めん倒どうなことになるかもしれないから、なんでもかんでも中止したほうがいい、リスクは回かい避ひすることが正しい……みたいなことを考えているヤツばっかり！　あそこにいる人たちは、リスクがゼロじゃないと、何もしちゃいけないと信じ込んでいるみたいね。この世には、背負わなきゃならないリスクってものがあるってことが、どうしても理解できないみたいよ」

　藍山の言葉を聞いていた野上は、考え込むように首を傾かしげて、言葉を探すようにゆっくりと答えた。

「うーん……課長のおっしゃることは良くわかりますけど。でもそれって、管理職の人たちだけが悪いってわけじゃないような気がします。

　今の世の中って、誰もがみんな発言できるようになったじゃないですか、インターネットとかで。だから、いろんな意見がみんなの目に触ふれるようになって、マスコミとかも、そう言った意見を取り上げてキャンペーンみたいなことをやるようになったわけですよ。

　世の中には矛む盾じゆんや不合理なことが一いつ杯ぱいありますけど、そういういろんな問題は、様々な要素が複雑に絡からみ合っていて簡単には解決できません。でも、傍はたから見ている人にはそんなことは見えません。

　誰が悪いんだ？　諸悪の根源を教えろ、そいつをみんなでぶっ潰つぶせばいい、そうすれば全部うまく行くんだろ？……そんな風に、実に単純に結果だけを求める人が増えているんじゃないかって気がするんですよ」

　藍山は考え込んだ。

「確かにそれはあるかもしれないわね。大衆には分かりやすい敵を一つだけ与あたえよ、ってのはプロパガンダのセオリーだものね。行政は、そういう敵に仕立て上げるには持って来いの存在よね。国民の奉ほう仕し者という立場である以上、私たちは国民の意見を聞く義務があるわけだから。

　……義務があるんだから行政は俺の言うことを聞くのが当然だ、って思う人も中にはいるわよね。すべての責任は行政にある。子供が道路で転んで怪我をした、それは道路管理者の役所の責任だ、謝罪と賠ばい償しようを要求する。俺の家の前にゴミが落ちているぞ、ゴミ処理は市役所の責任だから、今すぐ拾って片付けろ。俺は健康だが、町に坂が多くて歩くのが面倒だ、無料でタクシーを使えるようにしろ……。こういうことを言ってくる人は昔からいたんだけど、今みたいにネットとかがなかったから大きく取り上げられることは無かったものね……」

　野上はうなずいた。

「ええ、そういう人の言うことにも耳を傾かたむけなきゃいけない、ってのは行政の宿命ですからね。文句をつけられたくない、と考えれば、ことなかれ主義に走るのも無理はありませんよ。誰だってネットで叩たたかれたくありません。公人だという理由で個人情報や家族の顔写真までネットにアップされて、袋ふくろ叩だたきにされるリスクを背負ってまで仕事したくない、ってのが本音でしょうしね」

「かくして、この世の中は誰にも文句を言われない、当たり障さわりの無いことだけを考える人だけが生き残るってわけね。……そのうち、みんな誰からも文句を言われないように、何色にも染まってない、真っ白な笑え顔がおの仮面をつけて、街を歩くようになるんじゃないかしら……」

　半分あきらめの混じった皮肉めいた微笑ほほえみを浮うかべながら、コーヒーを飲み干した藍山は、自分の執しつ務む机の上に積まれている決裁書類を見て、小さくため息をついた。

「この高校統とう廃はい合ごう問題を現げん役えき高校生たちの手で決着をつけさせるという方法は、日本中の注目の的になっているわ。今までのところ、これと言って問題らしい問題も起きていないから、こうやって仕事ができるし、上司も私をかばってくれている。

　でも、もしも大おお怪け我がをする人間が出たりしたら、『それみたことか』と言い出す人が山のように出るでしょうね。

　センサーバトンで叩き合うという方法は、ほとんどショックもないし痛みもない。でも、実際に叩かれたことがなければ、それは理解できないかもしれないわね」

「ええ、傍で見ていると結構派手な音を立てますからね。その迫はく力りよくが人気の理由なのかもしれませんけど……誤解しちゃう人も多かったんじゃないかと思います」

「確かに、集団で叩き合ったときの音は、すごい迫力だったものね……」

　小さくうなずいた藍山は、机の上の書類に手を伸のばしながら野上に聞いた。

「……私が本庁に行っていた間にも、仕事は休んじゃくれないってわけね……私の留守中に、何か変わったことでもあった？」

「えーとですね、例によって電話のアポが山のようにありまして……中には直接お見えになった方もいらっしゃいました。一応名めい刺しをお預かりしてますけど……あと、芸能プロダクションの方もいましたね。藍山課長をぜひタレントにスカウトしたいって……」

　藍山は机の上に置かれた名刺の束を取り上げて、トランプの絵え柄がらを見るように一枚一枚肩かた書がきと名前を見ながらつぶやいた。

「……今、売れている、注目されている人たちを追いかけて食っている芸能プロデューサーとか、出版プロデューサーとか、そんなのばっかりね。この人たちが、売れなくなった後も収入と社会保障を確約してくれるなら、喜んで転職するけど……」

　やがてその中にあった一枚の名刺を見た藍山の手が止まった。

「……東京柴しば本もと電機システム開発研究所アミューズメント開発部の鈴すず井いさんと大おお泉いずみさん？　なんでこんな会社の人が私に用があるのかしら？」

　怪け訝げんな顔をする藍山を見て、野上が机の上に置かれているＡ４サイズの分厚い封ふう筒とうを指差した。

「そのお二人が置いていった資料がそこにあります。テレビで、例のセンサーバトン方式の対戦を見て驚おどろいたそうで……わが社でも同じような対決システムを開発しているので、ぜひご検討願いたい、ということでお見えになったみたいです」

「対決システム？」

「ええ、何でも非ひ接せつ触しよく型カード信号受信システムとか言うらしいんですけど……ほら高速道路のＥＴＣシステムとか、電車に乗るとき使うカードがあるじゃないですか、ＪＲ東日本ならスイカ、ＪＲ西日本ならイコカ、とか呼ばれているやつ。あれを利用したものらしいですよ」

「へえ、面おも白しろそう……ちょっと興味があるわね」

　藍山はそうつぶやくと、その封筒を手に取った。

　封筒の中に入っていたのは、カード認にん証しようシステムの受信機を軽量簡易化して小電力でも作動するように改造し、人間が携けい帯たいできるようにした試作品の写真と、それを使ってどんなことが出来るか、ということを写真入りで解説した企き画かく書しよのコピーだった。

　文章のところどころにある固有名詞が修正されているところをみると、どうやらどこかのコンペティションに持ち込んだ企画書を流用したものらしい。

「……使い回しってわけね」

　藍山は小さく鼻で笑い、企画書をぺらぺらと飛ばし読みしていく。ところが、やがて表情から笑みが消え、ページをめくる速度が落ちて行った。

　──そうか、非接触型ＩＣカードは国際規格ＩＳＯ／ＩＥＣで、量産されているからコストはそれほど高くないんだわ。システムが高価になる理由は、通信データの暗号鍵キーと、そのデータを管理するセキュリティシステムの構築と維い持じに膨ぼう大だいなコストがかかるからなのね。その部分を単純化して簡単なデータだけをやり取りするようにすれば非接触型ＩＣカードの受信システムも軽量化簡易化できるんだ。

　──つまり、これは楢山高校と樫森高校の決戦で使ったプロテクターの感圧センサーをカードの受信システムに、そしてセンサーを叩くバトンの代わりに非接触カードを使うってことね。これを使えば、もうバトンで叩き合う必要は無い。相手の目の前にカードをかざすだけで、センサーが感知して判定してくれる……。

　──次の決戦は桜川女子高と楢山高校だから女の子が多いし、万が一にも顔とかに傷を負ったら、たとえ本人は納なつ得とくしていても親や周りが大おお騒さわぎになっちゃうだろうな。そう考えると、このシステムは確かに有効だわ。これなら怪け我が人を出す危険性は少ないし、その分、風当たりも少なくなるんじゃないかしら？　でも、先にカードをかざしたほうが勝ち、って言うんじゃちっとも面白くないわね、やっぱり勝負はスリリングじゃないと……。

　藍山は、胸の前で腕うでを組んで考え込む。巨きよ乳にゆうと言うほどではないが、充じゆう分ぶんメリハリのある胸が、ビジネススーツの下の白いブラウスを押し上げる。

　──ここは一つ、あの楢山高校の軍ぐん師しくんに話をしてみたほうがいいわね。あの子なら、きっといいアイディアを出してくれるんじゃないかしら。

　藍山は壁かべに掛かかっている時計を見上げた。

　──この時間なら、もう授業は終わっているわね。電話してみようかしら……でも、それより前に、この資料を持ってきた人に連れん絡らくをつけて、詳くわしく話を聞いた方が良さそうね。

　藍山はシステム手帳を開きながら、名刺に書かれた連絡先に電話をかけた。

　数秒間の無音のタイムラグの後で、受話器の向こうから呼び出し音が聞こえ、やがて、どこか気が抜ぬけたような男の声が聞こえた。

『はい、アミューズメント開発部、鈴井です……』

「地方庁合がつ併ぺい推進課の藍山と申します。本日は所用のために不在にしておりまして、誠まことに申し訳ありません……」

　藍山が名乗ると、電話の向こうの男の声が、急に生き返ったようになった。

『あ、いえ、こちらこそ、アポイントメントも取らずにいきなり押しかけるという不ぶ躾しつけなことをしでかしまして、本当に申し訳ありません！』

「その件ですが、置いて行かれた資料を読ませて頂きまして、それでですね、検討のため何人かに、この資料をメール添てん付ぷして送りたいのですけど、この資料のＰＤＦファイルはありませんか？　あれば、私宛あてにメールで送っていただければ、ありがたいのですが……」

『はい、あります！　これから、藍山さん宛にメールでお送りします』

「そうですか、それはよかった……それでですね、ぜひ、一度お会いして詳しいお話をお聞かせ願えれば、と思いまして……」

『はいっ！　よ、喜んで！　いつお伺うかがいすればよろしいでしょうか？　何でしたら、今これからお伺いしますが？』

　電話の向こうの鈴井の声は半分裏返っていた。

　藍山は、苦く笑しようを浮うかべると、机の上に置いたシステム手帳のスケジュール表を開いた。

「今日は、これから会議がありますので無理かと思いますが、明日、水曜はどうでしょう？」

『明日……はい、大だい丈じよう夫ぶです、開発主任の大泉と一いつ緒しよにお伺いします！』

　電話を終えた藍山は、自分の執しつ務む机の上にあるノートパソコンを開いて、メール管理の画面を立ち上げた。

　──この資料のＰＤＦファイルが送られてきたら、それを楢山高校と桜川女子高に転送して、それぞれの生徒会に読んでもらえばいいわね。光明くんが、これを使った面おも白しろい戦い方を考え付いてくれるといいんだけど……あ、そうそう、その前に光明くんに説明しておかないと！　いきなりＰＤＦファイルを送りつけられても、びっくりしちゃうものね。

　受話器を取り上げて、システム手帳の住所録に記き載さいしてある光明の携けい帯たい電でん話わの番号を探し始めた藍山は、はっと目を見開いた。

　──いけない。あの子は私のスタッフでもなんでもないんだわ。ただの高校生なのに、なんだかんだ言って、私、あの子のことを当てにしちゃってる！

　藍山は小さく、ふう、とため息をついた後で、受話器を元に戻もどすと、スーツのポケットから私物の携帯電話を取り出して自じ嘲ちようするように笑った。

「……私がダメなオトナなのか、それとも、あの子がすごい高校生なのか……きっと、その両方なのかもしれないわね」

　藍山は、私物の携帯電話のメモリから光明の携帯電話の電話番号を呼び出して、発信ボタンを押した。
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　楢山町にある県立楢山高校の校内は、下校する生徒たちや、部活動に向かう生徒たちの声が混じり合う、騒そう々ぞうしくも活気に溢あふれたざわめきで満ちていた。

「先に部室に行ってるからねー！」

「帰りにどっか寄ってかねー？　ウサギヤのモールのゲーセン、機種が変わったってよ」

「あー腹減ったー、コンビニでなんか食ってこーぜ」

「一年生の部員は、グラウンド三周！」「えー？」「文句言うなー！」

　授業が終わった直後のこの時間は、学校の中が最も騒さわがしい瞬しゆん間かんに違ちがいない。

　楢山高校の生徒会長である早乙女さおとめ朋とも絵えは、生徒会室の窓まど際ぎわに座って机に頰ほお杖づえをつき、開け放った窓の外から聞こえてくる、そのざわめきを聞いていた。

　──そうか、これが学校の音なんだ。

　毎日毎日ずっと……そう、小学生の頃ころからずっとこの音を聞いていたから、学校ってのはこんな音がする場所だ、なんて考えたこともなかったな。

　楢山高校を残そうって思わなかったら、きっとこの音を聞いても、何も思わないまま毎日を過ごして、卒業してしまったかもしれない。

　──そう考えると、このみんなの話し声も、どこか優やさしく感じるよね。

　下校する生徒たちが去って行き、潮が引いていくようにゆっくりと静けさを取り戻していく校内の雰ふん囲い気きを感じながら、朋絵が小さく微笑ほほえんだとき。

「オッハヨーゴザイマース！」

　調子外れなイントネーションの日本語の挨あい拶さつと同時に、楢山高校の生徒会室のドアが開いた。

「ハーイ、トモエ！　ミツアキ！　ハッピーですか？　リタりん、とってもハッピーですヨー！　次の合戦はいつデスカ？　セッシャモ戦うでゴザルヨー！」

　今風の話し方と、時代劇風の話し方を取り混ぜた変な日本語を話すのは、ウェーブのかかったロングの金髪に蒼あおい目の、楢山高校の女子の制服を着た十七歳くらいの外国人の女の子だった。

　身長は百六十センチくらいだろうか？　それほど高くは無い。どこのクラスにも一人はいる、少し背が高い日本人の女子生徒と同じくらいだろう。彼女を際きわ立だたせているのは、金髪と顔立ちだけではない。高校生離ばなれした見事なまでのプロポーションだった。

　いきなり生徒会室に現れた外人娘むすめを見て、生徒会室の机の上に桜川町の地図を広げていた光明は、苦笑いしながら答えた。

「リタさんは、何も知らないみたいだから言っておくけど、その『リタりん』というのはやめておいたほうがいいと思うよ？」

　リタと呼ばれた外国人の女生徒は、日本の女子高生の標準サイズの制服には収まりきれない、ぱっつんぱっつんの胸を突つき出して不満そうに答えた。

「へ？　どうしてデスカー？　日本の女の子ハ、自分を可愛かわいく見せるために、自分の名前に『りん』をつけるんだ、と聞いてきましたヨー。そうやって自分を少しバカっぽく見せると、日本の男の子はカワイイと思い込むのでイチコロなんデスヨー」

　リタの言葉を聞いていた朋絵が、半分あきれ顔でつぶやいた。

「……いったいどこから仕入れて来たんだろう？　そういう情報」

　リタは、にかっと白い歯を見せて笑った。

「ハーイ、インターネットで調べマシター！　日本が好きな子、外国にはイッパイいますネー。カナダだけじゃアリマセン、ＥＵ、オーストラリア、アジア、どこにでもいて、みんな情報交こう換かんしているのヨ！　ワタシ、日本に留学したいので、一いつ生しよう懸けん命めい調べマシタネ！　ダカラ、こうやってミンナト日本語で話せるネ！　ワタシ、偉えらいヨ！」

「うん、リタさんは偉いね、名前のあとに『りん』をつけると可愛く聞こえる、という情報も間ま違ちがっちゃいない。でもね、問題は君の名前に『りん』をつけると、向こう精せい神しん薬やくの名前になっちゃうってことなんだ」

「コウセイシンヤク？　ナンですか？　ソレ？」

　きょとんとするリタを見て、光明は小さくため息をついてから答えた。

「『リタリン』、って名前の薬があるんだよ。ちゃんとした精神病の薬なんだけどね、悪用する人がいたので、ドラッグの一種みたいなイメージで捉とらえられちゃっているんだ。つまり、君がことあるごとに『リタりんハッピー、リタりんハッピー』と繰くり返すと、それを聞いた人が誤解するかもしれないってことさ」

　ドラッグの名前と聞いてショックを受けたのだろう、リタはその蒼い目をまん丸にした後で、小さく首を振ふった。

「Ｏｈ……」

　完かん璧ぺきに英語の発音で嘆なげいた、この金きん髪ぱつ外人娘のフルネームは「リタ・フォレスタル・エドワース」。年ねん齢れい十六歳と四ヶ月、カナダから一週間前にこの楢山高校の一年に転入してきたばかりの留学生だ。

　とはいえ、この一週間、ずっと県の留学生教育センターで研修を受けていたために、例の戦国祭りの合戦には参加していない。

　日曜日に行われた樫森高校との決戦を見て、驚おどろくのと同時に、参加できなかったことを泣いて悔くやしがったらしい。

　リタは、気を取り直すように小さく微笑んだ。

「ワカリマシター！　リタりん、というのはハッピーとか、シアワセとかそういう言葉と一いつ緒しよに使うカラ誤解されるのデスネ！　それと一緒に使わなければダイジョウブデスネ！　ワタシ自分のコト、リタりん、呼ぶのダイスキデス！　ミツアキも、トモエもワタシノことを、リタりん、と呼んでクダサイ！」

　光明は、仕方ないな、という風に肩かたをすくめて微笑ほほえんだ。

「まあ、リタりん、って言葉が誤解されるかもしれないってことは、小さな親切のつもりで教えただけで、君が好きで、それでも構わないなら別にいいけどね」

　リタはにっこり笑って両手を広げた。

「Ｏｈ！　アリガトウゴザイマス！　ミツアキハ、イイ人デスネ！　こういう時にナンテ言えばヨカッタノデショウ……ああ、思いだしマシタ！　小さな親切大きなお世話……デスネ！」

「それはお礼のときに使う言葉じゃないわよ……」

　朋絵が苦笑いしながら教えたとき、光明の胸ポケットに入れてあった携けい帯たい電でん話わがバイブレーションして着信を告げた。

「あれ？　電話だ」

「……誰だれから？」

　思わず聞いてしまった後で、朋絵は後こう悔かいした。

　──うわ、なんでこんなこと聞いちゃったんだろう？　光明のところに誰が電話してきたか、なんて私に聞く権利なんか無いのに……。

「ああ、藍山さんからだね」

　光明は朋絵の気持ちとは裏腹に、さらりと答えると携帯電話を耳に当てて、藍山と話し始めた。

「はい、所です。何でしょうか……え、メールですか？　ええ、受け取れますよ……そうです、以前お渡わたししたアドレスでそのままこの部屋のパソコンで受け取れます。え？　新システム？　非ひ接せつ触しよく型カードを使って対戦ですか……面おも白しろそうですね。はい、楽しみにしています。ええ、使い方によっては面白い決戦が出来ると思います、はい……」

　どこか嬉うれしそうに藍山と話す光明の横顔を見て、朋絵は半分拍ひよう子し抜ぬけしたような気分になった。

　──なによ、嬉しそうに藍山さんと話なんかして……こっちは、電話相手を詮せん索さくするような図ずう々ずうしい女の子だって思われるんじゃないか、なんて心配してたのに……。

　藍山と会話を終えた光明は携帯電話を折りたたむと、朋絵に向かって電話の内容を説明した。

「今度の桜川女子高との対決方法は、例のバトンで叩たたき合う方法から、別の新しいシステムに変わるらしいね」

「また変わるの？」

「ああ、樫森高校との決戦を見た人から藍山さんのところに、あの方法は野や蛮ばんだ、怪け我が人が出たらどうするんだ、って意見が殺さつ到とうしたらしい。まして今度の相手は女子高だ、万が一にも怪我人が出たら風当たりはもっと激しくなる。だから叩きあいをしなくても勝ち負けの判定が出るシステムに変えたいってことらしい」

　光明はパソコンの前に座っていた二年生総代の山やま仲なか鹿しか子こに呼びかけた。

「山仲さん、メールを確かく認にんしてくれない？　新しい対決システムの資料が藍山さんから届いているはずなんだ」

「あ、はい、確認します……ああ、来てますね。メールについている添てん付ぷファイルがそれだと思います……ＰＤＦファイルですけど、プリントアウトしますか？」

「ああ、頼たのむ」

　光明と朋絵のやり取りを聞いていたリタが、生徒会室の中にいた北ほう条じよう芽め衣いに聞いた。

「ミツアキ、ムズカシイ顔してますネ。トモエもムズカシイ顔してますネ、何がアッタンデスカ？」

「んーとね、副会長は次の相手の桜川女子高との決戦をどうするかを考えているから、あんな風に難しい顔をしているのね。んでもって会長は、電話をかけてきた年とし増まの恋こい敵がたきが気になっているから、あんな難しい顔をしているのよ」

「Ｏｈ！　コイガタキ！……ということは、コレガあの有名なサンカクカンケイ、というヤツですね！」

「そんなんじゃないわよ！」

「うひゃ！」

　芽衣はちょろっと舌を出して逃にげた。

「うひゃ、じゃないわよ！　あんたねえ、リタにへんなこと教えないで！　リタは何でも信じちゃうんだから！」

　少し離はなれたところに退たい避ひした芽衣は、ニヤニヤ笑って言い返した。

「でも私、見ちゃいましたもんね！　この前の樫森高校との決戦に勝ったとき、天てん守しゆ閣かくで会長と副会長が抱だき合ってたところ！」

　朋絵は顔を真っ赤にして言葉に詰つまった。

「あ、あれは、勝った喜びでつい、目の前にいた光明に抱きついちゃっただけよ！」

　リタはにこにこ笑いながら、顔の前に人差し指を立て、それを小さく振ふりながら答えた。

「Ｏｈ！　日本人ハ、シャイデスからカンタンにハグできマセンネ。ハグできるのは、好きな人間である証しよう拠こデスネ」

「それはそうかもしれないけど、私と光明が付き合っているとかそういうのはないわよ。たまたま家が隣となりで、幼よう稚ち園えんの頃ころから知り合いだっていうだけのことよ」

　朋絵の言葉を聞いたリタは目を見開いた後で、すごく嬉しそうに笑って両手を広げた。

「ワーオ！　ワタシ、日本に来て、ゼヒ見たかったものがありますネ。ソレハ日本の名物デス！　日本の高校に通ったら、もしかしたら見ることがデキルカモシレナイ、そう思って、ドキドキしながらこのナラヤマハイスクールに来ました。マサカ、こんなにすぐ見ることができるナンテ！　ワタシ、感激デス！」

「何のこと？」

　リタは人差し指を、朋絵に突つきつけた。

「日本メーブツ、オッサーナナジミデース！」

「なによそれーっ！」

「ワカリマセンカ？　燈とう台だい下もと暗くらしデスネ、日本のマンガ、アニメ、小説ニ登場するカップルは、八十パーセントの確率デ向こう三軒げん両りよう隣どなりニ住んでイマスネ。そして、小学校の頃カラいつでも一いつ緒しよデス。コレハフィクションの世界の話カモシレマセン。デモ、そういう物語がティーンエィジャーに支持されているトイウコトハ、ソレガ理想ダカラデス！」

　リタは、朋絵を指差していた人差し指を、ひょい、と光明に向けた。

「トモエトミツアキハ、家が隣デスネ。ンデモッテ、幼稚園の頃から一緒にイマスネ。コレハモウ誰がナント言っても、オサナナジミ以外のナニモノデモアリマセン！　アナタたちは、理想のカップルだと思いマス！　この学校の生徒に色々聞いてミマシタ。みんな、認めてますネ。ミツアキのこと見直した、早乙女会長の目は確かだ。あの二人はオニアイダ、トイウ人一いつ杯ぱいいました、すごいデスヨ！」

「あ、いや、だって、ほら、日本って狭せまい国でしょ？　狭いところに、ごちゃっと家を建てて住んでるから、たまたま偶ぐう然ぜんに家が隣だったという……そういう関係の男の子と女の子って一杯いるのよ！」

　赤い顔のまま慌あわてて手を振った朋絵を見て、リタはにっこり笑ってうなずいた。

「オッケー、ならばミツアキに聞いてみまショウ」

「え？」

　朋絵は、ダメよ、そんなこと！　と言いかけて、そのまま口をつぐんだ。

　──もしかしたら、光明の気持ちがわかるかもしれない……。

　光明は、いつも私の隣にいた。小学校の頃から、いつも一緒だった。あんまり目立たなかったけど、頭の回転の良さは天下一品だった。樫森高校との一戦に勝てたのは、誰がなんと言っても光明のおかげだと思う。

　そして今、私たちの楢山高校を守るために、本気になってがんばってくれている……。

　これ以上のことを望むのは、欲張りなのかもしれない。もしかしたら、はっきりさせない今の関係の方がいいのかもしれない……。

　──恋れん愛あいはガラス細ざい工くだ。あまり強くつかみすぎると、割れる……ってのは、誰の言葉だったっけ？
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　朋絵の脳内では、考えがぐるぐる回っていたが、それは時間にして数秒のことだった。

　考えがまとまらず、どうしていいかわからなくなった朋絵の見ている前で、リタがにっこり笑って、光明に話しかけた。

「ハーイ、ミツアキ！　アナタは、どう思ってるんデスカ？」

　──ああっ、どうしよう！　聞いちゃった！　光明は、なんて答えるんだろう？　聞きたいけど……聞きたくない！

　朋絵が固かた唾ずを吞のんで見つめているその前で、プリントアウトした資料を読んでいた光明が顔を上げて振り返った。

「え？　なんのこと？」

　……って、聞いてないじゃない！

　リタは、小さく肩かたをすくめた後で光明に聞いた。

「ダカラデスネ、ミツアキは、トモエのことをどう思っているカ、ソレを聞きたいのデスヨ！」

「朋絵のこと？　ああ、戦いくさ乙女おとめで巴ともえ御ご前ぜんだと思ってるけど？」

「私は、早乙女朋絵！　戦乙女でも、巴御前でもありません！　そのあだ名を言いふらしてるの、光明でしょう！」

　どこかほっとした気分になった朋絵が、そう言って怒おこって見せたとき。生徒会室のドアを開けて、一年生の宇う佐さ見みが飛び込んで来た。

「早乙女会長！　桜川女子高の生徒会長が来ました！」

　光明はにっこり笑って答えた。

「そうか、ちょうど良かった。今、プリントアウトが終わったところだ。桜川女子高の人たちに、この新システムを導入するかどうか、意見を聞くことができそうだな」

「じゃあ、私がお迎むかえに行くわ。芽衣ちゃんと山仲さんは、奥の小会議室を綺き麗れいにしておいてちょうだい。職員会議室が空いてなかったら、ここで会議をすることになりそうだから」

「はーい」「わかりました」

　芽衣と山仲がそう答えて奥の小会議室に向かうのを見たリタが、朋絵に聞いた。

「次の決戦の相手ガ来たってコトハ、もしかして殴なぐりコミデスカ？　女ダテラニ敵地ニ乗り込ンデ来るトハ、いい度胸デスネ」

「そんなんじゃないわ。今度の相手の桜川女子高の生徒会が、樫森高校と戦ったときみたいなバトンで叩たたき合うというのは、イメージが悪くなるからやりたくない、って言い出したのよ。それで、叩き合いの代わりの対決方法を決めようってことになったってわけ」

「ナンダ、そうだったんデスカ。ワタシハ、てっきり背中にキレイなタトゥーを入れたオネエ様ガ、日本刀持って、殴りコミにやってきたんだとバカリ……」

「なによそれ」

「有名な日本のヤクザムービーデスヨ？　緋ひ牡ぼ丹たんバクト、知らないデスカ？」

　朋絵は、半分あきれ顔で答えた。

「そんな昔のやくざ映画なんて、いまどきの日本の高校生が知ってるわけないじゃない！」

「ワタシが勉強したカナダの図書館ニハ、古い日本の映画、一杯あったノデスヨ、ワタシ、それ見て勉強したネ」

「映画の中の日本をホンモノだと信じられても困るけど……まあ、いろいろ見ていれば、そのうちに、わかるようになるわ……じゃあ、お迎えに行ってきます」

　そう言って生徒会室から出て行こうとした朋絵を、リタが呼び止めた。

「ア、トモエ！　お願いがアリマス！」

「お願い？　なんのこと？」

　ドアのところで振ふり返った朋絵に向かって、リタが手を合わせて言った。

「ワタシも、会議に出席サセテクレマセンカ？　樫森ハイスクールとの決戦に参加デキナカッタノガ、ワタシむちゃくちゃクヤシイデス！　ダカラ、今度の決戦は最初から参加シタイノデス！」

「えーと、それって……つまり、私たち生徒会の一員として動きたいってことかな？」

「ハイ！　何でもヤリマス！」

　──どうしよう？　リタは留学生で、いわばこの楢山高校のお客さんみたいなものだよね。生徒会の一員になるってことは、スタッフになるってことだわ。それなりに責任だってあるし……。

　朋絵は思わず顔を上げて、奥の小会議室にいる光明を見た。

　リタの言葉を聞いていたのだろう、光明は笑って小さくうなずいた。

　──光明は賛成みたいね。お客さんとしてではなく、楢山高校の生徒の一員として扱あつかったほうがいい。その方が楽しいってことなんだわ、きっと。

　朋絵はリタに向き直ると、ちょっと真面目まじめな顔で答えた。

「生徒会の一員として動くってことは、お客さんじゃいられないってことよ？　『なんとかしてくれ』って言うだけの人には無理なの。自分たちの力で『なんとかしよう』って考える人間じゃないと、生徒会の仕事はやってられないわ、それでもいい？」

「ハイ、ダイジョウブデス！　パッシヴに生きるヨリモ、アクティヴに生きたほうが、人生は楽しいとオモイマス！」

　そう言ってにっこり笑ってうなずいたリタの顔を見て、朋絵は思った。

　──そうか、リタは、たった一人で日本にホームステイして、留学生になるくらい積極的な人だもの、大だい丈じよう夫ぶね、きっと。




「でさー、そんなこと言ったんだよ、あいつ」

「へえ、結構いいとこあるじゃない」

「うん、なんだかんだ言ったって、やっぱり男の子は男の子だよねー」

　楢山高校の一階の廊ろう下かを、そんな会話をしながら歩いていた一年生の女子が、前から歩いてきた黒いセーラー服の一団を見て、慌あわてて道を開けた。

　朋絵に案内されながら楢山高校の廊下を歩いていた桜川女子高の生徒会長、華之宮姫子は、すれ違ちがった後、小走りに去って行った楢山高校の女子生徒たちを興味深そうに見送った。

　その視線に気がついたのだろう、一いつ緒しよに歩いていた朋絵が小さな声で聞いた。

「……何か、興味を引いたものがありましたか？」

「あ、いえ……女子生徒が、意外と落ち着いているので……男子が一緒にいるということで、もっと軽い、というか媚こびを売るような話し方をするのではないか、と思っておりましたが、そんなことはないようですね」

「確かに楢山高校は男女共学ですけど、別に女の子は男の子に媚を売って、楽をしようとかそんな風に考えているわけじゃありません。そりゃあ中には、男の子の前だと口調も態度も変わるような女の子もいますけど、そういう人はごく一部です。多くの生徒たちは、自然な関係を維い持じしています。男と女が一緒にいるというのは、自然なことだと思いますしね……」

　華之宮は、皮肉な微び笑しようを浮うかべて言い返した。

「確かに早乙女会長のおっしゃるとおり、男女が一緒にいるのが自然なのでしょう。そう考えると、私たちのような女だけの学校は不自然ということになりますね」

「あ、いえ、そんなつもりはありません！　誤解です！」

　慌てて首を振った朋絵を見て、華之宮はにっこり笑った。

「ええ、わかっていますわ。ただ、楢山高校の女子生徒が楽しそうなので、ちょっと嫉しつ妬としてしまっただけです。笑ってお許しください。女子高というのは、校内に異性の目が無い分、気を遣つかわなくていいのですけど、ある意味それも善よし悪あしですわね」

　そのとき、遠くの教室から男子生徒の興奮したような声が聞こえて来た。

「おい！　桜川の女の子が来てるぞ！　さっき廊下で見た」

「どうだった？　美人か？」

「おう、美人も美人、すげー美人！　しかも上品！　料理で言ったらミシュラン三つ星のフランス料理ってとこだな。あれに比べたらうちの高校の女子なんか、肉じゃがだ！」

　あけすけな男子生徒の会話を聞いた朋絵は、苦笑いを浮かべながら答えた。

「……異性の目があるのも、善し悪しですわ」




　生徒会室の奥にある小会議室は十畳じようほどの広さしかないうえに、先々代の生徒会長が、どこからかもらってきた中古の大きなテーブルが部屋の中央に、でん！　と腰こしをすえているために、会議の出席者は壁かべに張り付くようにして座らねばならない。

　──楢山城じよ址うし公園の地図を広げていろいろ考えるときは便利だったけど、こうやって見ると、やっぱりこのテーブルはでかいよな。

　桜川女子高の生徒会長と役員たちが藍山が送ってきた資料に目を通している間に、光明はそんなことを考えていた。

　やがて、資料を読み終えた華之宮が顔を上げて、ゆっくりと言った。

「この方法は、直接相手の身体からだに触ふれなくても勝敗が決まるのですね？」

「はい、お読みになってお分かりのとおり、これは非ひ接せつ触しよく型カードシステムと呼ばれているものを応用したものです。高速道路のＥＴＣカードや、鉄道で使われているスイカ……関西ではイコカと呼ばれていますけど、それと同じものですね。そこに写真が載のっていますが、先日の樫森高校との決戦で使用した受信用のセンサーとほとんど同じですね。胸と背中に受信センサーのついたベストを身につけて戦うことになります。違ちがうところは、バトンで叩たたく代わりに手に持ったカードキーを相手のセンサーに向けてかざす、という点ですね」

　華之宮は、少しほっとしたような表情でうなずいた。

「樫森高校との対決は、本当にエキサイティングで面おも白しろいものでしたし、戦国祭りのイベントとしても実に盛り上がるものだったと思います。しかし、ああいった棒で叩き合う試合形式は、私たち桜川女子高のイメージに合わない、という声が上がっておりまして……」

　華之宮はそこで言葉を切ると、小さく咳せき払ばらいをしてから言葉を続けた。

「ええと、実を申しますと桜川女子高の在校生は、あのバトンで叩き合うという団体戦は面白そうだ、と言う意見が大半なのですが、卒業生やその関係者の間から強きよう硬こうな反対意見が山のように寄せられまして……ようするに、女の子が嬉き々きとして棒でひっぱたき合う光景がマスコミなどに流れると、桜川女子高のイメージダウンになる、縁えん談だんや就職の際に支障が出る、という意見です……」

　会議に出席していた芽衣が、半分憧あこがれの混じったような口調でつぶやいた。

「桜川女子高のイメージって、お嬢じよう様学校ってイメージですものねえ……」

　その言葉を聞きつけたのだろう、華之宮は芽衣を見ていたずらっぽく笑った。

「外向けのイメージではそうでしょうね。でも、学校の中では結構いいかげんですわよ。夏の暑い日には、スカートめくってぱたぱたあおいでみたり、部活の後はノーブラで歩き回ったり、とても女の子とは思えない言葉でケンカしたり……」

　芽衣は、びっくりしたように目を見開いた後で、納なつ得とくするように小さくうなずいた。

「そっか、男の人がいないから、平気なんだ……」

「ええ。女の園そのって、外から見れば華はなやかで優ゆう雅がなお花畑に見えますけど、その花を咲さかせるためには、しっかり土の中に根っこを張らなくちゃなりませんのよ……」

　華之宮は、そう言って芽衣に向かってにっこり微笑んで見せた後で、朋絵に向き直った。

「……というわけで、我々桜川女子高としては、このシステムを使って決戦を行うことについては基本的に同意します。このシステムは、すぐに使えるのでしょうか？」

「え、と……」

　朋絵が言葉に詰つまるのと、光明が答えたのは同時だった。

「詳くわしいことは、まだ地方庁の藍山さんから伺うかがっていないのですが、おそらく現時点では人数分の機材は揃そろっていないと思います。しかし、その資料にあるとおり、すでに量産見本も作られているみたいですから、量産するとなれば、それほど時間はかからないのではないかと思います」

　朋絵と光明の顔を見比べた華之宮は、何かに納得したように小さくうなずいた。

「そういった対外的な連れん絡らくや根回しは、どうやら副会長の所さんのお仕事のようですね」

「ええ、まあ、会長がやりやすいようにお膳ぜん立だてをするのが私の役目ですから」

「すべてのデータをそろえて提示した上で、意思決定をトップに任せる。意思決定が行われたら、その実現に全力を尽つくす……一言で言ってしまえば実に簡単に聞こえますけど、それができる人はそうはいませんわ」

　華之宮は、光明を興味深そうに見ながら言葉を続けた。

「このシステムがすぐに使えるかどうか聞いた理由ですが、実は先日行われた楢山高校と樫森高校との一戦が大評判になったのを知って、私たち桜川女子高のある桜川町でもこの高校決戦を町おこしに使えないか？　という話が持ち上がったのです」

　華之宮の横に座っていた、桜川女子高生徒会の副会長である淵田美み津つ子こが、その言葉の後を継ついだ。

「これは、桜川町の商工会と町役場……正確には桜川町の町長さんみずからの提案なのですが、楢山高校との決戦を桜川町の産業祭の当日にやって欲しい、という依い頼らいがありまして……」

「産業祭に？」

　産業祭というのは、市町村の商工会議所などが主しゆ催さいする地場産業のお祭りである。

　運動広場のグラウンドや多目的広場にテントを並べて、地元にある企き業ぎようや農家が、製品をアピールしたり、採とれた野菜などを安く販はん売ばいしたり、仮設のステージを作って地方巡じゆん業ぎようの演歌歌手や、あまり売れていない芸人などのショーをやったりする、いわば市町村の文化祭のようなものなのだ。

　華之宮は小さくうなずいた。

「ええ、桜川町には楢山町のような復元された天守閣もありませんし、戦国祭りの真ま似ねもしたくないというので、まったくアトラクション性の無い、地味な産業祭しかやってこなかったのです。しかし、年々参加者が減少しており、今回の高校決戦をきっかけにしてなんとか町おこしをしたい、ついては桜川町の市街地全体を使ったゲームのような形のイベントにしてくれないか？　という依頼がありまして……」

「市街地全体を使ったゲームですか？」

「はい。今回の決戦にも、マスコミ各社から取材の申し込みが来ております。市街地全体を使えば、テレビカメラが桜川町の隅すみ々ずみまで映すだろう、という思おも惑わくがあるらしいですわ……これは、その依頼を受けてこちらで考えていたものですが……」

　桜川女子高の副会長である淵田はそう言うと、持っていたバッグの中から企き画かく書しよのようなものを取り出して、朋絵と光明に手て渡わたした。

　二人が、その書類を読み始めるのを見て、淵田が説明を始めた。

「当初、私たちが考えていたのは、部活動同士のスポーツ対決や、クイズ対決のような、ごく普ふ通つうのものでした。しかし、先日行われた楢山城攻こう防ぼう戦せんが大評判になったのを見た桜川町の町役場や商工会の方から、そんな種目では地味すぎる、楢山城決戦に負けないくらい派手でマスコミ受けをする対決方法にしてもらいたい。そのために町と商工会が全面協力する。街の中のメインストリートを歩行者天国にして、今回の対決のために開放してもいい、という話が参りまして……」

　淵田から受け取った企画書に目を通していた光明がうなずいた。

「それで、この『集団缶かんけり』というゲームを企画したわけですね」

「ええ、テレビのバラエティ番組で、男性アイドルグループがやっている五人対百人の缶けり、という企画を元にしたものです。街の中を使ってテレビ映りの良い企画というと、これくらいしか考え付かなかったのです……」

「しかし、双そう方ほうの全校生徒六百人ずつ、計千二百人が入り混じって缶けりをやったのでは、混乱するだけで、産業祭に来たお客さんには何がなんだかわからないでしょう。テレビカメラもどこを映していいのかわからないと思います……」

「ええ、そうなんですよね。考えてみれば、あのテレビ番組はカメラが追いかけているのが五人だけだから番組になるわけですよね……」

　そう言って悔くやしそうに下を向いた副会長の淵田を見た華之宮は、とりなすように言った。

「でも、この非ひ接せつ触しよくカードというシステムがあれば、もっと面おも白しろいゲームができるかもしれないじゃないですか。これには審しん判ぱんがいらないんです。そうですね……たとえば、町全体を使った鬼おにごっことかはいかがでしょう？　制限時間内に、何人相手を捕つかまえることができたかを競きそうとか、そういった対決だってできると思いますわ。

　このシステムを使ってどんなゲームができるのか、一いつ緒しよに考えましょう」

　そのとき、華之宮の言葉を聞いていた光明が、思い出したように言った。

「……実を言うと、うちの高校には『伝統野外遊ゆう戯ぎ同好会』という同好会がありましてね、そこが『缶けり』とか『線オニ』とか、野外で遊ぶゲームを研究していまして……そいつらに聞けば、面白くてテレビ映りの良い、集団戦に向いたゲームがあるかもしれませんよ？」

「伝統野外遊戯同好会？　そんな同好会があるんですか？」

　びっくりしたような声を上げた華之宮を見て、光明は笑ってうなずいた。

「ええ、うちの高校には妙みような同好会がたくさんありまして……空家廃はい墟きよ同好会とか電磁波同好会とか、あとは暗あん渠きよ排はい水すい路ろ同好会というのもありますね」

「暗渠……排水路同好会って……どんなことをやっているんですか？」

「名前のとおり、蓋ふたをされている用水路とか地面の下を通っている排水路とか、地上からは見えない水路がどこからどこに繫つながっているのかを推理して、実際に確かめてみる、という活動ですね。都の下水道局などに勤務しているＯＢの指導のもとに実地活動をやってます」

　光明の説明をぽかんと口を開けて聞いていた華之宮は、はっと我に返ると、慌あわてて答えた。

「あ、えーと……楢山高校って、すごい……いえ、すごい高校ですわね」

　その表情を見た朋絵は思った。

　──本当はすごい、の後に『ユニークな』ってつけたかったんだろうな……まあ、無理も無いけど。

　光明は会議室の入り口近くにいた北条麻ま衣いを見て言った。

「麻衣ちゃん、悪いけど校内放送で、サバイバル同好会の望もち月づきを呼び出してくれないか？　大至急生徒会室に来てくれって……」

「はい！」

　麻衣はそう言って立ち上がった後で、怪け訝げんな顔になった。

「えーと……伝統野外遊戯同好会じゃなくて、サバイバル同好会の望月さんでいいんですか？」

　光明は笑ってうなずいた。

「同一人物だよ、望月は掛かけ持ちで両方で活動しているんだ」




　そして二十分後。

　生徒会室の奥にある小会議室で光明と華之宮から受け取った資料に目を通し、二人の話を聞いた望月はゆっくりと答えた。

「このシステムを使って、街中で全校生徒が戦えるゲームとして『水すい雷らい艦かん長ちよう』を提唱したい」

「すいらいかんちょう？」

「なんですの？　それ……」

「これはゲームというよりは、元々はかくれんぼとか缶けりとか、そういった子供たちが屋外で遊んでいた遊びだ。戦前の、それも日にち露ろ戦せん争そうのころからある、歴史のある子供の遊びなのだ……とりあえず、図に描かいて説明する」

　目を丸くする朋絵と華之宮を見た望月は、壁かべ際ぎわに置かれたホワイトボードの前に立った。

　華之宮は淵田と顔を見合わせた後で、感心したように言った。

「日露戦争って……百年くらい前の話ですわよね、よくそんな古いゲームのことを、ご存じですわね……」

「いや、始まったのはそれくらい昔だろう、ということで、実は昭和の終わり頃ごろ、今から二十年くらい前までは日本中で結構遊ばれていたゲームなのだ。いわゆるコンピューターゲームや携けい帯たいゲームが出てきて、家の外で遊ぶ子供がいなくなって、今では児童クラブみたいなところで室内ゲームとして細々と行われているだけだがね。

　さて、水雷艦長というゲームについて簡単に説明しよう。これはチームのリーダーを一人《艦かん長ちよう》にし、それ以外のメンバーは《水すい雷らい》《駆く逐ちく》《戦せん艦かん》のどれかになって団体戦を行う一種のシミュレーションゲームである。

　日露戦争の頃ころの《戦艦》というのは、大たい砲ほうを撃うちあうことを前提に作られていたため装そう甲こうが厚く、大砲の弾たまが少々命中してもそう簡単には沈しずまない。しかし喫きつ水すい線の下、つまり水中から魚ぎよ雷らいを食くらうと、大穴が開いて沈んでしまう。つまり《戦艦》にとって最も怖こわい敵は、猛もうスピードで近づいてきて魚雷をぶっ放す『《水雷》艇てい』だったわけだ。そこで当時の軍人は、この《水雷》艇が《戦艦》に近づく前に《駆逐》できるように、小回りの利きく小型の戦せん闘とう艦かんを作った。これが『《駆逐》艦』と呼ばれる船だ。

《水雷》艇は、《戦艦》を沈めることはできるが、《駆逐》艦にやられる。

《駆逐》艦は、《水雷》艇を沈めることはできるが、《戦艦》にやられる。

《戦艦》は、《駆逐》艦を沈めることはできるが、《水雷》艇にやられる。

　……耳で聞いてもよくわからないだろうから、図を描いて説明しよう」

　望月はそう言うと、ホワイトボードに○と△と□を三角形の配置で描き、相そう互ごに矢印を引いた。

「この図の○が《水雷》、△が《駆逐》、そして□が《戦艦》と考えてほしい。

　この三つは、いわばじゃんけんの『グー・チョキ・パー』のように三すくみの関係にあるわけだ。

　○の《水雷》は□の《戦艦》を倒たおせるが△の《駆逐》に倒される。

　△の《駆逐》は○の《水雷》を倒せるが□の《戦艦》に倒される。

　□の《戦艦》は△の《駆逐》を倒せるが○の《水雷》に倒される。

　……この、三つの関係は理解できたかな？」

　望月の説明を聞いていた朋絵が手を挙げて聞いた。

「さっき、一人のリーダーを《艦長》にするって言ったけど、《艦長》というのはそのどれにも入らないの？」

「いや、《艦長》の特性は《戦艦》と同じで、リーダーだからそう呼ぶだけだ。すべての艦を指揮する司令長官だと思えばいい。勝利条件は様々だが、基本的に先に相手の《艦長》を沈めた方が勝ち、ということだ。

　ゲームの進め方は、まず敵味方に分かれて、それぞれの陣じん地ちを決める。陣地に集まったら作戦会議だ。自軍のメンバー全員を、この三つのどれかに割わり振ふるのだ。どういう配分にするか、というのが大事な作戦だな。

　敵の艦長を沈めることを優先する攻こう撃げきタイプにするなら、《水雷》を多めにする。逆に艦長を守り抜ぬくことを優先する防ぼう御ぎよタイプにするなら《駆逐》を多めに、バランスを考えるなら均等に……とか、そんな風に考えてメンバーを割り振る。

　次は目印だ……たとえば全員に野球帽ぼうをかぶらせて、真っ直ぐにかぶれば《戦艦》、つばを横にしてかぶれば《駆逐》、真後ろにかぶれば《水雷》という風に決めておく。

　すべての準備が終わったら『開戦どん！』という掛かけ声と共にそれぞれの陣地から発進する。そこから先は鬼おにごっこだな。逃にげたり追いかけたりしながら、倒せる相手にタッチして『撃げき沈ちん！』と宣言すれば相手を倒したことになる。

　勝利条件は、艦長が沈められたら負け、というもの以外に、敵の艦長にこちらの陣地に突つっ込まれたら負けとか、自軍の《水雷》が全ぜん滅めつしたら負けなど、様々なものがある。

　なぜ統一ルールが無いかというと、このゲームは長い間日本中で行われており、その年代と地方でローカルルールが作られたために、これが正しい、というものは無いのだ。

　撃沈された者の扱あつかいについても、敵の陣地に行って捕ほ虜りよになるというルールもあれば、自軍の陣地に戻もどって百数えると再出しゆつ撃げきできる、というルールもある。

　昔の子供たちは、学年関係なしに兄弟で遊びに参加するのが当たり前だったから、メンバーの力量に合わせて、どんどんその場でレギュレーションを変えて行ったのだ」
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　光明は望月の説明をじっと聞いていたが、やがて小さくうなずいて答えた。

「確かに、この『水雷艦長』というゲームなら、この非ひ接せつ触しよく型センサーカードを使うのに、もってこいのような気がするな。相手に触ふれずに、至近距きよ離りでカードを相手に向かってかざせば、センサーが働いてヒットしたことになる。判定でもめることがない……問題は、その分迫はく力りよくが無いってことかな？　だとすると、そういった見た目の派手さではなくて、ゲームとしての面おも白しろさを演出するしかないと思うんだ……」

　淵田が、怪け訝げんな顔で聞いた。

「演出するというのは、具体的に、どのようなことをいうのですか？」

「たとえば……そうですね、陣じん取とり合戦の要素を入れるというのはどうでしょう？　両方の陣地のちょうど中間地点に拠きよ点てんポイントを作っておくんですよ、どっちのものでもない陣地を。つまり、先に奪うばった側の陣地になる、という風にして双そう方ほうでそれを奪い合うんです。

　そういった盛り上がる場所、見せ場を作って、そこにお客さんを集めておくわけです。桜川町内全体で戦いは行われますけど、最終的にはそこで決戦になる、ならざるを得ないという流れにルールを作っておけば、充分面白いコンテンツになると思いますけど……」

　華之宮はしばらく考え込んでいたが、やがてにっこり笑った。

「桜川町は、街の真ん中を国道が通っています……今はバイパスができて旧国道扱いですけど、両側に商店が立ち並ぶ桜川町のメインストリートに変わりはありません。そしてそのメインストリートのちょうど真ん中あたり、桜川町の中心部にあった町役場が移転した跡あと地ちが、広い駐ちゆう車しや場になっていますわ……実を言うと、産業祭の会場でもあるんですけど……つまり、そこをメイン会場にしてしまえばいい、産業祭を乗っ取ってしまえ、ということですね」

　光明はうなずき返した。

「そのとおりです。大人たちの都合に合わせる必要なんかないんです。高校同士の決着だって、別にイベントにする必要はないんですよ。決着をつけるだけなら、今ここで、うちの早乙女とあなたがじゃんけんをするだけだって別に構わないんです。ただ……それじゃああまりにも面白くない。どうせなら、人を巻き込んで面白おかしく楽しくやったほうがいい、みんなの力で勝敗を決めた方が納なつ得とくできるじゃないか、そう思っただけのことです……」

　そして、光明はにやりと笑って付け足した。

「大人たちに利用されることはありません。こっちが利用してやればいいんですよ」

　光明の言葉を聞いた華之宮は、少し驚おどろいたように目を見開いた後で、興味深そうに光明を見た。

「……なるほど。楢山高校の仕し掛かけ人と言われるだけのことはありますね。なぜ、あなたほどの人間が今まで名を知られていなかったのか、不思議に思いますわね」

　光明は笑って肩かたをすくめた。

「必要なかったからですよ」

「必要ないって……どういうことですの？」

「私みたいな人間が必要とされていなかったからです。こんなことを考えているのは私だけかもしれませんけど……人間の本気って、何かを守るときに出せばいいんじゃないかって思うんですよ。自分個人だけの利益のために……もっと得したいとか、偉えらくなりたいとか、そういうもののために本気になりすぎると、ロクなことがないような気がするんです」

「欲は身を滅ほろぼす、ということですか？」

　光明が華之宮に答える前に、朋絵が答えた。

「いえ、そんなカッコイイものじゃありません！　この人は単にぐうたらで、怠なまけ者というだけのことです！」

　思わずそう言ってしまった後で、朋絵は頰ほおを染めて下を向いた。

「あ……いえ、私が言うのは変な話なんですけど……」

　華之宮は、ちょっと驚いたような表情で朋絵と光明の顔を見比べた後で、何かに気がついたかのように微笑ほほえんだ。

「なるほど、守るべきもののために本気を出す、というのはそういうことですのね……この戦い、私たちも本気を出さなくてはなりませんわね」

　その言葉を聞いたとき、今まで会議室の隅すみでじっと話を聞いていたリタが目を輝かがやかせて叫さけんだ。

「Ｏｈ！　本気出す！　ヤハリ、コレハ殴なぐりこみだったノデスネ！」

「は？　殴りこみ？」

　口をぽかんと開けた華之宮たちを見て、朋絵が慌あわてて説明した。

「す、すみません、彼女はカナダからの留学生でして、まだ日本のことがよくわかってないんです！」

「チガイマスヨ！　トモエ！　騙だまされてはイケマセン！　ワタシ、ちゃんと日本の映画ミテ勉強したネ！　日本では、女の人が敵てき陣じんに殴りこみをかけるトキ、胸にサラシを巻きマス！」

　リタはそこで言葉を切ると勝ち誇ほこったように、華之宮の薄うすい胸を指差して叫んだ。

「この人、胸にサラシ巻いていマス！　殴りこみの証しよう拠こデス！」

「え？」

　自分の胸に目を落とした華之宮は、顔を上げてリタをにらみつけた。

「サラシなんか巻いていません！」

「エー！　サラシ巻いてナイノ？　ソレデその薄さデスカ？　信じられマセン！　アー！　ソウダ！　アナタのような胸ノ人のコト、タシカ、残念ナヒト……トイウノデスヨネ？」

「残念じゃないわよっ！」

　華之宮は、がたん！　と椅い子すから立ち上がると、目に怒いかりの炎ほのおを燃やしてリタのスーパーダイナマイトバディを指差した。

「なにを言い出すかと思ったら、し、失礼なっ！……私は、ごく普ふ通つうの日本人のサイズです！　これで充分普通の範はん囲い内なのです！　あなたのような、はしたないサイズと比べないでください！　なんですか、あなたの、その胸は！　それではまるで乳牛です！　ホルスタインです！　あなたのような人を家か畜ちく米べい英えいと言うのです！」

「会長、それを言うのなら鬼き畜ちく米英です……」

「家畜でも鬼畜でもどっちでも構いません！　不ふ愉ゆ快かいです、このおっぱいお化けの顔を見たくありません！　私は帰ります！」

　華之宮はそう言い切ると、くるりと背を向けて足音も荒あらく会議室を出て行った。

　桜川女子高の副会長の淵田は慌てて立ち上がると、朋絵たちに向かって頭を下げた。

「あ、あの、申し訳ありません……うちの華之宮は、どうにもわがままなところがありまして……」

「と、とんでもない！　うちのリタが変な事を言い出したのがいけないんです！　こちらこそ申し訳ありません！」

　朋絵は慌てて頭を下げた。

　淵田と朋絵がぺこぺこ頭を下げ合っている光景を見て、リタは目を丸くして言った。

「Ｏｈ……コレガ日本の礼れい儀ぎナノデスネ……」

「そんなところで納なつ得とくしてないであんたも謝りなさい！　元はといえば、あんたのせいなんだから！」

「ワタシ、なにもワルイコト言ってナイヨ。胸が薄くて残念ダッタネ、と言ったダケネ」

「それが失礼なことなの！　お客さんを不愉快にさせたんだから！」

　怒る朋絵を見て、淵田は首を振ふった。

「いえ、外国の方なんですから……笑って許せないうちの華之宮が悪いんです。ゲームの件につきましては、私が桜川高校の責任者になると思います。この後も会議を重ねて、双そう方ほうの納得のいくルールを作りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします」

「こちらこそ、わざわざ来ていただいたのに、こんなことになっちゃって、申し訳ありません……」

「いえいえ、では、今日のところはこれで失礼させていただきます」

　そう言って何度も頭を下げて、生徒会室から出て行った淵田を見送った後で、光明は、ぼそりとつぶやいた。

「とにかく……これで、敵の生徒会長の弱点が一つ明らかになった」

　その言葉を聞いた朋絵は目を見開いた。

「まさか、さっきのリタの言葉はあんたの指さし図ずなの？」

　光明は慌てて首を振った。

「いや、指図なんかしていないよ、彼女は天然さ……天然の……台風みたいなものだ」

　朋絵は、大きくため息をついてうなずいた。

「確かに台風よね、いろいろ引っ搔かき回されそうな予感がするわ……」

「さて……あのブロンド・タイフーンが起こした嵐あらしを、どう利用するか……それは俺の仕事だな」

　光明はそう言って、にやっと笑った。
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　桜川女子高との会議がリタの発言でてんやわんやになった次の日の夕方、朋絵は家の台所で母親と夕食の支し度たくをしていた。

　ぴんぽーん！

　朋絵の家のドアチャイムが鳴った。

「あら、お客さん？」

「あ、私が出るわ、きっと光明だと思うから！」

　キッチンにいた朋絵は、そう答えると慌あわててエプロンを外した。

「お願いね。今、ちょっと手が離はなせないの」

「うん、お母さんはから揚あげに専念してて。それ、我が家の名物らしいから」

　朋絵の母親は自じ慢まんげに微笑ほほえんだ。

「ご近所にも評判いいのよ。町内会のお花見とかで料理持ち寄ると、真っ先に無くなるのはうちのから揚げなんだから」

「そういえば、小さい頃ころは近所の人たちと集まって、いろんなことやってたよね」

「今でもやってるわよ。あなたが高校生になっちゃって、忙いそがしくて参加してないだけよ。昔はみんな子供が小さかったから一いつ緒しよに遊びに行けたけど、子供が年とし頃ごろになると、みんな気き兼がねしちゃってね……」

「あれ？　なんでだろう？　光明は気兼ねしないよね……今日だって、うちに来る？　って聞いたら二つ返事で……」

　ぴんぽーん！

「あ、いけない、話している場合じゃなかった！　はあい！　今、行きます！」

　朋絵は、慌てて玄げん関かんに向かった。

　リビングダイニングに通された光明は、手に提さげていた紙かみ袋ぶくろをキッチンにいた朋絵の母に差し出した。

「すみません、これ、うちの母から……お世話になりますってことで……北海道の生チョコとバターサンドです」

「あらあら、気を遣つかわなくていいのに！」

「あ、いえ、北海道に単身赴ふ任にんしている親父おやじのお土産みやげなんで……うちの親父、甘党だからお菓か子しばかり買ってくるんですよ」

「うちのお父さんもお酒が飲めない人だから喜ぶわ、きっと」

　朋絵の母親は、光明に向かってにっこり笑って答えた後で、横に立っていた朋絵を見て言った。

「あとは私がやるから、光明くんとテレビのところに行ってなさい、もうすぐ番組が始まるんでしょ」

「はーい」

　朋絵がそう答えたとき、リビングの脇わきの階段を、トントンと足音を立てて一人の少年が下りてきた。

「お姉ちゃん、もうすぐ番組が始まるよ……光明兄ちゃん呼んでこないと……」

　そう言いながら降りてきた少年は、リビングにいる光明を見て、目を見開いた後でにっこり笑った。

「なんだ、もう来てたんだ」

　二階から降りてきたこの少年の名前は、早乙女高たか志し。朋絵の弟であり、楢山北中学校の三年生である。

　この日、夕方からの放送枠わくで、光明たちの楢山城攻こう防ぼう戦せんを密着取材していたテレビ局が、楢山高校存続のために立ち上がった生徒たちの奮ふん闘とう振ぶりをドキュメンタリー風にまとめた番組が放映されることになっていた。

　テレビの前のソファに座った朋絵が肩かたをすくめて言った。

「それにしても、なんで平日の夕方にこんな番組放映するんだろうね？　こういうドキュメンタリー番組って、今まで深しん夜や枠わくで放映してたのに……」

「タレントを集めて笑いを取るバラエティ番組ばっかりになって、飽あきられたから目先を変えてこういう番組もやってみようか、ってところだろうな。一種のパイロット番組だと思うよ……」

　光明がそう答えたとき、ＣＭが終わった。

『じゃーん、じゃかじゃかじゃーん！』

　リビングルームに重じゆう厚こうなオーケストラ風の音楽が流れ、五十インチの大きな液えき晶しようテレビ画面に、鎧よろいに身を固めた騎き馬ば武者の群れが草原を疾しつ走そうする映像が映った。

　それに、男性ナレーターの実に気合いの入ったナレーションがかぶる。

『時は戦国、嵐あらしの時代！　かつて戦国武将たちは領地をめぐって激しい戦いを繰くり広げた。そして今、この平成日本に、再び戦国の嵐が吹ふき荒あれようとしていた！　地方自治体の合がつ併ぺい、そして少子化による高校の統とう廃はい合ごうの嵐である！

　楢山町にある楢山高校、樫森町にある樫森高校、そして桜川町にある桜川女子高、この三つの高校の中で、どの高校が生き残り、どの高校が消え去るのか、それを賭かけて高校生たちが戦国バトルを繰り広げる！　これは高校戦国サバイバルのドキュメントである！』

　そしてテレビの画面には、燃え上がる炎ほのおをバックに楢山高校と樫森高校の校章を染め抜ぬいた旗はた指さし物ものが、切り結ぶように激しく打ち合う映像が映し出された。さらに、どどん！　という和わ太だい鼓この音と共に、筆で書きなぐったような赤い文字で『ドキュメント　激げき闘とう高校決戦！　楢山城攻防戦！』と書かれたタイトルが浮うかび上がった。

　リビングのソファに座ってテレビを見ていた朋絵が、あきれたような口調で言った。

「なんでいきなり騎馬武者の群れが野原を駆かけているのよ。馬に乗ってたのは、樫森高校の真しん行ぎよう寺じくん一人だけなのに……」

　朋絵の隣となりに座っていた光明が笑いながら答えた。

「あれは要するに、イメージ映像ってヤツだよ。映像のライブラリィから、いかにも戦国っぽい映像というのを引っ張ってきただけだと思うよ……それにしても、この液晶テレビはでっかいなあ、俺の家のテレビより一回り……いや、二回りは大きいんじゃないかな？　すごい迫はく力りよくだよ」

　光明の言葉を聞いていたのだろう、リビングとキッチンを隔へだてているカウンターの向こうにいた、朋絵の母親が笑いながら言った。

「うちのお父さんがそれを聞いたらきっと泣いて喜ぶわよ。そのテレビ、お父さんの自じ慢まんなんだから……」

「でもさ、今日、光明兄ちゃんが家に来るって言ったら、お父さんは、むすっとして機き嫌げんが悪かったよ？　あんまり喜んでいるようには見えなかったけどなあ……」

　弟の高志の言葉を聞いた母親が笑った。

「そりゃそうよ。娘むすめのボーイフレンドが家に来るなんて聞かされた男親の機嫌が良いわけないじゃない」

　母親の言葉を聞いた朋絵が飛び上がった。

「そっ、そんなんじゃないわよ！　いきなりボーイフレンド扱あつかいされたら光明だって困るわよ！」

「あら、だって、あなたが幼よう稚ち園えんの頃ころから一いつ緒しよに遊んでいた男の子の友達なんだから、ボーイフレンドで間ま違ちがいないでしょう？　みっちゃんならお母さんも安心よ、気心も知れているし……」

「うわ……みっちゃんて呼ばれたの、何年ぶりだろう？」

　苦笑いを浮かべながら頭を搔かいた光明を見て、朋絵の母親は笑った。

「ごめんなさいね、気を悪くした？……でも私は、キミのことを本当に小さい頃から知ってるからね、いつまでたってもみっちゃんはみっちゃんなのよ……わかるでしょう？」

「ええ、まあ……」

「今日はご両親ともお仕事って言ったわよね？」

「ええ、父は単身赴ふ任にんですし、母も仕事が重なっちゃって……申し訳ありません、ご厄やつ介かいになっちゃって」

「いいからいいから、気にしないの。長い付き合いのお隣さんなんだから、気き兼がねなんか無用よ」

「そうそう、お隣さんよ、お隣さん！　光明は、お隣さんなのよ。ボーイフレンドとか彼氏とかそんなんじゃないの！」

　朋絵が、ほっとしたような口調で答えたのを聞いていた弟の高志が、にやっと笑って言った。

「……へえ、ただのお隣さんが家に来るだけで、朝からそわそわして落ち着きが無かったのはなぜだろうねえ、お姉ちゃん？」

「高志！　あんたは黙だまってなさい！」

　高志はひょい、と首をすくめる。

「そんな言い方してると、嫌きらわれちゃうかもよ……お隣さんに」

「最近、あんた生意気！」

　自分と弟のやり取りを面おも白しろそうな顔で見ている光明に気がついた朋絵は、唇くちびるを尖とがらせて光明に言った。

「何を笑ってるのよ」

「いや、兄弟っていいなあ、って思っただけさ。ほら、俺って一人っ子だからさ……」

「こんなバカ弟でよければ、いつでもあげるわよ」

「あ、ひでえ」

　姉きよう弟だいげんかが始まりそうになったのを見た母親が、キッチンから声をかけた。

「ほらほら、せっかく光明君をご招待したんだから、ちゃんとテレビ見なくっちゃ」

　テレビの画面に楢山高校の建物と、生徒たちの登校風景が映り、そしてすぐに朋絵のバストショットに切り替かわった。

『──彼女は、この楢山高校の生徒会長、早乙女朋絵さんである。楢山高校は共学校であり、生徒会長に男女の区別は無い──』

　大型の液えき晶しよう画面に大写しになった自分の顔を見て、朋絵は思わず口元を押さえた。

　──うわ、自分の顔をこんなアップで見ることになるなんて思わなかった……うひゃー、変な顔してる！　光明は笑ってるんじゃないかしら？

　朋絵はそっと隣にいる光明の表情を盗ぬすみ見たが、光明は嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるだけだった。

　テレビ画面は、楢山城の城じよ郭うかくの説明画面に切り替わる。天守閣から見下ろした俯ふ瞰かんの構図で楢山城の城郭の内部を説明し、楢山城じよ址うし公園の平面図が映し出され、そこに解説のナレーションが入る。

『今回の決戦場は、この楢山城址公園にある運動広場と、その横に建つこの楢山城の城郭内部である。早乙女生徒会長率いる楢山高校の生徒は、この楢山城に立て籠こもり、質しつ実じつ剛ごう健けんを校訓とする男子校、樫森高校の生徒を迎むかえ撃うたねばならないのだ。

　城という要害に立て籠もるとはいえ、体力的に優勢である男子生徒の数には歴然の差があり、正面からぶつかったのでは勝ち目は無い。楢山高校生徒会は作戦を練ることにした。

　作戦を練る軍ぐん師し役となったのが、この少年……生徒会副会長の所光明君である』

　ナレーションが終わるのと同時に光明の顔がアップになる。

「……うわ」

　光明は、参ったな、という風に首を振ふると、隣となりにいた朋絵に聞いた。

「自分の顔を大画面で見るって、キツイなあ……俺って、こんなにへらへらしてたっけ？」

　朋絵は光明を軽くにらんだ。

「そうよ、自分では気がつかないでしょうけど、あんたはいつもこんな風にへらへら笑っているのよ……少しは、きりっとした顔見せなさいよ」

「真しん剣けんな顔って疲つかれるからさ……たまには気を抜ぬいてもいいじゃないか」

「なに言ってるのよ、気を抜いている時間の方が多いくせに……」

　光明が肩かたをすくめたとき、番組の内容が模も擬ぎ合戦のシステムの解説に切り替わった。

　センサーバトンで相手のプロテクターを叩たたきあう人間を簡単なＣＧアニメで描えがき、プロテクター以外の場所を叩いてもポイントが取れないことや、データ処理がリアルタイムで行われてその数字がメインスクリーンに映し出される、ということが説明された後で画面に登場したのは、地方庁合がつ併ぺい推進課の藍山だった。

　藍山は手に持ったプロテクターを指差して言った。

『このシステムは確かに高価なものです。このようなものに国の予算を注ぎこむことに、異論を唱となえる方が数多く存在するというのも事実です。しかし、これを使うことで楢山町の戦国祭りというイベントは確実に盛り上がりました。人を集めて地域の活性化につなげることができるのは、つまるところ人の力なのです。

　もはや箱モノを作っても、地域の活性化にはつながりません。目に見えるものを作れば人が集まる時代は終わったのです。日本中で遊園地や施し設せつが閉へい鎖さに追い込まれている現状がそれを証明しています。

　日本中の地方都市で楢山町と同じようなイベントが行われています。しかし、そのどれもが、成功しているとは言えません。それは、イベントを開かい催さいするノウハウが無いのと、人を集めるメインコンテンツが無いからです。このシステムはそれを補うために開発されました。このシステムは、ご要望があればいつでも貸し出し致いたします。

　このシステムを商業ベースに乗せるとすれば、開発料や利益分を上乗せしなければなりません。レンタル料金はかなり高額になるでしょう。その分を国が肩かた代がわりし、安価で地方公共団体に貸し出すわけです』

　そして、藍山はカメラに向かって艶えん然ぜんと微笑んで言葉を続けた。

『見た目は豪ごう華かで設備は充じゆう実じつしていても、利用人数の見込みすら立たない施設を作ることに税金を注ぎ込み、地方自治体に膨ぼう大だいな維い持じ費を背負わせる今までのやり方に比べれば、はるかに無む駄だが少ないのではないかと思います……』

　表情こそ笑っていたが、藍山の目は笑っていなかった。

　そして番組は、いよいよ攻こう防ぼう戦せんの当日の映像を映し始めた。

　メインステージで、霧きり島しまが楢山高校の生徒たちに檄げきを飛ばしている光景が画面に映る。

『よーし、じゃあ言っちまうぞ！　みんなー！　楢山高校を残したいかーっ！』

　全校生徒が握にぎりこぶしを突つき上げて叫さけんだ。

「おおおーっ！」

『樫森高校は怖こわくないかーっ！』「おおおーっ！」

『真行寺は怖くないかーっ！』「おおおーっ！」

『何が何でも、楢山城を守り抜くかーっ！』「おおおーっ！」

『俺たちは負けないかーっ！』「おおおーっ！」

「……こうやって見ると、霧島はテレビ映りがいいなあ。どっかのタレント事務所からスカウトが来そうだ」

「スカウトが来たって話は聞かないけど、女の子の間で人気急きゆう上じよう昇しよう中なのは間ま違ちがいないわね。この間から、よその高校の女の子たちが霧島くんを見るために校門の前で待ち伏ぶせしているくらいだもの」

「まるでどっかのアイドルの追っかけみたいだな……」

　光明はそう言って笑った後で、ふっと真面目まじめな顔になった。

「そうか……その追っかけの中に桜川女子高の女の子がいれば、情報源として使えるかもしれないな……」

「うわ、ひどいこと考えてる」

　にらみつける朋絵に、光明は笑って見せた。

「ひどいと思うかもしれないけど、俺は半分本気だよ。今度の相手は女子校だから、ガードが固くてね、ほとんど情報が入って来ないんだ。男ってのは基本的に自分の強さや能力を誇こ示じしたがる本能があるから、情報を聞き出すのは簡単なんだけど、女の子の秘密主義というのはどうにも手が出ない」

「そうなの？　樫森高校との決戦のときみたいに、忍にん者じや同好会の百もも地ちくんに練習風景をビデオに撮とってきてもらうってわけにはいかないの？」

　光明は苦笑いを浮うかべて首を振った。

「考えてみろよ、あれは男子校だから撮さつ影えいできたんだぜ。女子高をビデオで隠かくし撮りしているのが見つかったら、どうなると思う？」

　朋絵は、はっとしたように目を見開いた。

「あ、そっか、それはちょっと問題よね……」

「桜川女子高との対決方法は、例の非ひ接せつ触しよくカードバトルを使った水すい雷らい艦かん長ちように決まりそうだ。あれをやるとなると、配分が勝敗の鍵かぎになる……」

「配分って、どう割わり振ふるか、ってこと？」

「そう、相手が攻こう撃げき重視で《水雷》を多くするなら、こっちは防ぼう御ぎよ重視で《駆く逐ちく》を多くした方が有利になるだろう？　そんな風に、このゲームは相手の配分の読み合いになる。相手の配分が事前に分かった方が優位に立つんだ」

「だから情報が大事ってことなのね……」

　朋絵は納なつ得とくしたようにうなずいたあとで、ちょっと心配そうな顔で答えた。

「でも考えてみれば、それって逆も言えるんじゃない？　桜川女子高も、うちの高校の情報を欲しがるってことよね？……大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「うちの学校の校風を考えると……ちょいと難しいな」

　光明はそう答えて、テレビの画面を指差した。

　テレビの画面の中では、楢山城の二の丸で、麻衣と芽衣たちのオトリに引っかかった樫森高校の精せい鋭えいが次々に討うち取られていく、ウサギヤトラップのシーンが映し出されていた。

「あの樫森高校の連中のことを笑えない。男ってのは、なんだかんだ言っても女の子に弱いからね……もし、桜川女子高の女の子のトラップにひっかかったら、うちの高校の男子連中はイチコロだろうね」

「……どうせ、私たちは肉じゃがで、桜川のお嬢じよう様さまたちはフランス料理だものね」

　半分怒おこったようにつぶやいた朋絵の言葉を聞いて、光明は笑った。

「なんだそりゃ」

「こないだ……桜川女子高の生徒会長さんたちが、うちの高校に来たときに、男子が言ってたのよ。すげえ、フランス料理みたいなお嬢様だ。あれに比べたらうちの高校の女子なんか肉じゃがだ、って……」

「ははは、それは上手うまいことを言うなあ」

「笑いごとじゃないわよ！」

　むくれる朋絵を見て、光明は笑いながら答えた。

「肉じゃがって、すごい料理だと思うぜ。特に、ジャガイモとか肉とかを全部食べちゃった後の残った汁しるをご飯の上にかけたヤツなんか、最高に美味うまいと思うけどな」

「うん、わかる、わかるけど……」

　光明はちょっと真面目な顔になって言葉を続けた。

「あれは美味おいしいけど、絶対にフランス料理のレストランじゃ出てこないだろ？　でも、背せ筋すじを伸のばしてマナーに気を遣つかってフランス料理なんか食べるより、やっぱり肩かたの力を抜ぬいて自然体で付き合える料理の方がいいよ。絶対にそっちの方がいいって」

「まあ、いいわ。あんたが肉じゃが好きだってことは間違いないみたいだし……」

　光明の真面目な目を見た朋絵は、少し赤い顔になってテレビ画面に視線を向けた。

　テレビ画面には、狭はざ間ま通路での霧島と真行寺の一いつ騎き打うちが映し出されていた。

「この後よね、あなたの奇き策さくが発動するのは……」

「本当は苦し紛まぎれの思いつきなんだけどね。なんとかしなくちゃ、なんとかできないか、って考えて考えて、やっと思いついたんだ。なぜか知らないが、俺が鼻歌交じりで考え出したことになってる……俺は別に天才でもなんでもないんだけどなあ……」

　朋絵は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「いいじゃない。あんたは、なんとかしなくちゃ、って考えて、なんとかしちゃう人なんだから！　たとえこっちの高校の情報が桜川女子高に漏もれても、それでもなんとかしちゃうつもりなんでしょ？」

「なんとかするしかないだろう？　君の望みをかなえるのが俺の仕事なんだから……」

「え？」

　思わず目を見開いた朋絵を見て、光明は笑った。

「楢山高校を残したい、って言ったのは君だろう？　忘れたのかよ」

「あ、ああ、そうね、そういうことよね。うん、確かにそれは私の望みよ……」

　がっかりしたような、それでいてどこかほっとしたようにうなずく朋絵をキッチンから眺ながめていた朋絵の母親は、面おも白しろそうにうなずいた。

　──二人の間にある、あの十センチの隙すき間まがあの子たちの関係だとしたら、まだまだ中学生の延長線ってところね。

　これで、あの二人が身体からだをぴったりくっつけて、自然に会話するようになっていたら、どうしようかと思ってたけど……まあ、ひと安心ってとこかしら。

　でも……自分の娘むすめが相手にされていないようで、がっかりしているようなところもあるから、女親って複雑よね。

　朋絵の母親がそんなことを考えながら、リビングに座っている光明たちを眺めて小さくため息をついていた、その頃ころ。

　夕ゆう闇やみ迫せまる桜川女子高の生徒会室……別名「桜の園」の中では、副会長である淵田と書記長である大西をメインとした生徒会の役員たちが集まって、作戦会議を開いていた。

　書記長の大西は、メンバーの顔を見回して、ゆっくりと口を開いた。

「ではこれより、楢山高校攻こう略りやくのための会議を始める。会長の華之宮さんは華か道どうのお稽けい古こがあるので、今回の会議にご出席されていないが、この作戦については私に一任するのでよきに計らうように、というお言葉をいただいている。

　さて、さきほど副会長の淵田さんからご説明があったとおり、楢山高校との決戦は水すい雷らい艦かん長ちようというゲームによって行われることに、ほぼ決定した。勝利条件は正式に決定していないが、おそらく時間内に相手の総大将である艦長を撃げき沈ちんした場合、または制限時間終しゆう了りよう時に中央ポイントを自軍の支配下に置いておいた方が勝利という形になる。

　説明したとおり、このゲームは戦力の配分が大きく戦局を左右する。相手の配分に合わせるか、もしくはその裏をかくか……いずれにせよ、楢山高校の戦力配分が判明すれば、我々は戦いを有利に進めることができるのだ。

　現状、工作員の手によって、すでに楢山高校の男子生徒十数人を我々の手中に収めている。しかし、彼らは楢山高校の首脳部ではなく、ごく一いつ般ぱん的な生徒に過ぎない。彼らのような一般生徒の所に情報が降りてくるのは、作戦が決定されて、かなり時間が経過してからのことになると思われる」

　大西は、そこで言葉を切ると自分の前にあるホワイトボードに貼はり付けてある三枚の写真を指差した。

「そこで我々は、楢山高校生徒会の首脳陣じんである、この三名にターゲットを絞しぼることにした！　左から、生徒会副会長の所光明。樫森高校との攻こう防ぼう戦せんで総大将となり、敵の生徒会長である真行寺と一騎打ちを演じた霧島慶けい児じ。一年生総代にして、あのウサギヤストアの惣そう領りよう息むす子こである宇佐見健けん一いち。この三名のいずれかを籠ろう絡らくし、情報を提供させることが出来れば、この戦いは勝ったも同然である！」

　大西の言葉を聞いていた、生徒会の役員たちが、目を輝かがやかせてうなずくのを見ていた淵田が、ため息をついた。

「大西書記長の話を聞いていると、この三人はいとも簡単に籠絡できそうに聞こえるかもしれないけど、どうやら一ひと筋すじ縄なわじゃいかないみたいよ……」

　淵田はゆっくりと立ち上がると、ホワイトボードの前に立ち、光明の写真を指差した。

「まず、この楢山高校の副会長！　この写真のとおり、見た目は実に風ふう采さいの上がらない、ぼんやりとした印象を受けます。でも、この男こそが、樫森高校との一戦で楢山高校を勝利に導いたと言っても過言ではないわ。高校生とは思えない思し慮りよ遠えん謀ぼうの持ち主よ！　彼ほどの男が、なぜ今まで頭角を現さなかったのか……先日、私はその理由を彼本人の口から聞きました。

　彼には欲が無いのです。自分を目立たせようとか、自分の優ゆう秀しゆうさを他人にアピールしようとか、そういったことに対してまったく欲が無いのです。いえ……もしかすると、人より頭が良すぎて、先が見えすぎているのかもしれません」

　役員の一人が怪け訝げんそうな顔で聞いた。

「先が見えすぎている……って、どういうことですか？」

「うん、人より優すぐれた部分があったり、人より目立つということは、それだけいろいろな責任を負わされるってことでしょ？　仕事ってのは、それが出来る力量があるから任されるわけで、無能な人間やスキルの劣おとっている人間に仕事を任す人はいないわ。

　つまり、楽をしたければ優秀さをアピールしなければいい。自分のプライドと、責任を負わない気楽さを天てん秤びんにかけて、気楽さを取ることが出来る人間ね。要するに、優秀で有能な怠なまけ者だったってことよ」

「その優秀で有能な怠け者が、なぜ今回、本気になったんでしょう？」

「いい質問ね。その答えは……」

　淵田は赤いマーカーを手に取ると、ホワイトボードに貼ってある光明の写真から赤い矢印を引いて、そこに○を描えがいた。そして、その丸をマーカーの先で、とんとん、と突つつきながら答えた。

「所光明には守るべき人がいるの。その名は早乙女朋絵。そう、楢山高校の生徒会長よ。彼女が楢山高校を廃はい校こうにしたくない、守りたい！　そう言ったから彼は本気になったってわけ。これは私の推察だけど、間ま違ちがいないと思うわ。その証しよう拠こが四年前の楢山中学校の修学旅行のときのエピソードよ。この中に確か、楢山中学校の出身者がいたわね？」

「はい、私がそうです！」

　二年生の女の子が手を挙げた。

「私は学年が違ちがうから、直接その現場にいたわけではありませんが、ウワサは聞いています。四年前の六月に、山さん陰いん地方の修学旅行に向かった班が、中国山地の山中で集中豪ごう雨うに見み舞まわれて、国道が崖がけ崩くずれを起こし、バスの中に閉じ込められたんです。その時、引いん率そつの先生と生徒の持っている携けい帯たい電でん話わを全部集めて、電話会社別に電波状態を確かめ、通信可能な携帯を選び出して連れん絡らくを取ることに成功したんですけど、そのアイディアを出したのが、あの所って先せん輩ぱいだったそうです」

　話を聞いていた大西が、感心したようにうなずいた。

「都会に住んでいると、携帯電話なんかどこの会社でも同じように通じるが、地方の、それも山の中だと、会社によって通話できたりできなかったりすることがあるそうだ。

　でも……たとえそれを知識として知っていても、事故とか事件に巻き込まれている中で、とっさにそれを思い出して、どうすればいいのか的確に指示を出せるってのは……中学生とは思えんな」

　淵田はうなずいた。

「そうよ、そのあたりも、彼の優秀さを示しているわね。でも、彼はその時まで、その優秀さを見せなかった。なぜ、彼が本気になったのか？　それは、早乙女朋絵が一いつ緒しよにいたからだと思うのよね。

　彼はこう言ったわ……人間は守るべきものがあるときに本気になればいい。自分のため、自分の利益のためだけに本気になると、ロクなことがない……と。

　自分の優秀さを他人に見せ付けることで、優秀だという評価を受けたがるのが普ふ通つうなのに、こんな風に考えている人がいる、というのは新しん鮮せんな驚おどろきだったわね。興味が湧わいたので、ちょっと調べてみたのよ、そうしたら、彼と早乙女は家が隣となり同どう士しで、幼よう稚ち園えんからずっと一緒、というまさしく絵に描いたような幼おさな馴な染じみだったのよ。小さい頃ころからずっと彼を見てきた早乙女には、彼の本当の力が見えるのでしょうね。

　彼が楢山高校の副会長になったのも、本人の立候補ではなく、会長である早乙女の強力な推すい薦せんによって選出されたからよ。早乙女自身も、所光明を心の底から信しん頼らいしているのね。それを知ったとき、私はなぜ所光明が無欲でいられるのか、その理由がわかったような気がしたわ。

　……自分を信じてくれる人間、心の底から信じて、そして支えてくれる人間が一人でもいれば、それだけでいい……きっとそう思えるんじゃないかってね。これほどまでに信頼しあっているこの二人の間に割り込んで、所光明を籠絡するのは、まず不可能よ……」

　淵田の言葉を聞いていた大西が小さくうなずいて、ホワイトボードから光明の写真を外してテーブルに置いた。

「淵田副会長のおっしゃるとおり、所光明攻こう略りやくにおける最大の障害物、それは彼女の存在だ。ましてや幼馴染みとなれば、その難易度はランクが違う……というわけで、この所光明は作戦対象から外さざるを得ない……残るは二人。この霧島慶児と宇佐見健一のどちらかに絞しぼられる、ということになるわけだが……」

　そして大西は、いかにもいいところの坊ぼつちゃんらしい無む警けい戒かいな笑いを振ふりまいている宇佐見の写真を指差して言葉を続けた。

「宇佐見は一年生、さきほども述べたとおり、この楢山町、桜川町、樫森町の三町に七つの店てん舗ぽを持つスーパーマーケット『ウサギヤ』の惣領息子だ。写真を見てもわかるとおり、お坊ちゃん的な性格であまり人を疑うということを知らない。特定の彼女はいないようだが、同じ生徒会の一年生女子の北条芽衣という子が、彼女気取りで積極的にアタックしているようだな。

　この北条芽衣の存在、それと一年生である彼が作戦決定にかかわる部分にはタッチしていないのではないかと考えると、あえて彼を攻略する必要性は薄うすいと言わざるを得ない。

　……つまり、我々のターゲットは、ずばり、彼だ！」

　大西がそう言って、マーカーで霧島の写真の周りを二重丸で囲うと、生徒会室の中にいたメンバーたちの間に、ため息にも似たざわめきが起きた。

「霧島慶児は生徒会の役員ではないが、樫森高校との戦いでは総大将として大だい活かつ躍やくを見せた。写真で見てもわかるとおり、チョイワルの硬こう派は系のイケメンで、なおかつ実力もカリスマもばっちり……どこかの男性アイドルが主演する学園ドラマの主人公を絵に描いたような男だ。うちの生徒の中でも大評判になっている、というのも今のあなたたちの反応でもよくわかる」

　大西の言葉を聞いていた淵田が、怪け訝げんな顔で聞いた。

「確かに、霧島を籠ろう絡らくできれば言うことは無いわよね。実質的な敵の総大将から情報を得ることができれば勝ったも同然だわ。でも、そんなに簡単に情報を話してくれるものなのかしら？」

　大西はにやりと笑った。

「淵田副会長は、男の心理をあまりご存じないようですね。男は単純です。自分がいかに大物なのか、重要な秘密を扱あつかえるのか、そういう部分を顕けん示じしたくてたまらない生き物なのです。過去の歴史を紐ひも解といても、男性が気を許した妻や愛人に重要機密を話したことから漏ろう洩えいしたり、それを目的にして近づいた女性によって盗ぬすみ出されたりした事実は数知れない。

　男というのは、口が堅かたく閉じているように見えても、上から酒を振りかけて、下から女の子にちやほや温めておだてられれば、簡単に口を開いてしまう、いわば貝のような生き物なのです！」

「……アサリの酒さか蒸むしじゃないんだから」

「似たようなものです」

　あきれたようにつぶやく淵田に向かって大西は、そう言い切ると、会議のメンバーたちを見回して言葉を続けた。

「いかにして霧島を籠絡し、取り込むのか。それについてプロジェクトチームを作り、霧島のプロファイリングを基もとにして、どのようなシチュエーションでどのような女の子が好みなのか、それを予想した。

　その結果、硬派を気取る霧島の基本特性は「マッチョ」、つまり、女性に対し支配的征せい服ふく的に行動することを好むタイプであるという結論に達した。霧島の深層心理が求めている女性とは、自分の意のままに動かすことの出来る、従順さと健けな気げさを兼かね備そなえた年下属性の女性……ズバリ、妹属性なのだ。

　我々は、男の子が喜んで読んでいる小説や、好まれているゲームなどから、様々なシチュエーションとパターンを抽ちゆう出しゆつし、一つのシナリオを作り上げた。それは、難病に冒おかされた幸薄い女の子を男の子が励はげまし、支えるというものである。このシナリオは完かん璧ぺきだ。どんな男もこのシナリオに取り込まれればイチコロであろう！」

　自じ慢まんげに語る大西を、淵田は疑うような目で見て答えた。

「イチコロはいいけど、いわゆる健気系の特性を持っている子って、要するに気の弱い、押しの利きかない子ってことじゃないの？　霧島にぶつけるのはいいけどさ、逆に霧島に惚ほれ込んじゃって、こっちの思おも惑わくを全部話されちゃったらどうするの？　ミイラ取りがミイラになるってコトワザのとおり逆効果よ？」

「確かに淵田副会長の危き惧ぐするとおりです。この任務には、霧島に近づき気に入られるのと同時に目的を見失わない、しっかりとした精神力を持った生徒が必要なのです」

「そんな都合のいい子がいるの？」

「それが、いたのです！　我が桜川女子高演劇部の秘密兵器、秋あき野の茜あかねです！　見た目、属性、すべてが、この任務にぴったりなのです！」

　大西書記長が自慢げにうなずいた……その頃ころ。

「げふっ、げうぉっ、おぅっ、うえぇ……」

　桜川女子高等学校の生徒会室に近いところにあるトイレで、女子校という言葉の響ひびきが持つ幻げん想そうをすべて吹ふっ飛ばすような、凄すさまじい嘔おう吐との声が響いていた。

「ちょっと、茜……？　マジで大だい丈じよう夫ぶなの？」

　桜川女子高演劇部の副部長である片かた倉くらは、心配そうに言った。

「だ、だいじょお……で……うぉぇぇぇぇぇええぇぇぇ……」

「うわー……」

　まだ吐はいていた。

「ねえ、そんなにヒドいなら書記長にお願いして、止やめさせてもらってもいいんだよ？」

「えぅえぇえぉ……そ、そうも、いきません……この桜川女子高が、なくなるかどうか……演劇部が存続出来るかどうかの、瀬せ戸と際ぎわですから……おぅぇぇぇぇぇ……」

　個室の便器を前に吐きながら悲ひ壮そうな決意を語る、というか決意を語りながら悲壮に吐いているのが、大西が言うところの演劇部の秘密兵器、秋野茜だった。

　心配してのぞき込んでは、秋野の吐きっぷりにドン引きして顔を引っ込めて……を繰くり返している副部長の片倉裕ゆ美みと一いつ緒しよに大西書記長に呼ばれて、生徒会室に向かう途と中ちゆうだった……だが、演劇部員なのにプレッシャーにデタラメに弱い秋野が予想通り、

「すみませ……気持ち、悪くなってきて……」

　とか言いだして、生徒会室の近くのトイレに駆かけ込んで吐き始めたのである。

「ほんと、あなたのそのプレッシャーへの弱さって、とんでもない欠点よねえ」

「うぇぇ……」

「それさえなければ、あなたはもっと大きな舞ぶ台たいにも立てるのに……それだけの力があるのにね」

「ううう……」

「せめてもうちょっとだけでも、神経太けりゃね……高文連ももっといい成績だったと思うんだけど」

「あれは……うぅ……先せん輩ぱいのお姉さま方に、言い訳、出来ない……」

　夏の県大会での舞台でも、秋野はやはり同じように上演直前にトイレにこもって周りをドン引きさせたために、演技全体がガタガタになってしまったのだ。

「だから……おぅぇ……大西さんに指名してもらって……嬉うれしくて……うぉえ……」

「それなのに、またこれだものねえ……」

「うぉぇぇぇ……」

「ホント、今日は止めにしようか、茜？」

「う、ううん……行きます！……うぅ……」

　一いつ旦たん落ち着いたのか、秋野は個室から出てきた。

　目は真っ赤で、口元は汚よごれたままである。

「あと……一分、一分だけ下さい」

　そう言って、秋野は洗面台に向かった。

　蛇じや口ぐちをいっぱいに回してざばざばと顔を洗い、手で水をすくって豪ごう快かいにうがいをして水を吐き出した。

「ぐわらららららららららっ、ぶはあっ！」

　ぶるぶると顔を振ふって水を払はらい、ポケットに入れていたハンカチで綺き麗れいにぬぐう。

「……よおぉぉっしっ！」

　気合い一いつ閃せん。ふっと頭を上げた秋野は、実にすっきりとした顔をしていた。

　スイッチが入ったのである。

　秋野が大西に選ばれた理由は、ひたむきさと協調性だけではない。直前のこのグダグダさえ通り抜ぬければ、別人なのかと見み間ま違ちがうぐらいに演技への集中力を見せるのだ。

「お待たせしました。さあ、いきましょ？」

「え、ええ」

　それは、さっきまでの吐きっぷりが噓うそのように、堂々とした振る舞まいだった。副部長の片倉は、秋野のスイッチが完全に切り替かわったのだと理解した。

　──こうなれば、この子は、どんな役でも演じられるわ。

　相手がどんな好みであろうと、ドキドキさせてしまう女の子を演じられる。間違いない、絶対に上手うまく行くわ！

　片倉が作戦の成功を確信して小さくうなずいたとき。生徒会室のドアが開いて、大西が二人を呼んだ。

　──へえ、この子が秘密兵器ねえ……。

　目の前に立つ秋野茜を見て、淵田はどこか拍ひよう子し抜ぬけしたように小さくため息をついた。

　身長は百五十センチくらいかしら？　瘦やせても太ってもいない、後ろで一本の三つ編みにした髪かみの毛と、くりくりとした目から受ける印象は、コロコロした健康的な子犬ってイメージね。

「いかがです？　秋野のイメージは」

　大西に聞かれた淵田は、小さくうなずいた。

「演劇部の子だって聞いたから、もっとこう可愛かわいい子オーラ全開の雰ふん囲い気きを想像していたけど、全然違ちがったわね。どっちかと言うと、一いつ生しよう懸けん命めいさをアピールしてカワイイお弁当作ってきたり、朝、家の前でじっと待っていたり、という健けな気げさオーラの方が強そうだわ。

　体育会系の男って、努力がすべてのモノサシだって思い込んでるからなあ……自分への愛情を計るのも、彼女がどれだけ自分のためにがんばってくれたかで計るようなところがあるから、こういった努力＆健気路線で攻せめるのはアリかもしれないわね」

「さすがは淵田副会長、我々の狙ねらいをしっかり見み抜ぬいていらっしゃる……しかし、秋野の本当の姿は、健気さだけではないのです。この健気な女の子に見せかけたその奥には、別の姿も持っている……秋野、淵田副会長にちょっと話しかけてみなさい……」

「はい……」

　秋野は小さくうなずくと、淵田の前に進み出て下を向いた。そして両手の指を組んで、今度は少しだけ顔を上げた。

　そこには、さっきとは別の女の子がいた。その子は恋こいをするような情熱を込めたキラキラ光る目で淵田を見上げ、頰ほおを染めて懇こん願がんするように言った。

「あの……副会長……副会長のことを……お姉さま……って呼んでよろしいですか？」

「!?」

　淵田はうろたえた。

　わずかに潤うるみを持った瞳ひとみは、さながらジュエリーショップで見た指輪やネックレスのようにきらめいている。キラッ☆、ていう擬ぎ音おんが聞こえたような気すらする。

　彼女の眼まな差ざしから目を逸そらす事が出来ない。

「え？　あ、あの、いきなりそんなこと言われても……だって……」

　その淵田の様子を見た秋野は、すっと表情を変えて、にっこり笑って見せた。

　そこにいたのは、たった今まで自分に迫せまってきた少女ではなかった。生徒会室に入ってきて初めて見たときの、あの少女に戻もどっている。

　大西は呆ぼう然ぜんとする淵田の顔を見てにやりと笑った。

「副会長、一いつ瞬しゆん、ドキッとしませんでしたか？」

　淵田は正直にうなずいた。

「ええ、一瞬どうしようって思ったわね。この子から本気で告白されたような、そんな気分になってしまって……」

　大西は、わが意を得たり、という風にうなずいて見せたあとで、生徒会室に居並ぶ役員と各クラスの委員長、各部活動の責任者に向かって宣言するように言った。

「秋野茜は、これから霧島慶児攻こう略りやく作戦に従事する！　この作戦行動の間、桜川女子高の生徒たちによる、霧島慶児に対する追っかけ、及および抜け駆がけのアタックは生徒会の名において禁止する！

　本日ここに集まっていただいた各クラスの委員長、各部活動の責任者の方は、自分たちのクラス、及び部員に対し、そのことを周知徹てつ底ていしていただきたい！　本日、皆みな様さま方に集まっていただいた最大の理由は、それを皆様にご了りよう解かいいただくためだったのだ」

　そして大西は、秋野と付き添そいの演劇部の副部長を見て、誇ほこらしげに宣言した。

「秋野茜、本日ただいまより、我々桜川女子高生徒会は、あなたのことをコードネーム『レッド・ドラゴン』と呼び、この作戦を『レッド・ドラゴン作戦』と命名する。

　秋野茜……いえ、レッド・ドラゴン、我が桜川女子高等学校の未来はあなたに掛かかっている。あなたの卓たく越えつした演技力をもって楢山高校の霧島を籠ろう絡らくし、情報を我々にもたらすのだ！　いいな？」
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「承知いたしました！　桜川女子高存続のため、全力を尽つくします！」

　秋野茜は、元気よく答えると、にっこり笑った。




　集まっていた役員や部活動の責任者たちがいなくなった後の生徒会室を片付けながら、淵田は半分あきれたように大西に言った。

「コードネームだの作戦名だの、ホントあんたって大げさなことが好きねえ……姫子が聞いたら、どんな顔するかしら」

　大西は、にっこり笑った。

「私はこういう芝しば居いじみた見立てが大好きだがね。……華之宮会長が、こういうのをあんまり好きじゃないってことは知っている。だから、留守の時に会議を開いたんだ」

「鬼おにのいぬ間になんとやら……ってわけね。計画的だったってことはわかるけど……コードネーム『レッド・ドラゴン』ってのは、いくらなんでもやりすぎじゃないの？」

「やりすぎかもしれん。でも、面おも白しろそう、とは思わないか？　なりきって面白がるというのは『見立て』といって、日本の伝統文化だ。つまりは外見ではなくて、意識をそれらしくするコスプレだな」

　大西はそう言った後で、ぽつんと、付け足した。

「……ホントは『レッド・ドラゴン』ではなくて、その後に『フライ』ってつけたかったんだけど……それでは、あまりに、まんま、だからやめたんだ」

「レッド・ドラゴンフライ……って、もしかして。『赤とんぼ』ってこと？」

「あの子の名前は秋野茜という。そしてアキアカネって名前の赤トンボがいるのだ。どうしてもそのイメージが離はなれなくてね……『レッド・ドラゴン』で切っちゃえば、なんか強そうだしカッコいい……そうは思わないか？」

　淵田はため息をついて、そして思った。

　──あの、秋野茜……恐おそろしい子……。だけど、霧島慶児を攻略できるかどうかは未知数だわ。工作員で事前に情報を取るというチート技わざだけに頼たよらずに、こっちはこっちでちゃんとした作戦を考えておいたほうが良さそうね……。
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「藍山さんからサンプルが届いたぞ！」

　段ボール箱を抱かかえた光明が生徒会室のドアを開けて叫さけぶように言うと、生徒会室の中にいた朋絵や芽衣、そして宇佐見たちがわらわらと集まってきた。

「これが今回の非ひ接せつ触しよくカード判定システムの実物なのね？」

「あれ？　ずいぶん小さい箱ですね、一個しか入ってないんですか？」

「今度のは棒で叩たたき合うわけじゃないから、ヘッドギアやプロテクターがいらないのさ。会議室は空いている？　じゃあ、そこで中身を広げよう」

　小会議室のテーブルの上に取り出されたのは、六枚のカードと、ゼッケンのような四角い布の真ん中にプラスチックの白い薄うすい箱が取り付けられている六つの装置だった。

「こいつは、いわゆる量産見本と呼ばれるものだな。本番で使うものは、いま生産ラインに入っているそうだ。とりあえずどういう仕組みで動くのか、それを経験しておいたほうがいいから、藍山さんに頼たのんでおいたんだ。実際に身につけて実験してみよう」

　光明の言葉を聞いた宇佐見が嫌いやな顔をした。

「え？　実験って……また俺っすか？」

「安心していいよ、今回は叩き合う必要は無いから、前回みたいに芽衣ちゃんに引っぱたかれるようなことはない……全部で六個ってことは、もうちょっと人数がいたほうがいいな。悪いけど、霧島と、伝統野外遊ゆう戯ぎ同好会の望月、それと忍にん者じや同好会の百地を呼んできてくれ。百地は忍者同好会の部室にいなければ古武道同好会の方にいると思う。あいつも掛け持ちだからな……あ、それと、買い食い立ち食い同好会の中なか矢やもだ」

「要するに、前回の決戦のときのメンバーを呼んでくればいいってことですね？」

「まあ、簡単に言ってしまえばそうだな……頼む」

「わかりましたー！」

　宇佐見は嬉うれしそうに笑って敬礼すると、生徒会室を走り出て行った。

「宇佐見くんって、ホント使いっパシリが似合うわよねえ……」

　宇佐美の後ろ姿を見送りながら、ぼやくようにつぶやいた芽衣を見て、光明が笑った。

「彼は頼みやすいからね……」

「それって使いやすい馬ば鹿かだってことですか？」

「逆だよ、誉ほめているんだ。彼は人から頼まれたときに、ほとんど嫌な顔をしないだろう？　だから仕事を頼みやすい。そして頼んだ仕事をきっちりやってくれるから、信しん頼らいされる……まあ、実を言うと、この後半が大事なんだけどね。仕事がいい加減なヤツは、いくら嫌な顔をしなくても仕事を頼めないし、頼めるとしても誰だれでもできるような簡単な仕事だけになっちゃうわけだ。そうなると、君がさっき言った使いやすい馬鹿と同じだな」

　光明の言葉を聞いていた朋絵が笑いながらうなずいた。

「使うとか使われる、じゃなくてさ、なんというか……宇佐見くんって、一いつ生しよう懸けん命めいじゃない。人をひきつける部分があるよね、ああいうのも一種の人徳っていうのかな？　なんだかんだ言っても一年生の総代に選ばれるだけのことはあるわ。そうは思わない？」

「うーん、そう言われて見るとそうかもしれませんね……使われた事が無い人には、人を使うことはできない、とか言いますしねえ……って、これはこないだ読んだビジネス書の受け売りなんですけど……」

　腕うでを組んでもっともらしく答えた芽衣を見て、朋絵は苦笑いを浮うかべた。

「ビジネス書なんか読んで面おも白しろいの？」

「えーと、はっきり言って意味わかんないですね。でも、結局のところ仕事って人間関係だってことは、なんとなくわかります」

「まあね、勝負にしろ仕事にしろ商売にしろ、結局のところ人間を相手にするわけだからね。自分以外は全部バカ、って思ってるような人間は、結局のところ誰も動かせないし、誰からも評価されない。実力ってのは、他人を動かせる力のことなんだ……っていう、俺のこの言葉も、何かの本の受け売りだけどね」

「副会長は、ちゃんと実力も実績も持っているじゃないですか！　副会長の言葉って説得力ありすぎですよ！」

　芽衣が慌あわてて首を振ふって答えたとき、生徒会室のドアが開いて、霧島と忍者同好会の百地、そしてサバイバル同好会の望月が姿を見せた。

「よう！　所！　今度の決戦の新システムが届いたんだって？」

「今度はカードバトルでござるか？」

「ハイテクを使った水すい雷らい艦かん長ちようってのはどんなものか実に興味があるな」

　口々にそう言いながら生徒会室に入って来たいつものメンバーを見回して、光明が聞いた。

「あれ？　買い食い立ち食い同好会の中矢は？」

「ああ、中矢はリタりんに楢山町の買い食い立ち食いスポットを案内して回っているから遅おそくなると思うぞ」

「今日は、中矢にくっついているのか……」

　霧島は笑いながらうなずいた。

「ああ、こないだ学食で、中矢がコロッケ蕎麦そばを注文したら、さっそく寄ってきて『ソレハナンデスカ？』『オイシイデスカ？』と質しつ問もん攻ぜめにして、中矢が食っていたコロッケ蕎麦を横取りして半分食っちまったんだ。周りにいた連中は間接キッスだ！　とかなんとか騒さわいでいたけど、リタ本人は、けろっとした顔で『オー！　蕎麦のダシがポテトポタージュになるのデスネ！　グッドアイディアデス！　ゴチソーサマ』と言って笑ってたな。まあ、その縁えんで、中矢が楢山町買い食い立ち食いツアーを計画したらしいけど……」

　霧島の言葉を聞いた朋絵が、笑いながら小さくため息をついた。

「リタは本当に積極的よねえ。面白そうだと思ったものには何でもチャレンジするし……きっと毎日毎日楽しくて仕方ないんだろうね。あの、裏も表も無い子供みたいな、あけすけの好こう奇き心のかたまりっぷりは、見ていて微笑ほほえましいよね」

　光明はうなずいた。

「まあね。リタから見ると、日本という国は本当のワンダーランドらしいな。二十四時間路上に置かれていても壊こわされない盗ぬすまれない自じ動どう販はん売ばい機きとか、夜道を自転車に乗って一人で家に帰るＯＬのお姉さんとか、夜中にコンビニでマンガを立ち読みしている塾じゆく帰りの小学生とか、そのどれを見てもアンビリーバブル！　と叫さけびたくなることばかりらしい」

「それって……日本の治安がいいってことですか？」

「簡単に言ってしまえばそういうことなんだろうけど、リタが面白いことを言っていたよ。外国では人を疑わないで暮らせる街というのは、有料のテーマパークの中にしか存在しない、日本は国全体がテーマパークだ！……って」

　光明がそう答えたとき、生徒会室の中に、ふわっと、いい匂においが漂ただよって来た。それはソースが焦こげた時の甘い匂いだった。

　可愛かわいらしい鼻をひくひくさせて、芽衣がつぶやいた。

「あれ？　これって、お好み焼きの匂いじゃないですか？　誰かが学校の中でお好み焼きでも焼いているのかな？……写真部かな？」

「なんで写真部がお好み焼きを焼くんだ？」

「あれ、副会長知らなかったんですか？　うちの高校の写真部は、部室でお好み焼きを焼くのが伝統なんですよ。ホットプレートも備品扱あつかいだそうです」

「いや、これはお好み焼きの匂いではござらぬ。海産物の匂いが混じっております……ふむ、イカではない、これは、おそらくタコ。ということは、タコ焼きの匂いではないかと……」

　忍にん者じや同好会の会長である百地が、覆ふく面めんの下にある鼻で、くんくん、と匂いを嗅かいでから答えると、生徒会室のドアが開いてリタの声がした。

「ハーイ！　リタりん、ハルマゲドンしてキマシタ！　ハルマゲドン美味おいしカッタデスヨー！」

　芽衣と麻衣は顔を見合わせた。

「ハルマゲ丼どんって、どんな丼どんぶりなんだろう？」

「春はる巻まき丼の間ま違ちがいじゃないのかな？　ご飯の上に揚あげたて春巻が乗っかってて、天てん津しん丼みたいな甘あま酢ずの餡あんが上からかかっているようなやつ」

「あ、なんか美味しそう……」

「ノーノー、ハルマキドン、デハアリマセン、ハルマゲドン、デスネ！　神と悪あく魔まとの戦いデス！　ワタシ、神の軍団の一員とナッテ、悪魔の魚と戦ってキマシタデスヨ」

「悪魔の魚？」

「ソウデス、悪デビ魔ルフのイツ魚シユガ、中に入ったモンスターボールデス！」

　リタはそう言って、手に持った白いポリ袋ぶくろ入りのお持ち帰りのタコ焼きを持ち上げて見せた。

「……ポケモンじゃないんだから」

「そうよねえ、どっちかというと、タコ焼きはコナモンよね」

「何よ、コナモンって？」

　きょとん、とする麻衣を見て、芽衣は少し驚おどろいたように答えた。

「あら、知らないの？　大阪では、お好み焼きとかタコ焼きとか、小麦粉なんかを使った料理を、コナモン、っていうのよ。大阪には、日本コナモン協会、なんて団体もあるくらいなんだから……」

「へえ、すごい！　芽衣ちゃんって意外と物知り！」

　その時リタは、その芽衣と麻衣のやり取りを黙だまって聞いているかのように見えた。しかし、そうではなかった。

　リタは、両目を見開いたまま、その場に硬こう直ちよくしていたのだ。

「……ん？」

　様子がおかしいのに気がついた麻衣がリタの顔を見上げるのと、リタが叫ぶのは同時だった。

「Ｏｈ！　ジャパニーズ、ニンジャァアアアア！　リアリィ！」

　リタに指差された忍者同好会の百地はびっくりしたように立ち上がると、覆ふく面めんの前で慌あわてて手を振ふった。

「い、いや、拙せつ者しやはただの高校生でござる！　本物の忍者ではないでござるよ」

　リタは百地の前に駆かけ寄ると、ぶんぶん、と首を振った。

「ＮＯ！　そのフクメンルック！　その『ゴザル』というコトバ！　ニンジャデス！　ニンジャ以外アリエマセン！」

「いや、だから、拙者は忍者ごっこをしている、いわば趣しゆ味みの忍者であって……本物ではござらぬ」

「アレ……」

　リタは眉み間けんに皺しわを寄せて、じっと百地を見つめた。

　そして、ぱっと目を見開いて叫んだ。

「ノリユキ！　アナタ、ノリユキデショ！　河かわ瀬せ則のり之ゆき！　忍にん術じゆつ道場ノ！」

　覆面姿の百地が、怒おこったように言い返した。

「忍術道場じゃない！　うちは忍にん流りゆう小こ太だ刀ち道場だ！　あ、いや、忍流小太刀道場でござる！」

　リタはにっこり笑って、百地の肩かたをぱんぱん、と叩たたいて言った。

「ヤッパリ、ノリユキダ！　何でコンナ格好シテルノデスカ？」

「拙者は、河瀬則之などではござらぬ！　拙者は楢山高校忍者同好会会長、百地三さん太だ夫ゆうでござる！……というか、会長は代々この格好の時はそう名乗るしきたりでござる！」

「モモチサンダユー？」

　リタは怪け訝げんな顔で小さく首を傾かしげた後で、はっとしたように目を見開いた。そして、顔から笑えみを消して、真しん剣けんな表情で聞いた。

「モシカシテ……任務中デスカ？」

「任務というか……同好会として活動中でござる」

「Ｏｈ！　ゴメンナサイ！　ニンジャの正体は秘密デシタネ！　大だい丈じよう夫ぶヨ、ノリユキ。ワタシ秘密、守りマス！」

　百地は、あたりを見回してつぶやいた。

「しっかりバレておりますが……まあ、公然の秘密でござるゆえ、さして支障はありますまい……以後、この格好のときは、百地とお呼びいただければ……」

　リタは、目を輝かがやかせて、力いっぱいうなずいた。

「ワカリマシタ！　兄あに弟で子しドノ！」

「兄弟子？」

　きょとんとする百地を見て、リタは本気の顔でまくしたてた。

「ワタシ、ズットニンジャニ憧あこがれてイマシタ！　マサカ、本当の忍にん者じやに会えるトハ思っていませんデシタ！　ワタシを弟子にしてクダサイ！　ワタシ、ニンジャ同好会ニハイリマス！　ヨロシクお願いスルでゴザル！」

「え？　あ、いや……そう言われても……」

　百地は助けを求めるような目であたりを見回した。しかし返ってきたのは、やっかみ半分の祝福だけだった。

「いやあ、良かったな百地。リタは人気者だからなあ、どこの部活もリタを欲しがっていたんだ。俺も応おう援えん同好会のチアリーダーにならないか？　って話をしようと思っていたんだ……」

　霧島がそう言うと、中矢もうなずいた。

「そうですよ。実を言うと、俺も買い食い立ち食い同好会に勧かん誘ゆうしていたところだったんですけどね。いやあ、羨うらやましいなあ」

　今までのやり取りを聞いていた光明が、笑いながら百地に言った。

「リタのホームステイ先は、君の……じゃなかった、えーと河瀬くんの家の近くだったよね。家も近いし、まあ、いいじゃないか、色々日本のことについて教えてあげれば」

「忍者は隠おん密みつを以もつて良しとするものでござるが……国際親善のためには仕方無いでござるな」

　百地は大きなため息をついた。




　五分後、生徒会室の中には、ゼッケンのようなセンサーシステムを胸につけた霧島と百地と宇佐見の三人の男子生徒、そしてそれに向き合う形で、リタ、山仲、芽衣の三人の女子生徒が立っていた。

「こないだのプロテクターよりも身軽に動けるわね！　ヘッドギアをつけないでもいい、ってのは女の子には有あり難がたいわね」

　山仲が嬉うれしそうに身体からだをひねって見せると、霧島が手に持ったカードをひらひらと振って、情け無さそうに答えた。

「でもよ、俺にとっては、こう、なんというか叩き合う棒が無いと、どうにも腕うでの振るいようがねえなあ……こんなもので戦うってのは、ちょいと拍ひよう子し抜ぬけだな……」

　カードを紛ふん失しつしないためと、データ信号を送るためなのだろう、カードと胸のセンサープレートは、細いカールコードで繫つながれていた。

　芽衣が自分の手の中にある青いカードをひっくり返しながらつぶやいた。

「このカードの色分けが、要するに水すい雷らい艦かん長ちようってゲームの区別なんですか？」

　手元にある説明書を読みながら光明が答えた。

「ああそうだ、一応赤色のカードとセンサーが《駆く逐ちく》、青が《水すい雷らい》、黄色が《戦せん艦かん》ということになっているね……」

　光明は説明書から顔を上げると、芽衣の向かいに立っている、黄色いセンサープレートを胸につけた霧島と、赤いプレートを胸につけた宇佐見を指差した。

「《水雷》である芽衣ちゃんは、《戦艦》の霧島を攻こう撃げきして倒たおすことができる。だけど、《駆逐》の宇佐見くんに攻撃されるとやられちゃうってことだね」

　光明の言葉を聞いた宇佐見は嬉しそうにうなずいた。

「今回はやられ役じゃなくて、芽衣ちゃんをやっつける方なんですね！」

「うわ、ひどい！　なんてヤツ！」

「いつもイジメられてるから、たまには形勢逆転ってことで！」

「イジメてなんかいないわよ！　イジメってのは、理由もなくヒドイことするのを言うのよ！　理由がある場合はイジメじゃないの、それは愛の鞭むちよ！」

「なんだよ、その理由って……」

「あんたがヘタレだからよ！」

「言ったな！　よーし、ヘタレじゃないところを見せてやる！」

「あちゃー、逆効果だったかな……」

　二人の会話を聞いていたリタが、にっこり笑って胸を張った。

「メイ、心配イリマセン！　彼はワタシガ倒しマス！　ワタシは《戦バトル艦シツプ》デス！　《駆フリ逐ゲート》ナンカ、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくデスネ！」

　山仲が苦笑いしながら言った。

「あんた、本当に難しい言葉知ってるわよね……『鎧袖一触』なんて言葉、日本人だって知らないわよ。でも、いくら難しい言葉を知っていても、リタは敵の《水雷》にやられちゃうんだから、私から離はなれないようにしてね。あっちの《水雷》は百地君だから、結構すばしっこいわよ」

　光明は生徒会室の入り口あたりを指差して言った。

「生徒会室と会議室全体をエリアにしよう。霧島たちは廊ろう下かの方に移動してくれ。リタたちは、この会議室からスタートだ。このバトルは叩たたく必要は無いし、敵のセンサーにタッチする必要も無い。非ひ接せつ触しよくカードは、センサーから八十センチ以内に近づければ、それで反応する。センサーは背中にもあるから、逃にげる相手を追いかけて、背中に向かってカードをかざすだけで判定される。

　センサーがカードを感知するとセンサーの中にある赤いランプが点灯し、電子音が鳴り響ひびいて撃げき沈ちんされたことを教える。その時点でカードの効力も失われる……まあ、実際にやってみた方がわかりやすいだろう、二手に分かれてくれ」

「おう、了りよう解かい！」

「ワカリマシター！」

　霧島とリタはそう答えると二手に分かれた。

　光明は生徒会室の中で見学している朋絵と麻衣、そして望月と中矢に言った。

「対戦をよく見ていてくれ。第三者の冷静な視点で見て、こうすればいいのにとか、ああすればどうだろう？　とか、そういった疑問に感じる部分が、結構重要なヒントになるからね」

「わかったわ！」「わかりました！」「了解だ」「じっくり見てるよ」

　光明は四人に向かって小さくうなずくと、大きな声で言った。

「よし！　スイッチオンだ！　パイロットランプを確かく認にんしてくれ！」

「全員点灯した！」「コッチモ、ライト・オン、シテルヨ！」

「ようし、開戦！」

　光明の言葉と共に二組が動き始めた。

　女の子グループは《戦艦》のリタを一番後ろにして、守るよう前に《駆逐》の山仲がついて、その脇わきに《水雷》の芽衣が立つ、というツートップのフォーメーションで、警けい戒かいしながら、小会議室から生徒会室へ出てきた。

　男子組はというと……廊下側のドアの前に《戦艦》の霧島が立ち、かなり手前に《駆逐》の宇佐見が立つ、という機動力を重視したフォーメーションを取っていた。

　小会議室から出た山仲と芽衣、そしてリタが、霧島と宇佐見を見つけるのと、カードをかざした宇佐見が芽衣に向かって突つっ込んでくるのは同時だった。

「もらったーっ！」

「メイ！　アブナイ！」

　リタが、芽衣をかばうように、思わず前に出た……そのとき、視界に入らないように机の脇にしゃがみこんでいた《水雷》の百地が、カエルのように飛び上がってリタの胸むな元もとに向かってカードを突き出した。

「○△＠！」

　ピー！

　リタが声にならない叫さけび声をあげるのと、撃沈を示す電子音が鳴り響くのは同時だった。

　そして次の瞬しゆん間かん、リタの保護を失った芽衣のセンサーが、宇佐見のかざしたカードの攻撃を受けて反応した。

　ピー！

「え？　あ、やだ！　やられちゃったの？」

　リタを撃沈した百地は即そく座ざに身を翻ひるがえして逃げていた。その後を山仲が追ったが、百地はすぐさま霧島のところに逃げ帰った。

　霧島は《戦艦》であり、山仲は《駆逐》だった。

「あちゃーダメか……」

　山仲は両手を広げてあきらめたように肩かたをすくめた。
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「降参するわ、もう、どうやっても勝てないもんね」

　光明が手を、ぱん！　と叩いて言った。

「よし、終しゆう了りよう！　各自センサーの電源を切ってくれ……今回は人数が少ないからこんな風に一方的な戦いになったけど、実際には双そう方ほう共に六百人以上が入り乱れて戦うことになる。簡単に決着はつかないだろう……でも、実際にやってみてどう？　面おも白しろくなりそうかい？」

　霧島が腕うでを組んで考え込むように言った。

「今回は百地の提案で、《水すい雷らい》を伏ふく兵へいにして《駆く逐ちく》をおとりにして《戦せん艦かん》を誘さそい出す、という作戦が大当たりしたわけだが……この伏兵というのは使えるかもしれないな。今度の決戦は桜川町の市街地全体を使うんだろう？」

「全体というか、商店街のあるメインストリートの中心部だね。そこにある拠きよ点てんの周囲二キロがエリアになる予定だ」

「ということはだ、《水雷》を路地の隅すみとか、家の陰かげとかに待機させておいて、通りかかった敵の《戦艦》を撃沈する……という作戦ができるってことじゃないか？」

「待ち伏ぶせ攻こう撃げきだね。うん、それはやれそうだ……」

　光明は顔を上げて、生徒会室にいたメンバーを見回して言葉を続けた。

「他ほかに、何か気がついたことはある？」

　朋絵が手を挙げた。

「今回は、三人しかいなかったから無理だったけど、もし、《戦艦》の周りを何十人もの《駆逐》で取り囲んで移動されたら、《水雷》を伏兵にしても、《戦艦》のところにたどり着く前にやられちゃうんじゃないかしら？」

　センサープレートを外した芽衣が、すすっと宇佐見の横に近づいて言った。

「それなら、その《駆逐》の囲みを破るために《戦艦》に突っ込んでもらえばいいじゃないですか、《戦艦》と《水雷》をペアにしておくとか……」

「ならば、《戦艦》の周りを囲むメンバーに《水雷》も混ぜておけばいいだけね。少数で多数の囲みを破るってのは、無理があると思うのよ。確か、水すい雷らい艦かん長ちようってゲームは、両方ともに艦長って名前の指揮官がいて、その人が撃げき沈ちんされても負けちゃうのよね？　だとしたら、その艦長の周りは何重にも囲んで守られているはずよ。そう簡単には行かないわよ」

「だったらこっちも、何十人という数で攻せめていけば……あ、それじゃあ作戦も何も無い、ただの総当たり戦になっちゃうのか……」

　そう言いながら、自分の腕にぴとっ、と抱だきついてきた芽衣を見て、宇佐見が戸と惑まどったような顔で言った。

「……芽衣ちゃん、なんでそんなに引っ付いてるの？」

　左手で宇佐見の右みぎ腕うでに抱きついた芽衣は、右手で自分の頰ほおを押さえて甘えたように言った。

「……何よ……告白してきたくせに……」

「え？」

　目を丸くする宇佐見を見上げて、芽衣は言った。

「ほら、さっき、私のことを、もらった！　って！」

「それはゲームの話だよ！」

　芽衣は目を見開いた。

「噓うそだったの？」

「あ、いや、噓だとかじゃなくて……その……」

「ひどい、ひどいわ！　また、私を弄もてあそんだのね！」

「あのなあ……」

　宇佐見が言葉を続けようとするその前に、霧島が苦笑いしながら言った。

「あー、うるせえ、お前ら、もう、引っ付くなら引っ付いちまえ！　宇佐見だってまんざらじゃねえんだろ？」

「そりゃあ、まあ、嫌いやな気はしませんけど……」

「なら決まりだ」

「えーっ、そんな安直な！」

「きっかけなんざ、安直でもなんでもいい。あとは本人の覚かく悟ごと気持ちだ。自分の気持ちに素す直なおになったほうが、きっと楽しいぞ」

　霧島はそう言って宇佐見の肩を叩たたいた。

　光明は小さく咳せき払ばらいしてから、生徒会室にいた面々を見回して聞いた。

「他に、何か気がついたことはあるかい？」

　再び手を挙げたのは朋絵だった。

「えーと、ちょっと気になったんだけど、このカードで戦うバトルは一いつ瞬しゆんで勝負がつくわけよね？」

「そうだね、さっきのバトルを見てもらえばわかるけど、センサーの反応する範はん囲い内にカードを持ち込めば、それだけで反応する。判定は一瞬で実にスピーディだ」

　朋絵はその形のよい眉まゆをよせて考えるように言った。

「何と言っていいのかな……スピーディすぎて、物足りないような気がするのよ。あっさりと終わっちゃって、余よ韻いんも駆かけ引きも無いのよね。

　この前の樫森高校との決戦で使ったセンサーバトンは、手とか肩を叩かれてもまだ戦えたでしょ？　逆転ができたのよ、だから面白かったんだと思うの……カードバトルはリカバリーする手段も何も無いまま一回で終わっちゃうとしたら、すごくつまんないし、さっき芽衣ちゃんが言ったように、艦長を守ったままの集団同士がぶつかれば総当たりになって、一瞬で勝負がついちゃうんじゃないかしら……」

　光明は考え込んだ。

「そうか……総力戦の潰つぶしあいになったら、下手へたをすると十分くらいで勝負が決まっちゃうかもしれないのか……」

　霧島がうなずいた。

「兵力の数が多いほうが互たがいをカバーしあえるわけだ。そう考えれば、兵力は分散するよりまとめておいた方が強くなる。数の多いほうが強いわけだからな。そうなれば作戦も用兵も関係ない、ただの集団同士のガチバトルだな。迫はく力りよくはあるけど、勝負も盛り上がりも一瞬だ。樫森高校との一戦みたいな盛り上げは難しいと思うぜ」

　そのとき、今までずっと黙だまったまま考えていた望月がゆっくりと口を開いた。

「……復活できるシステムにすると、ゲームが複雑になって面おも白しろくなるかもしれんな」

「復活する？　一度やられても元に戻もどれるってことか？　そっちの方が面白くなくなるような気がするぜ？　それじゃあいつまでたっても終わらねえ」

　怪け訝げんな顔をする霧島に、望月はさっきリタたちがスタートした小会議室の奥と、霧島が立っていた生徒会室の入り口を指差して答えた。

「すぐにその場で復活するわけではない。撃沈されたら、一度自分たちの拠きよ点てんまで戻って、そこでカードを再起動するようにするのだ。このときに十分とか十五分のペナルティを与あたえてもいいかもしれない。それと、すべてのユニットが復活するのではなくて、たとえば《戦せん艦かん》のユニットは復活しないとか、そういったハンデをつけるわけだ……ハンデをつければ、むやみやたらに正面からぶつかって消しよう耗もうすることができない。時間を有効に使って、いかに敵の艦かん長ちようを沈しずめるかとか、拠点を奪だつ取しゆするかとか、そういったゲームとしてのバリエーションが出ると思うのだ」

　光明は目を見開いた。

「そうか、カードだから再起動は簡単だし、その時間設定も簡単だ……それと、拠点争いはいわば判定勝ちで、艦長を沈めるのはＫＯ勝ち、みたいにしておけば、もし前半で敵に拠点を占せん拠きよされてしまって、どうしても奪うばい返せなくても、制限時間内に敵の艦長を沈めれば一発逆転で勝利が転がり込む可能性だってあるわけか！」

　望月は笑ってうなずいた。

「そういうことだ」

「よし、その案をさっそく文章にして、明日の会議に提出しよう！　これでルールはほぼ決まりだな。あとは、部隊編制をどうするかだ……」

　霧島が真しん剣けんな目でうなずいた。

「とりあえず、水すい雷らい艦かん長ちようというゲームがどんなものなのか、それを知ってもらわなくちゃならんだろう。俺は思ったんだが、いっそのことクラス単位で編制してみたらどうだろう？」

「クラス単位で？」

「ああ、そうだ。クラス委員長を艦長にして、各クラスでメンバーを割わり振ふって編制してもらって、クラス同士で模も擬ぎ戦をやってもらうんだ。相そう互ごに支し援えんしあって動くには、顔見知りで気心が知れているほうがいい。一年生も三年生も全部のクラスで総当たり戦をやって、一位になったクラスは、ウサギヤのフードコートでチャーシューメン一いつ杯ぱい無料で食えるとかにすればきっと盛り上がるぞ」

　宇佐見は、半分泣きそうな顔になった。

「また、うちの店ですか？　親父おやじが泣きます」

「別に全校生徒に食わせろと言っているわけじゃねえ、一クラス分だ！」

　霧島は光明を指差して言葉を継ついだ。

「それに……きっと今回もこいつが、ウサギヤの宣伝をやってくれる。その広告代の一部を先さき払ばらいすると考えればいい。他人に頼たよらずに、たまには自分で親父を説得してみろ！」

「そんなこと言ったって……霧島さんは、うちの親父のすごさを知らないから平気でそんなことが言えるんですよ。大手スーパーの出店ラッシュが続くこの時代に、中小の地方スーパーチェーンが生き残るのって並なみ大たい抵ていの苦労じゃないんですから……」

　霧島と宇佐見のやり取りを聞きながら、しばらく黙って考えていた光明が小さく、ぽん！　と手を叩いて言った。

「じゃあ、親父さんの説得の助すけっ人ととして、芽衣ちゃんに手伝ってもらうってのはどうだ？」

「こいつですか？」「私ですか？」

　宇佐見と芽衣は同時に答えた。

「そうだ、芽衣ちゃんはこう見えてなかなかしっかり者だ。ビジネス書を読んでいるくらいだから、もしかしたら宇佐見の親父さんと話が合うかもしれない。説得できるだけの言葉を持っていると思うんだ」

「えー？」

　疑い深そうに眉まゆをひそめる宇佐見を尻しり目めに、芽衣は目を輝かがやかせた。

「はいっ！　やりますっ！　やって見せます！　こんなチャンス逃のがすもんですか！」

　光明は、よしよし、という風に小さくうなずいた後で、樫森高校との決戦の時に書いた、ホワイトボードの『天・地・人』の文字を見ながらつぶやくように言った。

「練習のプログラムを作って、学校の中を盛り上げるのが『人』、ルールを詰つめるのが『天』とくれば、あとは『地』だな……」

　光明が顔を上げて朋絵を見て聞いた。

「えーと、今度の日曜日、ヒマ？」

「日曜日ね……空いてるわよ……どうせ下見でしょ？」

「え？　あ、ああそうだけど、ずいぶん察しがいいなあ……」

「……あんたに誘さそわれても、期待しないことに決めたのよ」

　朋絵はそう言って光明をにらんだ。




　楢山高校の校門の前で、五、六人の桜川女子高の生徒たちが、円えん陣じんを組むように顔を寄せ合って打ち合わせをしていた。

「いい？　霧島が出てきたら、まず私たちが取り囲んで足を止める。霧島は、私たちをあしらって帰ろうとするだろうけど、とにかく立ちふさがってでも足を止めさせる。そしてそのとき、秋野が目の前で倒たおれる！……って、秋レツド野・ドラ茜ゴンはどこ？」

「えーと、あそこのコンビニでトイレに入ってます……」

　一人が指さした、その百メートルほど先にはたしかに、コンビニの看板が見えた。

　部下である演劇部員たちに手順を説明していた生徒会書記長の大西は、ため息をついた。

「……また吐はいているのか……ホント、困ったものだな、あの癖くせは……まあいい、あの子抜ぬきで手順を説明する。私たちが霧島の足止めをしたときに秋野が倒れて、霧島を驚おどろかせて、それから私たちが秋野の心配をしながら、口々に秋野が不治の病かもしれない、可哀かわい想そうな子だということを霧島に説明するのだ」

　居並ぶ演劇部員がうなずく中で、一人の女生徒が聞いた。

「あの……どんな病気なんだ？　って聞かれたら、なんて答えればいいんでしょう」

「それは……難病で、不治の病ってことで……」

　大西の漠ばく然ぜんとした答えを聞いた女生徒が首を振った。

「いえ、そんなあいまいな理由では説得力が有りません。ちゃんとした病名が無いと疑われると思います！」

「でも……そんなに簡単に病名なんか思いつかないし……」

　女生徒の一人が携けい帯たいを取り出した。

「難病を検けん索さくしてみようよ、えーと……なんびょう、なんびょう……と。うわ、難しい漢字がずらずら並んだ！　うひゃーこんなの読めないよ！　えーと、比ひ較かく的てき簡単な漢字を使った病名は……あ、なんかそれっぽいのが出た。これってなんて読むんだろ？」

　その子は携帯電話の画面を見ながら、しきりに首をひねる。

「……えーと、最初の文字は汗あせ、よね。かん、とも読むし、次の文字はみずぼうそうの、ぼう、って字で。最後の字は……なんだろ？　病だれに、新しん鮮せんの鮮だから、せん、でいいのかなあ……」

　その場にいた一同の脳のう裏りに、よくわからないがすごそうな病名が、組み上がっていく。

「そっか！　『かんぼーじょーはくせん』って読むんだ！」

「かんぼうじょう……」

「……はくせん……」

　口々に病名をつぶやく。

「なんだか、すごそう……」

「いいわね……字じ面づらから見ると、こう、汗をかいて顔色が真っ白になりそうなイメージじゃない？」

「もう、余命三ヶ月って感じね！」

「そうだな、じゃあそれにしよう。秋野は、かんぼうじょうはくせん、という難病にかかっていて、余よ命めい幾いくばくも無い、可哀想な子ってことで……いいな？」

　居並ぶ女生徒たちが真しん剣けんな表情でうなずいたとき、百メートルほど離はなれたところにあるコンビニのドアが開き、顔面蒼そう白はくの秋野が現れた。

「役に入っているのか、それとも地なのか……判断に苦しむな……」

　よろよろと歩いてくる秋野を見て、大西がつぶやいたとき、女生徒が小声で叫さけんだ。

「来ました！　霧島です！」

「よし！　レッド・ドラゴン作戦開始よ！」

　生徒用の玄げん関かんを出た霧島は、校門の向こうに集まっている桜川女子高の制服の一団を見て、小さくため息をついた。

　──また、溜たまってやがる。

　あいつら、俺はタレントでもなんでもねえんだ、と言っても聞きやしねえ。んでもって無視したらしたで、話を聞いたら聞いたで、俺はまわりから『何様のつもりだ、勘かん違ちがいするな！』って言われるんだよな。

　──まあ、いつものように適当にあしらって帰るとするか。

　霧島は小さく肩かたをすくめると、校門に近づいた。

「きゃー！　霧島さーん！」

「こっち向いてください！」

「携帯で写真撮とっていいですかー」

　撮っていいですか？　と聞かれた霧島が、その答えを返す前にシャッター音が響ひびき渡わたる。

　──ただの社交辞令なら聞くんじゃねえよ……。

　校門を出たところで取り巻かれた霧島が苦笑いを浮うかべたとき。

　霧島を取り囲んでいた女の子たちの輪の、一番外側にいた小こ柄がらな女の子が、いきなりその場に、くたっと、しゃがみこみ、そのまま地面に手をついて、ぱたりと倒れてしまった。

「おい！」

　霧島が驚くのと同時に、周りにいた桜川女子高の生徒たちが、慌あわててその小柄な女の子を取り囲んだ。

「茜！　ちょっと！　あんた、大だい丈じよう夫ぶ？」

「体弱いんだから無理しちゃダメだって言ったのに！」

「どうしたんだ？」

　駆かけ寄った霧島に、女の子たちが口々に言った。

「この子、病気なんです！　難病の……なんだっけ？」

「え？　あ、えーと、かんぼうじょう……はくしょん、だっけ」

「そんな、くしゃみみたいな名前じゃないわよ、えーと……はくせん……そう、かんぼうじょうはくせん、って難病を抱かかえてるのよ」

　霧島に、その病名に聞き覚えはなかった。だが、まわりの女の子たちの口調から、さぞかし重い病気なのだろうということは想像出来た。

「救急車は呼ばなくていいのか？」

　真剣な表情で聞いた霧島を見て、大西は慌てた。

「あ、いえ、そこまで大げさにする必要は無いの。この子の場合、軽い貧血みたいなものだから、どこかで寝ねかせておけば……」

「そうか、わかった！」

　霧島はそう言うと、前ボタンを全部外してジャケットのように着こなしていた、少し丈たけの長い学生服を素す早ばやく脱ぬぐと、それを倒たおれている茜の上に掛かけた。そして、学生服で包み込むようにして、茜の身体からだを抱え上げた。

「この時間なら、まだ保健室が開いている！　俺が連れて行くから、君たちはこの子の家族とかに連れん絡らくを取ってくれ！」

　あまりにもカッコいい霧島の行動に、半分口をぽかんと開けて見ていた演劇部員たちは、はっと我に返って大西を見た。

　──うそ……マジにカッコイイ！　こんなことを、さらっとやってのける男なんているの？　って言うか……どうしよう。こんな展開、予想してなかった！　下手へたに動いてボロをだすわけにはいかないし……。

　大西は、ほっとしたような表情を作って霧島に答えた。

「わかりました、じゃあ彼女を保健室にお願いします。私が付き添そいますから……」

　そして、霧島にお姫ひめ様さま抱だっこの形で抱かれている茜に近づいて、力づけるように言った。

「大丈夫よ、茜、私が一いつ緒しよにいるからね！」

　霧島の腕うでの中でその言葉を聞いていた茜は、思わずうなずき返しそうになって、慌てて身体を固くした。

　身体を包んでいる霧島の学生服からは、男の匂においが立ち込めていた。それは、今まで嗅かいだことの無い、なんとも言えない、どこか心安らぐような匂いだった。

　──はわわわ……知らなかった。男の人って、もっと汗あせ臭くさい、嫌いやな匂いがするものだって思ってた……。

　がっしりとした胸むな板いたと背中、そしてひざの下に回された霧島の腕から、筋肉の躍やく動どうが伝わってくる。

　──うひゃあ、なによ、なによ、このシチュエーション！　こんなの聞いてないよ！

　耳の先まで真っ赤にした茜を抱いたまま、霧島は保健室に向かった。




　保健室の担当教きよう諭ゆは不在だったため、茜の仮け病びようは露ろ見けんしなかったが、肝かん心じんの霧島も茜をベッドに寝かせると、すぐに保健室を出て行ってしまった。

　カーテンを引いて、他ほかから見えないようにしたベッドの上にちょこんと座った茜は、頭を下げた。

「申し訳ありません！　もっと霧島さんにアタックするべきだったんでしょうけど……もう、頭の中が真っ白になっちゃって……」

　付き添いの名目で一緒に来ていた大西が、小声で答えた。

「仕方ないよ。あんな行動に出るとは、私も予想していなかったんだから……でも、これであなたの印象は霧島に刻きざみ込こまれたはず。今日のところはこれで良しとしよう。騒さわぎが大きくなる前に、ひとまず退散するぞ！」

「はい！」

　茜がそう答えてベッドから降りようとしたとき、保健室の入り口をノックする音と女の子の声がした。

「えーと、うちの慶児が桜川女子高の女の子を保健室に連れ込んだ、って大おお騒さわぎになってるんだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

「やばい！　戻もどれ」

　大西は、突つき飛ばすように茜をベッドに押し戻し、そのまま頭から毛布をかぶせた。

「にゃっ!?　むぐ！」

「もうちょっと我が慢まんしろ！　何とかやり過ごすから！」

　小声でそう言った後で、大西は顔を上げて答えた。

「あ、はい、大丈夫です！」

「ちょっといいかな？」

　そう言ってカーテンの隙すき間まから顔を出したのは、文芸部の長なが篠しのだった。

「私、ボーイスカウトやってるから、赤十字の救急法の資格とかＡＥＤの取り扱あつかい資格持ってるのよ……何か手伝えるかな、と思ってね……どんな症しよう状じようなの？」

「あ、いえ、そんな大げさなことじゃなくて、軽い貧血みたいなものなんですよ……」

　そう言って慌あわてて顔の前で手を振ふった大西は、長篠の顔を見て、はっとしたように目を見開いた。

「……もしかして……ＢＬの女王、柊ひいらぎ翼つばさ先生ですか？」

　自分のペンネームを呼ばれた長篠は、面めん食くらったような顔になった。

「え……と、ええ、まあそういう名前でも活動しているけど……いくらなんでもＢＬの女王ってのは大げさよ」

　大西は目を輝かがやかせた。

「いえ、とんでもありません！　私、先生の小説のファンなんです！　こないだの同人誌、買いました！　あの、山の手線に乗った彼と、京けい浜ひん東北線に乗った彼が、離はなれ離ばなれになって行くシーンで、ジーンときました！　やっぱり、山の手線は受けで、京浜東北線は攻せめですよね！　同じところをぐるぐる回りながら、彼が来てくれるのを待つ、そしてわずか数駅の間だけの逢おう瀬せに燃える……」

　長篠は嬉うれしそうにうなずいた。

「うん、そこまで読み取ってもらえて嬉しいわ。あれ読んだ人からは、山の手線が攻せめで京浜東北線が受けだ、って言う人もいてね……違ちがうんだよねえ」

「そうですよ！　東京タワーが受けで、エッフェル塔とうが攻めって言う人もいますけど、それはどう思います？」

「うーん、そこは人それぞれよねえ、私としては、東京タワーの方が後こう輩はいだけど強気の攻めで、エッフェル塔は先輩だけど今ひとつ強気に出れない受けじゃないかと思うのよね……」

　ベッドの中で毛布をかぶって、じっとしている茜の頭の上を、理解できない理論が通り過ぎていく。

　──攻めと受け、というのは聞いたことある。知っている。でも、なんで山手線と京浜東北線なの？　東京タワーとエッフェル塔？　先輩後輩以前に、人間じゃないじゃない。建物じゃないの。東京タワーが三三三メートルでエッフェル塔が三二四メートルだっけ？　九メートルの差が、なんで攻めとか受けの違ちがいになるの？　わかんない、この人たちの会話がわかんない！

　だがそれは、まだ序の口だった。

「そもそもナイフとフォークで考えてみれば……」

「いや、その場合、鉛えん筆ぴつ削けずりと鉛筆の方が……」

　もはや、理解の外の世界である。

　そんな茜を糊のりの利きいたシーツの清潔な匂においが包む。

　男の腕うででお姫ひめ様さま抱だっこで運ばれるという、生まれて初めての経験が茜にもたらした緊きん張ちようが、暖かいベッドの中で解けて行き、代わりに襲おそってきたのは睡すい魔まだった。

　──だめ、寝ねちゃダメ。寝ている場合じゃないのよ！

　茜は一いつ生しよう懸けん命めい自分に言い聞かせたが、その抵てい抗こうは虚むなしかった。

　ほんの一分もしないうちに、茜は規則正しい寝息を立て始めていた。

「ぐー……」

　最初にその寝息に気がついたのは長篠だった。

「あら？　寝てるの？」

　大西は慌てて毛布を捲まくり上げた。

　そこには、猫ねこのように背中を丸めて幸せそうに寝ている茜の姿があった。

「こら！　茜！　あんた、何やっているのよ！」

　大西は、慌てて茜を揺ゆり起こすと、長篠に向かって頭を下げた。

「すみません！　よそ様の高校の保健室で寝ちゃうなんて、ホント図ずう々ずうしい真ま似ねを……」

「あら、いいのよ、落ちついたってことでしょ？　大事がなくて良かったわ」




　大西が茜を連れて楢山高校の校門の前に戻ってくると、さっき茜の病名を決めた方がいい、と言った演劇部員が、ばつのわるそうな顔で待っていた。

「申し訳ありません、大西先せん輩ぱい……さっき検けん索さくした、茜が罹かかっていることになっている難病の名前ですけど……」

「ああ、あの、かんぼうじょうはくせん……とかいう名前の病気ね、あれがどうかしたの？」

「ええと、ですね……あの病気、こういう漢字で書くんですけど……」

　と、演劇部員が差し出した携けい帯たい電でん話わの画面には、こう表示されていた。

『汗かん疱ぽう状じよう白はく癬せん』

「これって……水虫のことだったんです」

　言いにくそうに演劇部員が言うと、大西と茜の表情が凍こおった。

「え？　水虫って、あの……足とかにできる、あの水虫？」

「ええ、すっごく痒かゆい……って噂うわさの、水虫です。それの正確な病名だったみたいです」

　茜が目を見開いた。

「わ、私……水虫で、余よ命めい幾いくばくも無いんですか？　それって、どんな女の子ですか！」

「仕方ないじゃない、携帯で検索して、目に付いた病名がそれだったんだから！　私だって、まさか『汗疱状白癬』が水虫のことだなんて、ちっとも知らなかったんだから！」

「でも、でもぉ……あんまりです、『そんなの』で死んじゃいそうって、あんまり過ぎです！　第一印象悪すぎです！　サイテー過ぎな出会いです！　今度あったときに軟なん膏こうとか渡わたされたら私どうすればいいんですか！　そんな時は笑えばいいんですか!?」

　ちょっとヒステリックになった茜を、大西はつとめて落ち着いた口調で諭さとした。

「霧島は耳で聞いただけで、字を読んでないから大だい丈じよう夫ぶ。桜川女子高に帰ったら、ネットで検索して、よく似た呼び名の病名を見み繕つくろってあげるから」

「う……」

　半分涙なみだ目めになった茜をなだめながら、大西は思った。

　──失敗か……いえ、最初から上手うまく行く作戦なんかない。とにかく霧島にこの子の印象は刻み込んだんだから、第一段階は成功と考えるべきだ。ここでためらってはいけない、畳たたみ掛かけるように第二、第三の作戦を仕し掛かけるべきだ！




　次の日の放課後。

　楢山高校の校門の前には、再び大西をはじめとする、桜川女子高の工作員の姿があった。だが、その中に茜の姿は無かった。

「いい？　今日はいよいよ第二段階だ。私たちが練り上げた『薄はつ幸こうの美少女のお願いは断れないシナリオ』の本編は、これから始まるのだ。

　私たちは、霧島に昨日倒たおれた茜の書いた手紙を渡す。手紙の中身は昨日のお礼しか書いてない。でも私たちは、茜が難病でこれから手術を受けなくちゃならない、茜を元気付けることができるのはあなただけだ、ぜひ一度茜とデートしてやってくれ、と頼たのみ込む……そこまでが、今回の作戦だ！」

　演劇部員の一人が心配そうに答えた。

「……でも、これって、あまりにもベタベタなシナリオじゃありませんか？　こんなシチュエーションを仕掛けられたら、絶対に疑うと思うんですけど」

「そう、あまりにもベタなお話で、手て垢あかがつきまくっているような設定だ。だからこそ効果がある！　あからさま過ぎて見え見えだからこそ疑われないのだ。まさかこんな手段を使ってくるとは思わないだろう。裏の裏をかく、それこそが勝利の秘ひ訣けつ！」

「……ドロボーするときに、見るからにドロボーっぽい格好してうろつけば、誰だれからも疑われない、なんてことはないと思うんですけど……」

　大西はそのツッコミが聞こえない振ふりをして、楢山高校の生徒用の昇しよう降こう口を見つめてつぶやいた。

「……そろそろ出てくる頃ころだ。みんな、準備はいいか？」

「はい！」

　桜川女子高の演劇部たちはそう答えると、一いつ斉せいに散開して、霧島を待ち構えるためのフォーメーションを組んだ。

　その光景を、忍にん者じやのような覆ふく面めんで顔を覆おおった一人の男子生徒が、楢山高校の屋上から小型の双そう眼がん鏡きようで眺ながめていた。

　校門の前で待ち構えている桜川女子高の生徒たち一人一人のメンバーの顔を脳内に焼き付けるようにしっかりと見た後で、その男……忍者同好会の百地は双眼鏡を顔から外して考え込んだ。

　──明らかに、彼女たちは共通の意思で動いている。それも、その場の雰ふん囲い気きで出来上がったようなものではなく、事前に構築された指揮命令系統によって動いているように見える。つまり、あそこにいる桜川女子高の生徒たちは、なんらかの目的を持って、あそこに集まっているということになる……。

　そろそろ、打ち合わせどおり霧島が姿を見せる頃だ。霧島を見たときの態度とかもしっかり観察しておかないとな……。

　楢山高校の屋上から見下ろしている百地が、再び双眼鏡を目に当てたそのとき、校門の外にいる桜川女子高の生徒たちの間に、さっと緊きん張ちようした空気が流れた。

　女生徒たちの視線の先には、生徒用の昇降口から歩いてくる霧島の姿があった。

　百地は、素す早ばやく双眼鏡を女生徒に戻もどす。

　霧島に手を振り、声を掛けて、取り囲む女生徒たちの様子に不自然さは無い。

　──そうか、彼女たちが霧島に抱いだく気持ち、つまり、カッコイイ、ステキだ、と思う気持ちにウソは無いんだ。だからわざとらしく感じないんだな。

　女生徒たちは口々に霧島に話しかけ、そしてその中の一人が白い封ふう筒とうを取り出して、霧島の手に押し付けた。

　霧島が周りにいる女生徒から話を聞いて、眉まゆをひそめたそのとき。

　双眼鏡を覗のぞいている百地の後ろから調子外れの声が聞こえた。

「兄あに弟で子しドノ！　敵情視察でゴザルカ？」

「今は活動中だから……」

　そう言って右手を下に振って身を隠かくすように指示した百地の視界の端はじっこに、なにやら、ピンク色のものがちらついた。

　──なんだ？

　振り向いた百地の目が、そのまま点になった。

　百地がそこに見たものは、ショッキングピンクの布で顔を包んだリタの姿だった。

「……」

　絶句する百地を見てリタが笑った。

「エヘヘヘ、チャント覆面作ってキタでゴザル！」

　百地は、しばらく口をぱくぱくさせた後、半分裏返ったような声で叫さけんだ。

「……な、なんだ、その覆面は！　そんな色の装しよう束ぞくを着た忍者なんかいるもんか！」

「クノイチ、と呼ばれる忍者ハ、ピンクの覆面をツケテイルデゴザル！　拙せつ者しやカナダで見た日本のテレビ番組で知ったでゴザル！」

「なんて番組だよ！」

「エート、確か……ドリフの大だい爆ばく笑しよう……とかナントカと言うドキュメンタリー番組ダッタトオモイマス……」

「それは、ドキュメンタリーじゃねえ！　バラエティだ！」

「ソウナンデスカ？　ワタシは、今の日本を知るタメニ見た方がイイ、コレハ今の日本のドキュメンタリーダ、と言われタノデ、あの番組を何度も見マシタヨ。あの番組で、ワタシ日本人はナンテ親切ナ人たちダロウト感心シマシタ。日本人は危険なコトがあると、みんなで教えてクレマスネ『シムラー、後ろ！　後ろ！』……トネ！　アンナ親切な人たちを見たことがアリマセン！」

　百地は、頭を抱かかえた。

「えーと、確かに、その『しむらー後ろ後ろ！』ってのは、親切かもしれないけど、それはお約束のギャグであって……そもそも、覆面というのは正体を隠して目立たなくするものであって……えーと……」

　しばらく言葉を探した後で、百地は開き直ったようにうなずいた。

「あー！　もうめんどくさい！　いいよ、うん！　リタがそう思うならそれでいい！　そのピンクの覆面も、リタならありにしよう！　そのかわり、それをつけるのは学校の中だけだ。通学とか、家に帰ったときとか……それと俺の道場に来るときは絶対禁止だからな！」

「ワカリマシター！　モモチサンダユー、いい人ネ！」

　リタはそう言うなり、百地に抱きついた。制服越ごしに、柔やわらかな質感を持った大きなむにゅっとした塊かたまりが、百地の顔に押し付けられる。

　──うわっ！

　霧島の様子をしゃがみこんで窺うかがっていた百地は、おもわず尻しり餅もちをついた。

「ドウシマシタ？」

　きょとんとするリタを見て、百地は覆ふく面めん越しに見える顔の部分をすべて真っ赤にして首を振った。

「いきなり抱きつくな……その……なんというか……息ができねえ！」

　リタは百地の顔と、自分の胸を何度か見比べた後で、少し目元を赤くして頭を下げた。

「申し訳アリマセン、兄弟子ドノ！」

　百地は顔を上げてフェンス越しに校門を見下ろした。

　そこには、すでに霧島も桜川女子高の生徒の姿もなかった。

　──霧島は生徒会室に戻ったようだな。俺も報告に行くとするか……。

　百地はゆっくりと立ち上がると、小声で言った。

「生徒会室に行って、副会長に報告する……ついてこい！」

「ハイ！」

「返事はいらぬ、忍にん者じやは仕草で会話をするのだ、行くぞ！」

　そう言うなり、百地は滑すべるような足取りで、するするっと走り出した。

　その動きを見たリタは一いつ瞬しゆん目を丸くした後で、心の底から嬉うれしそうに笑ってうなずくと、百地の後を追って走り出した。

　楢山高校の廊ろう下かで、黒い覆ふく面めんをした小こ柄がらな忍者と、その後ろから長いウェービーな金きん髪ぱつをなびかせたピンク色の覆面の忍者とすれ違ちがった二人の一年生の男子生徒が、目を丸くした後で、顔を見合わせてつぶやいた。

「……俺、今、あらためてこの高校に入って良かったと思った……」

「なぜだい？」

「この高校に三年通えば、将来どんな天変地異に出くわしても、平常心を保てるような気がする……」




　生徒会室のドアを開けて、いつもの黒覆面の百地と、ピンクの覆面をつけたリタが入ってくると、生徒会室の中に一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくが訪おとずれた後、笑い声が爆ばく発はつした。

「ははは、何よそれ！　ピンクの覆面って！」

「覆面の意味が無いですよ！　誰だれが見たってリタだってわかっちゃう！」

「コントか何かの小道具にしか見えないわよ！」

　生徒会のメンバーに爆ばく笑しようされたリタは、悲しそうな目で百地を見た。

「ヤッパリ、目立つノハ変ミタイデスネ……」

　百地はリタに言い聞かせるような優やさしい口調で説明した。

「目立つための覆面も、ありだと思ったのでござるよ。忍者は常に陰いんと陽ようで動くものでござる。陽、つまり日の当たるところに立つ者がいれば、人々の意識はそちらに向く。ゆえにその陰かげになるものは動けるわけでござる……でも、考えてみればリタは覆面なんかしなくたって目立ってるわけでござるな……覆面の代わりに、こっちにしてはいかがでござろう？」

　そう言って百地が取り出したのは、金色の金具がついた『陣じん鉢ばち』とよばれる鉢はち巻まきだった。

　それを見たとたん、リタは一オクターブほど高い声で、日本の忍者もののマンガのタイトルを叫さけんだ。

「ナールートー！」

　百地からそれを受け取ったリタは、ピンクの覆面を脱ぬいで目を輝かがやかせながら言った。

「コノ鉢巻探シテマシタ！　ニンジャ鉢巻！　ベリィクール！　ファンタスティック！」

「この金具が鉢金と言われる部分で、これを額に当てることで、いわば簡易ヘルメットの役目をするわけでござる。剣けんの勝負は太た刀ち筋の早さが決め手ゆえ、身軽さを重視した、こういった最小限の防具ができたわけでござる……つけてみてはいかがかな？」

　リタは、ワクワクするように目を輝かせて、鉢金の部分を確かめると額に当て、頭の後ろで鉢巻を締しめた。

「ドウデスカ？　似合いマスカ？」

　振ふり向いたリタを見た朋絵と長篠が、笑いながらうなずいた。

「うん、可愛かわいい。さっきの変な覆面なんかより、ずっといいよ」

「ヘアバンドみたいで、似合ってるわよ」

「エヘヘヘーソウデスカ、ウレシイナー」

　リタは照れたように笑った後で、長篠の隣となりにいる霧島の顔を見て、怪け訝げんな顔になった。

「ドウシマシタ？　ケイジ。ナニカ困ったコトデモ？」

　霧島は、ちらっと長篠の顔を見た後で、小さく肩かたをすくめて机の上の白い封ふう筒とうを指差した。

「ちょっとね……こいつをどうするか、悩なやんでたんだ」

「ア、ソレハ、敵の高校の女の子ガモッテキタ手紙デスネ！　果たし状デスカ？」

「いや、実を言うとまだ開かい封ふうしてないんだ」

　霧島はそう言うと、再び長篠の顔をちらりと見た。

「なによ！　さっきから、ちらちら人の顔色窺うかがって！……別にいいじゃないの、あんたがもらった手紙なんだからあんたが好きにすれば！」

「いや、まあそれはそうなんだけど……」

　霧島は助けを求めるかのように光明を見た。

　光明は小さく咳せき払ばらいをすると、覆面姿の百地に聞いた。

「えーと、この手紙を持ってきた桜川女子高の生徒たちの動きはどうだった？　何か気がついたことは？」

「ふむ、そうですな。霧島殿どのが姿を現す前に、彼女たちは軽く円えん陣じんを組んで、なにやら打ち合わせをしていたでござる。あれは、自然発生的にその場を仕切って、抜ぬけ駆がけ禁止をする、というよりも、役割分担の再確かく認にんを行っていたように見えたでござる」

　光明は考え込んだ。

「そうか、どうやら霧島が桜川女子高のターゲットになっているのは間ま違ちがいないな」

「じゃあ、この手紙も、その一いつ環かんってわけか……どうする？　読まずに捨てた方がいいかな？」
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　心配そうな顔をする霧島を見て、光明は首を振った。

「いや……手紙に関しては、あくまでも個人のものだから、お前が開封するかどうか決めればいい。でもきっと、その手紙にはあまりたいしたことは書いて無いと思うけどね」

「わかった、じゃあ開けよう」

　霧島はそう言うと、無造作に白い封筒のシールをはがして、中に入っていたうす緑色の便びん箋せんを取り出した。

「なんて書いてある？」

「読むか？」

　便箋を差し出した霧島に、光明は首を振った。

「いや、いい。個人宛あての私信を読むのは、ちょっとね……言っただろう？　それはあくまでお前個人宛のメッセージだ。共有するものじゃない。お前が内容を教えてくれればそれでいいよ」

「そうか……お前らしいけじめのつけ方だな……内容は確かに、たいしたことは書いてないな。昨日倒たおれたときに、保健室まで運んでくれたことに対するお礼だ。後は……手術前に一度桜川町にある聚じゆ楽らく園えんに行きたい。子供の頃ころの思い出の場所に、俺と一いつ緒しよに行きたいって書いてあるな……」

「聚楽園？　ああ、桜川町にある子供向けの小さな遊園地か……」

　そう答えた後で、光明は考え込み、つぶやいた。

「……まてよ、今の話を聞いたら、ちょっとわからなくなった……俺はこの手紙と、霧島への誘さそいもすべて、桜川女子高の工作じゃないかって思ってたんだ。でも、本当に工作だとしたら、聚楽園なんて場所にお前を誘うだろうか？

　病弱な女の子の望みをかなえてやってくれ、一度デートしてやってくれ……なんてシチュエーションは、手て垢あかのつきまくった、いかにも見え見えな誘いだ。

　でも、そのデート先が、映画館でもショッピングモールでもない、有名な場所でもなんでもない、幼よう稚ち園えんの園児が遠足で行くような本当に地味な場所、ってところに引っかかるんだ。もしかしたら、これは全部本当のことで、背後に桜川女子高生徒会の策さく謀ぼうは無いのかもしれないな……」

「じゃあ、俺はどうすればいいんだ？」

「……お前に任せる。これはお前の個人的問題だ。楢山高校生徒会としては、この件に関して口を出さないことにしようと思うんだ」

　霧島は困り果てたような顔になって、長篠に聞いた。

「なあ……どうすればいいと思う？」

　長篠は、その形の良い眉まゆ毛げを吊つり上げて答えた。

「なんで私に聞くのよ！　別に、私に遠えん慮りよすることなんか無いじゃない！　行きたけりゃさっさと会いに行けばいいのよ、その……難病にかかった、薄はつ幸こうの美少女とやらに！」

　霧島は考え込んだ。

「……俺も所と同じで、こいつは桜川女子高の作戦だろうって思ってた……というか、八割がた噓うそっぱちで、もしかしたらホントかな？　ってのが二割ってとこだった……」

「二割も信じてたの？　こんな、どっかのギャルゲーみたいな話を！」

「ああそうさ、信じてたさ。もし……もしも、これが全部本当で、本当にあの子が難病で、手術を控ひかえてて、俺と会って話をすることでその元気が出るなら……元気付けてやれるなら、それに越こしたことは無いじゃないか！　それのどこがいけないんだ？」

「それはそうだけど……」

「あの子が、桜川女子高の生徒じゃなくて、うちの高校の一年生なら、誰だれもこんなに悩まない。疑わずに済むだろう。だとしたら、問題は桜川女子高との決戦に関する情報を俺が漏もらさなきゃいいだけのことだ、違ちがうか？」

　霧島の言葉を聞いていた光明はうなずいた。

「それはそうだけどな。問題は、霧島がこの楢高の総大将であることは動かしようが無いってことだ。霧島がその立場にいる以上、情報が君を通じて漏れる可能性は高いということだな」

「それなんだけどな、今回のこの『水すい雷らい艦かん長ちよう』ってゲームの総大将の艦長ってヤツ。あれ、俺じゃなくてもいいんじゃないか？」

「どういう意味だ？」

「だからさ、今回の決戦システムはカードを使った鬼おにごっこバトルなわけだ。となると、この前の戦いみたいな、バトンを使った戦せん闘とう能力よりも、足の速さとか敏びん捷しようさとか、そっちが勝敗を分けることになる。

　昨日、ここで模も擬ぎ戦をやったときにも話が出たけど、艦長を沈しずめられないように、その周囲を護衛が取りまくとしたら、別に艦長は足が速くなくても敏捷でなくても務まるわけだ。そう考えたら、俺は艦長になるより、《駆く逐ちく》か、《水雷》か、いずれにしろ走り回る方に回ったほうがいいってことじゃないのかな？」

「そうか、そうだよな……名目上、というか、模擬戦とかそういうときに檄げきを飛ばしたり、みんなの意気を上げるときには総大将として活かつ躍やくしてもらうけど、決戦のときの艦長には別人をあてても別に構わないわけだな」

　光明はそう言うと朋絵を見た。

「なによ……なんで私を見るのよ！」

「いや、いざとなれば、君を艦長にしてもいいかな？　とか思ってね。全校生徒が生徒会長である君を守るってのは、こう、絵になるじゃないか」

　朋絵は少し赤い顔になって光明をにらんだ。

「絵になることより、勝つことを考えて欲しいわね……」

「うん、まあ、今の霧島の言ったことは、ちょっと面おも白しろいヒントになるような気がするんだ。まだ、具体的なアイディアは無いけど、考える糸口みたいなものかな？　いずれにしろ、週明けには部隊編制を決めないと間に合わないわけだし、日曜日に桜川町に行って、現場を見てそれから決めるよ」

　光明の言葉を聞いていた霧島が笑いながら言った。

「俺は普ふ通つうの生徒と同じ待たい遇ぐうにしてもらって構わない。お前のその作戦とか編制の配分とか、そういった情報も俺には言わないでいい。それなら事前に情報が漏れる心配は無いわけだからな……」

「確かに、そうなれば君は一いつ般ぱんの生徒たちと同じだから、情報が漏れる事は無いわけだが……」

　光明はそこで言葉を切ると、机の上の封ふう筒とうを取り上げて、霧島に渡わたしながら言葉を継ついだ。

「つまり、君はこの子に会いに行くつもり……ということか」

「そうだ。もしかしたら本当に難病の子で、誰かの力が欲しいのかもしれないじゃないか。それにデートと言ったって、聚楽園に一いつ緒しよに行くだけだ。それだけで、あの子の力になれるのなら、断る理由は無いと思うんだ」

「のこのこ出かけていって、それが全部噓だったらどうするのよ？」

　霧島は、不満そうな長篠に向かって笑って見せた。

「病気の子はいない……それは良かった。と思えばいい」

「どっかで聞いたような返し方するな！　ホントにもう、この男は……」

　長篠は笑っていいのか怒おこっていいのかわからない、という顔で肩かたをすくめた。

　霧島と長篠のやり取りを聞いていた芽衣が、腰こしに手を当てて怒ったように言った。

「そうですよ！　長篠センパイという彼女がありながら！　薄幸の美少女か何か知りませんけど、長篠センパイだって、れっきとした発はつ酵こうの美少女じゃないですか！」

　長篠は芽衣をにらみつけた。

「どうせ醸かもされてるわよ！」




　三十分後。

　夕ゆう闇やみの迫せまる桜川女子高の生徒会室では、生徒会の役員たちが机の上に桜川町の地図を広げ、作戦を練っていた。

「……中央の拠きよ点てんを序じよ盤ばんにいかにして奪だつ取しゆするか、そこがまず緒しよ戦せんの要かなめと思われます……そのためには、特別部隊を編制して真っ先にここを押さえ、確保してしまうのが一番だと思います。まず、陸上部などから足の速い、長ちよう距きよ離り中距離走の選手を選せん抜ばつし……」

　そのとき、地図を指差して作戦を説明していた大西のポケットの中で携けい帯たい電でん話わが着信のメロディを奏かなでた。

「……失礼します」

　上座にいる生徒会長の華之宮に小さく一礼して携帯を取り出した大西は、通信相手を確かく認にんして耳に当てた。

「はい、大西だ……うん、そうか、霧島から連れん絡らくが？　うん、それで何と？」

　携帯電話を耳に当てていた大西の目が見開かれた。

「本当か？　すごいじゃないか！　うん、うん、それで？　そうか、わかった、よくやった！」

　大西は携帯電話をしまうと、華之宮に向かって目を輝かがやかせた。

「敵の総大将である霧島慶児が、我が方の工作員に接せつ触しよくしてまいりました！　今度の日曜日に、桜川町にある聚楽園遊園地で会う約束を取り付けたそうです！」

　生徒会室にいた役員たちの間に、驚おどろきのつぶやきが交かわされる中で、華之宮が、にっこりと笑った。

「それは良い知らせですね。この桜川女子高の未来は、その工作員の働きにかかっています。期待しているとお伝え下さい」

「かしこまりました」

　自じ慢まんげに笑って頭を下げた大西を見て、副会長の淵田は思った。

　──果たして、本当に工作が成功したのか、それともトラップとわかっていて、わざと接触してきたのか、それはわからない。

　霧島という大物から入手する情報だけを信じるのではなく、様々なチャンネルを通じて情報を集めて、判断を下さないと。ニセ情報を摑つかまされる恐おそれもある……。

　淵田は楢山高校で会った光明の、いかにも人じん畜ちく無む害がいなぼんやりした印象を抱いだかせる笑え顔がおを思い浮うかべていた。

　──あの笑顔に騙だまされてはいけない。

　見るからに、切れ者、というオーラを出している男は、確かに切れ者だわ。だからこっちも切れ者として扱あつかうことができる。でも、本当に怖こわいのはああいった、ぼんやりした表情の奥に高速で回転する刃は物ものを仕込んだような男なんだわ……。
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　日曜日の朝十時。

　桜川町の中心部を通るメインストリートの西の突つき当りにある広いバスターミナルでは、何台もの路線バスが発着を繰くり返していた。

　休日のバスのダイヤは、商店街やショッピングモールが開店時間を迎むかえるこの時間に合わせて組まれているのだろう、バスが到とう着ちやくするたびに何人もの乗客がバスを降りてくる。

　桜川駅と桜川町の中心部にあるバスターミナルを結ぶバスから降り立ったのは、光明や朋絵をはじめとする楢山高校生徒会と同好会のメンバーたちだった。

「ここが決戦場になるってわけね……」

「ああ。町の中、というか市街地を全部使って決戦をやることになった。この広小路のバスターミナルが桜川女子高の本ほん陣じんになり、敵はここからスタートするわけだ」

「桜川女子高側から下見を始めるってことは、例によって敵の立場に立って自分たちを見る、ということね？」

「まあ、そういうことになるかな？」

　光明がそう言って微笑ほほえんだとき、先頭を歩いていた芽衣が、目の前の中央通りを指差して言った。

「このメインストリートが歩行者天国になるんですよね？　すごいスケールですねえ」

「桜川大社の夏祭りのときにも、ここは歩行者天国になるのでござるよ。沿道に夜店が出て、すごいにぎやかになるでござる」

「オマツリー！　行きタイデス！　イツデスカ？」

「大社の夏のお祭りは八月のお盆ぼんの三日間だからね。来年の夏までお預けよ」

「アー！　モットハヤク日本にクレバ良かったデス！」

　口々にそんなことを言いながら、光明たちはバスターミナルのロータリーから、商店街のメインストリートに向かって歩き出した。

　桜川町のメインストリートは、幅はば八メートルほどの車道と、その両側にアーケードがついた歩道、という一昔前の商店街の構造を持っている。

　中央通り商店街という看板がついた、レトロなデザインの街灯と、アーケード街という昭和の香かおりをそのままに残したメインストリートを眺ながめた朋絵は、両側に建ち並ぶ商店を見てつぶやいた。

「……賑にぎやかそうに見えるけど、シャッターを閉めたままの店も結構あるのね……」

「駐ちゆう車しや場が無いからな。車で買い物する人は、みんなバイパス沿いにできた大きなショッピングモールの方に行っちゃうからね。今、こういった地方の商店街で買い物をするのは、車を持っていないお年寄りと、高校生くらいのものじゃないかな？」

　光明はそう言うと、立ち止まって地図を広げた。

「こうやって住宅地図で見ると、この桜川町は宿場町から発達した町だってのが良くわかるな。江え戸ど時代に、この街かい道どうの両側に旅籠はたごや商店が並んでいた頃ころと、家の配置がそのままなんだ。俗ぞくに言うウナギの寝ね床どこってヤツだな」

「ウナギの寝床？」

　怪け訝げんな顔をする朋絵に、光明は目の前にある洋品店を指差して答えた。

「たとえば、この店とかは、通りに面した部分はこれだけの幅だけど、奥に向かって縦長に長く家が伸のびているんだ。ウナギの寝床みたいにね。そして、表通りに平行して裏通りがある。住居はそっちの通りに面していて、その通りは生活道路として使われていたんだ。後で、そういった裏通りも見てみよう」

「そうか……こっちのメインストリートだけしか見ていないと、そういった裏通りを使って攻せめられちゃうってわけね」

「攻められるかもしれないし、こっちから攻めるときに使うかもしれないし……ようは、こないだの樫森高校との一戦じゃないけど、目に見える部分にだけ注意していると足をすくわれるってことさ」

　光明の言葉を聞いていた小こ柄がらな十七歳くらいの真面目まじめそうな男が、手に持っていた地図を光明に差し出した。

「目に見えない部分まで描かかれた地図ならここにもありますよ」

　見慣れない顔に、朋絵が戸と惑まどったように聞いた。

「えーと……あなたは同好会関係の方かしら？」

「ああ、君はまだ会ったこと無かったっけ、彼は暗あん渠きよ排はい水すい路ろ同好会の会長の黒くろ鍬くわくんだ」

　光明に地図を渡わたした男は、にっこり笑って頭を下げた。

「黒鍬です、よろしく」

「今日は、彼以外にも電磁波同好会の会長の八や木ぎくんも来ている。あいつは今いま頃ごろ、桜川町の中を歩き回っているはずだ」

「電磁波同好会の八木くんって……あの、いつもアンテナかついで歩き回っている人でしょ？」

「ああ、彼は携けい帯たい電でん話わの感度を調べるのが趣しゆ味みでね。地図の上に感度を記入して回っているんだ。今度の決戦は、見通しがきかないから、どこでどんな風に部隊が動いているのか、携帯電話で報告を受けて指示を出す形になる。そうなれば携帯電話の感度の善よし悪あしってのは重要だからね」

「へえ……相変わらず、いろんなこと考えてるのねえ」

　あきれたように答えた朋絵を見て、光明は笑って見せた。

「考えているだけじゃダメなんだ。机の上や頭の中でいくら考えても、それこそ机き上じようの空論さ。こうやって現場に来て、自分の目で確かめて、その上で考えないとね」

　光明はそう言うと、目の前の小さな交差点の周囲を見回した。

「えーと、ブティック・マリアナってのは……ああ、あった、あそこのビルだ。ってことは、このマリアナビル前交差点が、桜川女子高側の復活ポイントだな」

「復活ポイントって、敵に撃げき沈ちんされた《水すい雷らい》と《駆く逐ちく》がリセットできる場所のこと？」

「そうだ。最初作ったルールだと、撃沈されたら本ほん陣じんに戻もどってリセットすることになっていたんだけど、陣じん取とり合戦をやっている中央ポイントから本陣まで、あまりにも距きよ離りがありすぎるから、その中間にも復活ポイントを作ることになったのさ」

　宇佐見が中央通りの東側を眺めてつぶやいた。

「あのふるさと広場って書いてある看板が、陣取り合戦をやる場所ですよね……ここから四百メートルくらいですか？」

「そうだね、ここからならリセットして往復するのも、そう苦にならないけど、本陣からだと距離が倍になる。約八百メートルの距離を往復しなくちゃならないことになるんだ」

「うひゃ、千六百メートル走っすか。撃沈されるたびにそれを何度もやんなきゃならないってのは、むちゃくちゃきついなあ」

「実際には、ここでリセットしてすぐに戦線に復帰できるわけじゃない。十五分間のペナルティがあるから、その間ここで一休みできる。すぐ横に休きゆう憩けい用のテントを作って、そこで飲み物とかを飲めるようにするつもりだ。まあ、マラソンの給水ポイントみたいなものだけどね」

　そのとき、今まで黙だまって周囲を見回していた百地が小声で聞いた。

「副会長、ここは攻こう略りやくできるのでござるか？」

「攻略？」

「そうでござる、ここの復活ポイントを攻略できるのなら、ここを狙ねらえば、なかなか面おも白しろい戦いができるでござるよ」

　光明は目を見開いた。

「そうか！　ここを落とせば、敵はリセットするために本陣にまで戻らなくちゃならない、つまり補給路が倍の長さになるわけか！」

　光明は手に持っていた地図をショルダーバッグに突つっ込むと、代わりに『桜川町産業祭りイベント高校陣取り合戦規則集（案）』と印刷されたプリント用紙の束を取り出した。

「こいつは最終案で、本決まりのルールじゃないけど、基本的な部分は同じだ……えーと、攻略可能な拠きよ点てんについて……。

　一・拠点はすべて攻略可能である。拠点は、《戦せん艦かん》のユニットがカードをかざすことにより、自軍の拠点として登録される。登録は上書き可能であり、判定の際はゲーム終しゆう了りよう時の登録が有効となる。

　二・中央ポイントは、ユニットの復活ができない。復活は本ほん陣じん及および、本陣と中央ポイントとの中間地点に設けられた復活ポイントでのみ可能である。

　三・復活ポイントの登録状じよう況きようは、ゲーム終了時の勝利条件に含ふくまれない。双そう方ほう共に艦かん長ちようが沈しずめられていない場合は、中央ポイントの登録によって勝利を判定する……」

　ルールを読み上げた光明は顔を上げた。

「これを読む限り、ここの復活ポイントは攻略可能だ……問題はどうやってここまで攻せめ込むかだ……敵は間ま違ちがいなく全力であの中央ポイントを奪だつ取しゆしに来るだろう。その防衛ラインを突とつ破ぱしてここまで攻め込むのは難しい。中央ポイントをぐるっと迂う回かいして、別働隊を送り込むルートがあればいいんだけど……」

　光明はそう言って、ショルダーバッグにルール集を戻して、再び地図を引っ張り出した。そして地図に目を落とすと、怪け訝げんそうに目を細めた。

「あれ？　なんだ、この地図……」

　その地図は、最初に持っていた地図と同じように一いつ軒けん一軒の家の位置を書き込んだ住宅地図だったが、その上から青い線で様々な曲線が書き込まれていた。

「この青い線は……」

　光明の広げた地図を見て、暗渠排水路同好会の黒鍬が言った。

「ああ、それは我々の地図です。この桜川町は、船によって人や物を運ぶ水運のための河か川せんと街かい道どうとが交差する場所に位置しており、江え戸ど時代の末期には、人と物の流れる流通の要所として樫森町や楢山町よりも栄さかえていたんです。

　明治に入り鉄道が開通して水運は寂さびれて、誰だれも河川を利用しなくなったんですけど、桜川町の中心部を流れる小川沿いには、川をさかのぼる時に人が船を曳ひいて歩く道が残っているところがあるんです」

　光明の広げた地図を覗のぞき込んだ朋絵が、感心したように言った。

「へえ、この街の中にこんな風に川が流れているなんて知らなかった……この交差点の下も川なんだね」

　黒鍬は、中央通り商店街のマリアナビルの前を横断する細い道路を指差して言った。

「ええ、この細い通りは、実は川だったんですよ。戦後になって、自動車が増えて道路を拡張する必要ができたときに、街中を流れる川や用水路にコンクリートで蓋ふたをして、その上を舗ほ装そうして道路にした場所が結構あります。

　実を言うと、去年の夏休みに同好会のメンバーでこの交差点の下にある用水路を実際に通ってみましたが、水深もそれほど深くなく、下水道が作られて生せい活かつ廃はい水すいが分ぶん離りされているので、水はきれいでしたね」

「言われてみないと、分からないわよね……」

　感心したようにつぶやいた朋絵の言葉を聞いた芽衣が、いたずらっぽい目で答えた。

「樫森高校に勝てたのも、副会長が地下の貯水池に気がついたからですよね……早乙女会長の言うとおり、やっぱり所副会長は本物でしたね！」

「なんだよ、その本物ってのは」

「早乙女会長が、いつも言ってたんですよ、所副会長はあんな風にボーッとして、何もしてないように見えるけど、あの人は本物だ、本当に必要なときに頼たよりになるって……」

　芽衣の言葉を聞いた朋絵が慌あわてて話に割って入った。

「それは、別に光明のことを誉ほめていたわけでもなんでもなくて、いざ、というときに頼れる人だって言いたかっただけよ！」

「それって、誉めてるんじゃないんですか？」

「え？　あ、そうかも……」

　芽衣の突っ込みに思わず納なつ得とくしてしまった朋絵を見て、光明は笑った。

「それは別に誉め言葉じゃないよ。人間には向き、不向きってのがあって、何も無いときは優ゆう秀しゆうだけど、何かアクシデントが起きるとどうしていいかわからなくなる人もいれば、何かアクシデントが起きたときにも的確に状況判断が下せる人もいる。それだけのことだと思うな」

「つまりそれって、頭の固い人は決められたレールの上で仕事をすると優秀だけど、レールがなくなるとどうしていいかわからなくなる。頭の柔やわらかい人は、決められた仕事を決められたようにやるのは苦にが手てだけど、レールがなくなってもどうすればいいかを自分で探し出せるってことですよね！」

　目を輝かがやかせて答えた芽衣を見て、横にいた宇佐見が苦笑いを浮うかべた。

「……どっかのビジネス書に書いてあったことだろ、それ」

「いいじゃない！　ああいった本に書いてあることって、みんな『人を信じろ』とか『信用されるのがすべての基本』とか、お説教臭くさいことばかりだけどさ、人生で成功を収めた人の言う事には一理あると思わない？

　会社のために働くことを『会社に洗脳される』とか言って嫌きらったり、真面目まじめに働く人を『社しや畜ちく』とか『労働厨ちゆう』って呼んで馬ば鹿かにする人っているけど、そういう人が成功したとか、人から尊敬されているって話は、あんまり聞かないもん」

　芽衣はそう言うと、宇佐見の肩かたを叩たたいた。

「この肩に、スーパーウサギヤの未来が掛かかっているんだから、しっかりしなくちゃダメよ？」

「そりゃあ将来はそうなるかもしれないけど、高校生のうちはそんなこと考えないでもいいと思うんだけどなあ……」

「少年老いやすく、学なりがたし、って言うでしょ？　へらへら遊んでいると将来困るわよ」

「うわ、芽衣ちゃんからそんな言葉を聞くとは思わなかった」

「なによそれ！　あんたがヘタレな分、私が苦労してあげようって思ってるのに！」

　そのとき、楢山高校の生徒たちの一行の先頭を、光明と並んで歩いていた朋絵が、ふと後ろを振ふり返った。

　列の最さい後こう尾びから少し離はなれて、長篠が下を向いたまま、悩なやんでいるような顔つきで歩いていた。

　朋絵は光明に聞いた。

「ねえ光明、この後はふるさと広場って所に行くんだよね？」

「え？　あ、ああ。今回の決戦の見せ場になる中央ポイントが置かれる場所だね。今はただの駐ちゆう車しや場になっているらしいけど……それがどうかした？」

「私、ちょっと長篠さんと話があるから……先に行っていて」

　光明は、ちらっと長篠に視線を投げた後で、うなずいた。

「わかった、長篠を頼たのむ」

　詮せん索さくせずにさらっと答えた光明に、感謝の視線を投げた後で、朋絵はうつむき加減に歩いている長篠に近づいて小声で話しかけた。

「心配いらないよ、ただ会いに行くだけだって言ってたじゃない」

　長篠は、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「うん、わかってる。わかってるんだけどね……なんか、こう、すっきりしないのよ……信じている、って言ったって、その信じる根こん拠きよってなんだろうって考えたら、何も無いんだよね、私と霧島あいつって……」

　朋絵は、ぎくっとしたように目を見開いた。

「で、でもさ、あなたたちって、長い付き合いじゃない。小学校に入学した頃ころからずっと。その長い時間が根拠じゃないのかな？」

「うん……私もそう思ってたよ。でもね、気がついちゃったんだ。もし、それが本当なら、なんで私はこんなに不安になるんだろう……ってね。長い時間一いつ緒しよにいたって、そんなの何の保証にもならないんじゃないかって。それってただの思い込みでしかないんじゃないかって……」

　長篠はそこで言葉を切ると、悲しそうに微笑んで、言葉を継ついだ。

「きっと、バチが当たったんだわ。一緒にいた時間の長さに寄りかかって、私、安心しきって何もしてこなかった……あいつの気持ちは、手に取るようにわかる、あいつは私の手のひらの上で転がせるって信じてた……あいつが他ほかの女の子とデートする、って聞いたって、鼻で笑って見ていることができるって思ってたんだ……でも、一度不安になったら、もうダメね。不安で不安で仕方ないの……」

「そんなことないって、それはあなたの考え過ぎよ！」

　懸けん命めいに説得しようとする朋絵を見て長篠は聞いた。

「そう言うあなただって……所くんの気持ちを確かめたことあるの？　長い付き合いという関係に甘えて、ずるずると来ちゃったんじゃないの？」

「それはそうだけど……」

　言葉に詰つまった朋絵を見て、長篠は追い討うちをかけた。

「そうやって、人の心配しているけど……あなただってわからないわよ。ある日、所くんが可愛かわいい女の子連れてきて、あなたに『やあ、紹しよう介かいしてなかったよね。この子、俺の彼女だから、よろしく』とか言ったらどうするのよ？　樫森高校に勝った後、所くんの人気がぐんぐん上がってるのは、あなただって知ってるでしょう？　ありえない話じゃないのよ？　もし、そんなことになったら、あなた、にっこり笑える？」

「そ……そんな、こと、あ……あるわけないじゃない！」

　長篠は動どう揺ようする朋絵を見た後で、すっと視線を外してつぶやいた。

「……私も、そう思ってた。そんなことあるわけないって……もしそんなことになっても、私は笑える。だって、あいつと私は別に恋こい人びとでもなんでもない、ただの幼おさな馴な染じみだって自分に言い聞かせてた……でもね、そんなのただのポーズだったんだ。虚きよ勢せいを張ってただけ。

　私にとってあいつは、空気みたいなものだったんだ……あるのが当然で、特別でもなんでもなくて、意識すらしてなかったけど……本当は、それがなければ生きていけないんだって……」

　長篠は、決意を込めた目で朋絵を見て言葉を続けた。

「私、悪いけど、あなたたちに付き合えないわ。これから、あいつのところに行って来る！」

「霧島くんのところに？」

「うん、あいつが桜川女子高の女の子とデートしている、聚楽園遊園地よ。

　行って……どうすることもできないし、きっとあいつに見つからないように遠くから見ているだけしかできないし、すごく惨みじめな気分になるかもしれないけど……自分の目で見れば納なつ得とくすると思うんだ……ごめん！　所くんによろしく言っておいて！」

　長篠はそう言い残すと、くるりと背を向けてバスターミナルに向かって走り出した。

「あ、ちょっと……」

　長篠は朋絵の声に振ふり返ろうともしなかった。

　いきなり一人で帰ってしまった長篠に気がついたのだろう、先頭を歩いていた光明が戻もどって来た。

「どうした？」

「あ、長篠さんが、霧島くんが気になるって言って……」

「やっぱりな……実を言うと俺も気になって仕方ないんだ。野や次じ馬うま根こん性じようとかそんなのじゃなくて……いや、それも少しはあるけど、例の秋野って女の子の正体を確かめたいって気持ちもあってね……どう？　俺たちも聚楽園に行かないか？」

「下見はどうするの？　この後ふるさと広場とかも見なくちゃいけないんでしょ？」

　光明は頭の後ろで両手を組んで、桜川町のメインストリートを見回した。

「うーん、そっちは後でもいいかな？　さっきの地図を見て、いくつか面おも白しろい作戦を思いついたしね……実際に現場に来た収しゆう穫かくは充分にあったと思うし……」

　朋絵は小さく肩かたをすくめた後で少しいたずらっぽく笑って見せた。

「わかったわ、正直言って私も霧島くんの方に興味があるし……」

　光明は手に持っていた桜川町の市外地図を広げながら、仲間に呼びかけた。

「ちょっと来てくれ、下見の目的地の変へん更こうだ。俺たちはこのあと、桜川町の町営遊園地がある『聚楽園』に向かう！」

「いいんですか？　聚楽園って……霧島さんが例の桜川女子高の女の子とデートしている場所じゃないですか！」

　目を丸くする麻衣を見て、光明はうなずいた。

「そのとおり、その子の様子……正確には、その子を周りで見ている連中がいるかどうかを確かく認にんしに行くんだ。言わば監かん視し役の監視だな……」

　光明はそう言うと百地を見た。

「えーと、百地は楢高の校門に集まっていた女の子たちの顔を見ているよね？」

　百地はうなずいた。

「しっかり双そう眼がん鏡きようで観察していたでござる。一目見ればすぐに見分けがつくでござるよ」

「霧島の周りに、監視しているような女の子がいたら、しっかり確認してくれ。俺たちは邪じや魔まにならないように、その周辺に散らばって様子を見よう。

　ここから聚楽園まで、歩いて三十分ってとこかな？　いったんバスターミナルに戻ってバスに乗ったほうが早いけど、ちょうどいい時間にバスが来るとも限らないし、歩いた方が確実だな……」

　そう言って腕うで時ど計けいを見た光明に、芽衣が手を挙げて叫さけんだ。

「はいはーい！　提案があります！　このままぞろぞろ歩いて行ったのでは、桜川女子高の人たちに一発で見破られてしまいます！　ですから、ここはカップルを装うというのはどうでしょう？」

「カップル？」

「はい、そうです！　所副会長は早乙女会長と、リタさんは百地さんと、麻衣ちゃんは適当に望月さんか黒鍬さんとでもセットになってもらって、私は当然、宇佐見くんと！」

「何よ、その適当にってのは！」

　抗こう議ぎする麻衣を見て、芽衣は唇くちびるを尖とがらせた。

「だって、麻衣ちゃんは男に興味が無いってもっぱらのウワサだもん、仕方ないじゃん！」

「そんなことないわよ！」

　言い合いをはじめた芽衣と麻衣を見て、朋絵が止めに入った。

「まあまあ、とにかく、聚楽園に行くわよ。カップルになるのは、向こうについてから決めましょう！」

「はーい！」

　光明の隣となりを歩いていた望月が苦笑いしながらつぶやいた。

「……聚楽園の遊園地に行くなんて何年ぶりだろう？　小学校の遠足以来じゃないのかな？」

　黒鍬が同じように苦笑を浮うかべてうなずいた。

「ああ、俺は桜川中学校出身なんだけど、中学生どうしのデートでも、行くとしたらショッピングモールとか、映画館だな。まず聚楽園なんか行かなかったなあ……あんなところ、高校生が行って面白いのか？」

「……さあ？」

　望月は真面目まじめな顔で首をひねった。




『聚楽園』は、桜川町の市街地の少し北の外れに位置している。

　ここはその名前の通り、もともとは桜川城の城主だったこのあたりの領主が、水戸の偕かい楽らく園えんや金沢の兼けん六ろく園えんなどの有名な庭園を模して作った大きな和風庭園だった。

　明治に入って、大地主の手に渡わたり別べつ荘そうとして使用されていたが、戦後の農地改革の際に資産を分ぶん割かつすることとなり、町に寄付された。

　桜川町は、この庭園の空き地に子供用のメリーゴーラウンドやコーヒーカップ、こぢんまりとしたジェットコースターなどの遊具をいくつか設置し、さらに動物園を併へい設せつして子供向けの遊園地として一いつ般ぱんに開放した。

　娯ご楽らくの少なかった昭和三十年代から四十年代にかけて、『聚楽園』は身近な遊園地として桜川町の子供たちだけでなく、近きん隣りんの楢山町、樫森町の子供たちにとって憧あこがれの場所でもあった。

　しかし、有名なテーマパークが日本中に開園し、巨きよ大だいなジェットコースターや遊具の数を競きそうようになると、こういった地方の、それも公共団体が経営している遊園地は、瞬またたく間に客足が落ちた。

　アトラクションを入れ換かえるには莫ばく大だいな費用を必要とする。民間企き業ぎようなら銀行から借り入れて設備投資もできるが、公営の施し設せつではそうはいかない。

　代わり映ばえのしない時じ代だい遅おくれのアトラクションを、メンテナンスしながらなんとか動かし続けるのが精せい一いつ杯ぱいというジリ貧の営業が続く中で、それでも『聚楽園』が細々と営業を続けることができるのは、『聚楽園』のメインは広大な日本庭園であり、遊園地はあくまでもオマケのようなものだからである。

　聚楽園にやってきた長篠が見たのは、そのオマケのような子供向け遊園地の片かた隅すみにあるベンチに、浮かない表情でぽつんと座っている霧島の姿だった。

　一いつ緒しよにいるはずの茜という女の子の姿は無い。

　──どうしたんだろう？　いきなりケンカ別れしちゃった……なんてことは無いよね？

　でも、あの馬ば鹿か、デリカシーとか皆かい無むだから、もしかして女の子にひどいこと言って泣かせちゃったりしたんじゃないかしら？

　心細そうな表情で一人ベンチに座っている霧島の顔を見ていた長篠は、小さくため息をついてから携けい帯たい電でん話わを取り出した。

　──お節せつ介かいかもしれないけど……あんな顔見たら放っておけないよね。携帯なら直接話しかけるわけじゃないし、あの子も近くにいない今なら話せるかな……。

　長篠の携帯電話が呼び出し音を奏かなでて、三回目に霧島がびくっとなるのが見えた。

　ポケットから携帯を取り出して相手を確かく認にんし、ほっとしたような顔になる。

　その霧島の表情を見たとき、長篠の胸の中で何かがきゅっと締しめ付けられた。

　──良かった、私、嫌きらわれてない。

　長篠の携帯の向こうから霧島の困ったような声が聞こえた。

『ああ、長篠か、良かった。助けてくれ、今どこにいる？』

「何よ、どうしたのよ？　私？　実を言うと、聚楽園の中よ……べ、別に、あんたのことが気になったとか、邪じや魔ましてやろうかとか、そんなつもりは無いのよ？　所くんたちと一緒に桜川町に偵てい察さつに来た、そのついでで……」

　霧島は長篠の言い訳を聞いていなかった。

『ああ、それはありがたい！　頼たのみがある！　あの子……急に真っ青になって、気分が悪い、って言ってトイレに行ったきり帰ってこないんだ……様子を見に行きたいんだが、女子トイレの中に入るわけには行かねえし……』

　霧島が長篠に事情を話していた頃ころ、そのすぐ近くにあるトイレの中では……。

「げふっ、げうぉっ、おぅっ、うえぇ……」

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「うぇぇ……すみません……スイッチが入れば大丈夫だと……ううう……思ったんですけどぉ……おうぇ」

　茜が吐はきまくっているトイレのドアの前で、大西が困り果てたようにつぶやいた。

「なんで、いきなり元にもどっちゃったんだ？　一度スイッチが入れば、舞ぶ台たいの幕が下りるまでは元に戻もどらないって話だったのに……」

「ううう……横に座ったら、急にドキドキしてきて……思い出しちゃったんです……」

「思い出したって……何を？」

「この前、霧島さんにいきなり抱だきかかえられて、保健室のベッドに連れて行かれたときの……うぇえええ……こと……おうぅぷ」

「……は？」

　そのとき、トイレの外であたりを見張っていた演劇部の部員たちが、トイレに向かって小走りでやってくる長篠を見つけた。

「あれ？　あの人、確か楢山高校の……」

「やばい！　こっちに来る！　大西さん、人が来ます！」

「え？　わ、わかった！」

　大西は演劇部員にうなずくと、トイレの扉とびら越ごしに茜に呼びかけた。

「がんばれ！　我々はここを離はなれる！」

　しかしその声は、水洗の音にかき消され、茜の耳に届いていなかった。

　大西たちが出て行ったその直後に、長篠がトイレにやってきた。

　──女子トイレの様子を見に行けないから、俺の代わりに見てきてくれって言われて、のこのこやってくる私も、いいかげんお人よしよねえ。

　長篠は自じ嘲ちようするような表情でため息をつくと、トイレの中を見回した。

　──さて、あの子はどこにいるのやら……。

「うぇええええ……」

　──ああ、ここね。

　長篠は、嘔おう吐との音が響ひびくトイレの扉の前に立って、小さくドアをノックして聞いた。

「大丈夫？」

　トイレの中の茜は、その声を大西と勘かん違ちがいした。

「あ……はい……うううう、だい……じょうぶ……うぇ……です」

「何でそんな風になっちゃったの？　病院行く？」

「あ、いえ……これ、病気じゃなくて……う……霧島さんが原因ですから……」

「え？　慶児が原因って……まさか……」

　長篠の顔が青ざめた。

「ええ、ですから……霧島さんに抱かれて……うぇ……ベッドに連れて行かれて……おうぇ……あんなこと、初めてだったから……」

「へ？」

　目を見開いた長篠の脳内に、箇か条じよう書がきで条件が並んだ。

　一・「吐き気け」がするが病気ではない。

　二・それは「霧島が原因」。

　三・「ベッドに連れて行かれた」

　四・「抱かれた」

　五・それが「初めて」だった。

　この条件が意味するところはたった一つだった。その、たった一つに思い当たった瞬しゆん間かん、彼女の視界がモノクロームに変わった。

　頭にある血が全部、どすん！　と落っこちたような感じとともに、長篠はふらっと体のバランスを崩くずして、そのままトイレの壁かべに寄りかかった。

「あ……は、ははは、はは……は……」

　乾かわいた笑いが口からこぼれ出るのを止めることができなかった。

　──そうか、そういうことだったのか。

　私は、何を見ていたんだろう？　いえ、違ちがうわ。私は見ていたのよ……そう、見ていただけだったんだ。私は……見ているだけで、何もしなかった。自分の気持ちもあいつの気持ちも、確かめることもせず、ただ、一いつ緒しよにすごした長い時間だけに寄りかかっていただけだった。

　この子は自分で慶児のところに飛び込んで行ったんだ。見ていただけの私に、この子を責める資格なんかない。

「秋野さん……って言ったわね、あなた……」

「え？　あ、はい！」

　その言葉を聞いて、茜は初めてドアの向こうにいるのが大西ではないことに気がついた。

「……お大事に、慶児と幸せにね。あいつ、ああ見えて結構子供とか大好きだし、きっといいお父さんになると思うわ。近所でもね、小さい子には人気あるのよ。強いし、カッコイイし、優やさしいって。それに悪いことは悪いって叱しかれるヤツだから、お父さんには理想的だと思うのよ。
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　まだ高校生で、生活力が無いから大変だろうけど……慶児となら、ちゃんとやっていけると思うわ……あいつ、いざってときは頼たよりになるヤツだから……」

　すらすらとまくし立てる長篠。だが、声の抑よく揚ようは全くなく、随ずい分ぶんと乾いた声だった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　あの……何か誤解されていませんか？」

　茜の吐はき気はぴたりと治まった。というか、吐いてる場合じゃないような気がする。

　ハンカチを出して口の周りをしっかり拭ぬぐった茜は、トイレのドアを開けた。

　ドアの外に立っていた長篠を見た茜は、一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔をした後で目を見開いた。

「あなたは……確か、楢山高校の保健室に来た……」

「そうね、あそこでお会いしたわね」

「……ＢＬの女王様ですよね。東京タワーでエッフェル塔とうな、山手線の女王様」

「……えーと、あそこではそう呼ばれていたけど、いや、呼ばれてない呼び名も混じってるような気もするけど……別にそれって肩かた書がきでも、二つ名でもなんでもないから。私の名前は、長篠芳よし江え。楢山高校の文芸部の部長をやっているの……」

　そして長篠は、一いつ生しよう懸けん命めい笑え顔がおを作った。

　じわりと視界の下の方が、にじんだような気がする。

　本音を言えば泣きたかった。声を上げて泣きたかった。

　でも、目の前にいるこの子に涙なみだだけは見せたくなかった。それだけが長篠の意地だった。

「あいつのこと……よろしくね」

「いえっ！　あの！　よろしくって言われましても、その……飼い方とかわかんないし……あ、馬ば鹿か！　なに言ってんだろ、私……猫ねこじゃないんだから……あの匂においはどちらかというともっとたくましい、じゃなくって、ええと……」

　目の前でパニックに陥おちいった茜は、長篠が想像していた反応の中にはなかった。

　──あれ？　変ね？　なんでこの子、こんな反応示すのかしら。

　長篠が疑いを抱いだき始めたその頃ころ、女子トイレの外では、大西と演劇部の部員たちが、予想外の展開にこれまたパニックに陥っていた。

「なんで、ＢＬの女王の柊翼さんがこんなところに来るのよ！」

「茜と何を話しているのかわかるか？」

「いいえ、小声なのでよく聞き取れませんけど、問い詰つめているとかそんな雰ふん囲い気きじゃありませんね、何か……茜のことを誤解しているみたいです……」

　女子トイレの外に集まって、中の様子をうかがっている桜川女子高のメンバーを、そこからさらに離はなれた位置で、光明たちはしっかりと監かん視ししていた。

「どう？　見た顔はいる？」

　光明がかけている携けい帯たい電でん話わの向こうから、百地の声がした。

『ええ、間ま違ちがいなく楢山高校の校門の前で、霧島殿どのを待ち伏ぶせしていたメンバーでござる。女子トイレの中で何かあったらしく、周りに集まっております』

「女子トイレ？　なんでそんなところに集まってるんだ？　霧島を見張っているんじゃないのか？……まさか、霧島が女子トイレに入っているんじゃないだろうな？」

『霧島どのは、遊園地側のベンチに座っているでござる、御ご安あん心しんを……』

「そうか、良かった。仲間内から犯罪者を出したくないからな。それにしても困ったな……いくらなんでも女子トイレの中じゃあ、君に行ってもらうわけには行かないし……」

『ちょっとお待ちを、今、リタに聞いてみるでござる……』

「確かに、リタなら入っていけるけど……」

　光明の会話を聞いていた朋絵が、心配そうに言った。

「リタは目立ちすぎるんじゃないの？　楢山高校の生徒だってのが、バレバレだと思うけど……」

「いや、桜川女子高の女の子たちが制服を着ていない私服のリタを見ても、普ふ通つうに外国人の女の子という印象しか持たないような気がするんだ。俺たちは毎日顔をあわせているから、リタの顔を知っているけど、一度か二度見かけただけだと、はっきりと覚えていないんじゃないかと思う。ほらよく言うだろう？　欧おう米べいの人は、東洋人の見分けがつかない。日本人も黒人の見分けがつかないって……」

　光明がそう言ったとき、携帯電話から元気なリタの声が聞こえて来た。

『やるでゴザルゥー！　リタは立派に任務を果たしてミセルでゴザルヨー！』

「よし、わかった、じゃあリタに頼たのもう。あの女子トイレに行って、中に誰だれがいて、どうなっているのかを見てきてくれ」

『わかったでゴザル！　行って来て、携けい帯たいでミツアキ殿どのに報告するでゴザル！　クノイチ、リタの初仕事、しっかりやり遂とげてミセルでゴザル！』

　電話を切った光明を見て、朋絵が心配そうに言った。

「……大だい丈じよう夫ぶ？　上手うまく行くかしら？」

「うーん、大丈夫じゃないし、きっと上手く行かないと思うよ」

「なによそれ！」

　驚おどろく朋絵を見て、光明は笑った。

「それでいいんだよ。あの霧島とデートしている女の子は、桜川女子高の工作員だ。間違いない。でも、霧島から情報が取れなくて、にっちもさっちも行かなくなっているんじゃないかと思うんだ。だから、こっちで落としどころを作ってやろうと思ってね。

　ブロンド・タイフーンが飛び込めば、積み上げた虚きよ構こうの積み木なんか、あっという間に崩ほう壊かいするさ」

「……それって、落としどころじゃなくて、壊こわしどころって言うんじゃないの？」

　朋絵がそう言ってあきれた顔をした、その頃。

　女子トイレの中では、長篠が茜に向かって、子供の頃の霧島の思い出話をしていた。

「……なんてこともあったのよ。今のあいつからは考えられないでしょ？　どんな男でも、カッコイイ部分とヘタレな部分の両方を持ってるの。そのヘタレな部分、弱い部分を受け入れてあげないと、男の人は疲つかれちゃうし、折れちゃうんだよ。男ってやせ我が慢まんしたがる生き物だからね……」

「は、はあ……そうですね」

　一方的に話を続ける長篠の真しん剣けんな表情を見ながら茜は思った。

　──すごいな……一人の人を、こんなに真剣にずっと見続けることができる人がいるなんて思わなかった。この人……本当に霧島さんが好きなんだな。

　大西書記長は、なんで霧島さんにこんな彼女がいるって気がつかなかったんだろう？

　そんな思いを抱きつつ、長篠の話を聞いていた、そのとき。

「お取り込み中のトコロ、失礼シマース！」

　茜の前にいきなり、金きん髪ぱつで蒼あおい目の女の子が出現した。

「リタ！　なんであんた、ここにいるのよ！」

　驚く長篠に向かって、リタは笑いながら指を立てて顔の前で振ふって見せた。

「天てん網もう恢かい恢かい疎そニシテ漏もラサズ、壁かべに耳あり、障しよう子じにメアリー。光あるところに影かげがある。デスネー！」

　──何？　何なの？　この外人さんは、誰なの？

　いきなり登場して難しい日本語を並べ立てるリタの存在は、茜の脳の処理能力を超こえていた。

「リタは初めてだよね。こちら、秋野茜さん。慶児の……彼女……いえ、奥さんになる人よ」

「ホントデスカ！　知りませんデシタ！　初耳デス！」

「えーと、私も初耳なんですけど……」

　茜のつぶやきを聞いた長篠が怪け訝げんな顔になった。

「初耳って、どういう意味よ。あなた、慶児に何も言ってないの？」

「え？　あ、いえ、だって……」

　──何を話せって言うの？　どうしていいかわかんない！

　困ったような顔をする茜を見て、長篠はうなずいた。

「ダメよ、そういうことはしっかり言わなくちゃ！　来なさい！　私から慶児にちゃんと言ってあげる！」

　長篠はそう言うと、茜の腕うでをむんずとつかんで歩き出した。

「はわ？　はわわわわ！」

　情報処理能力を超えた茜の脳は、もはや完全に機能を停止していた。

　長篠に手を引っ張られて、ふらふらと女子トイレを出て行く茜の後を、リタが興きよう味み津しん々しんという顔で追いかけた。

「なんかヨクワカンナイケド、オモシロソーデスネ！　後をついて行くデスヨー！」

　長篠に腕を引っ張られてトイレを出て行く茜と、そのあとをついていくリタを見て、桜川女子高の大西たちは更さらなるパニックに襲おそわれた。

「何がどうなってるんだ！　あの外人の女の子は誰だ！」

「えーと、確か楢山高校に交こう換かん留学生でカナダから来ている子だと思います！」

「なんで交換留学生が絡からんでくるんだ！」

「……もしかして、国際的な謀ぼう略りやくに巻き込まれているのではないでしょうか？」

「なによそれ！」

「もしかしたら、本当に『レッド・ドラゴン』というコードネームのスパイがいたのかもしれません！　敵対する国際的組織が我々のコードネームを聞いて、茜を本物のスパイだと勘かん違ちがいして……」

「あんた、そういう話ばっかり書いているから、小説賞に応おう募ぼしても一次落ちなんだ」

「がびーん！　なんてひどいこと言うんですか！　ほっといてください！」

　どうやらすごく気にしていたことだったらしく、その生徒は涙なみだ目めになって地面にひざと手をついて、がっくりと肩かたを落とした。

　それを見ていた他ほかの生徒たちは、ああ、こんな顔文字とかアスキーアートみたことあるなあ、と生暖かい空気に包まれていた。

　そのとき、一人だけ茜が連れて行かれる方向を見ていた部員が小声で叫さけんだ。

「どうやら霧島の所に連れて行ったみたいです！　今、長篠と外人娘むすめが、霧島に声をかけています！」

「……くそ、何がどうなっているのか、さっぱりわからん！」

　トイレの建物の陰かげから首を出して茜の様子を窺うかがった大西が、そうつぶやいたとき。

　遊園地のベンチで、長篠と茜とリタに囲まれた霧島が、それとほとんど同じ言葉をつぶやいていた。

「何がどうなっているのか、さっぱりわからないんだが……」

「うわ、あきれた。あんたは、そんな言い逃のがれだけはしないと思ってたのに！　あんたっていつからそんなダメ男になったのよ！」

「ソーデスヨ、この若さでマザーにナルノハ大変デスヨー、チャント旦だん那な様ガ支えてアゲナイトイケマセン！」

「ちょっと待て！」

　霧島は立ち上がった。

「何かよくわかんないけど、根本的に大きな誤解があるみたいだ！　最初から話してくれ！」

「はい、お話しします……そもそもですね……」

　茜が泣きそうな顔で話し始めたのを、長篠がさえぎった。

「いや、あなたは黙だまっていたほうがいいわ。あなたみたいなおとなしい子は、こいつに言いくるめられちゃうかもしれないから。こいつは私に任せて！」

「え？　あ、でも、でも……」

「いいから！」

　長篠はぴしりと言うと、霧島に向き直った。

「あんたが、こんなに往おう生じよう際ぎわが悪いとは思ってもみなかったわ。ホント、最低男だわ！　年下の女の子に手を出しておいて、どうやったらそんなとぼけた顔で笑えるのよ！」

「ちょっと待てーっ！」

　霧島が叫んだ。

「俺がいつ、この子に手を出したって言うんだよ！　出会ったのはついこないだ楢高の校門の前で倒たおれたときが初めてだぞ！」

「その前があるんでしょ？　身に覚えがあるなら、さっさと認めたらどう？」

「そんな覚えは無い！」

「ホントにあきれた男ね、あんたって……あんたには覚えがなくとも、この子にはあるのよ！　さあ、言ってやんなさい！　こいつに！」

　長篠はそう言うと、茜を自分の前に引っ張ってきて、後ろからその肩を押した。

　霧島の前に立った茜は、泣きそうな顔で頭を下げた。

「あ、あの……ごめんなさい！」

「なんであんたが謝るのよ！　謝るのはこいつでしょ？　さあ身に覚えが無いとは言わせないぞって言ってやんなさい！」

「……すいません、身に覚えがありません！」

「ほら、ごらんなさい、身に覚えが……って、え？　今、なんて言ったの？」

　慌あわてて顔を覗のぞき込んだ長篠に、茜はもう一度頭を下げた。

「すみません、身に覚えがありません。霧島さんとお話ししたのも、今日が初めてで……」

　リタが目を丸くした。

「……トイウコトハ、アナタのお腹なかのベイビーの父親は誰だれナンデスカ？」

「私、お腹に赤ちゃんなんかいません！……キスもしたこと無いのに……ヒドイです！」

「え？　だって、さっきトイレで吐はいていたじゃない……私が病院に行く？　って聞いたら、病気じゃない、これは霧島さんのせいだ……って……」

「それは……霧島さんの隣となりに座って緊きん張ちようしちゃって……緊張すると吐き気けを催もよおすのが私の癖くせなんです……」

「でも、でも、あなたが言ったのよ、慶児にベッドに連れて行かれて、抱だかれたって……」

「順番が違ちがいます。この間、楢高の校門のところで倒れたときに、霧島さんに抱きかかえられて、ベッドに連れて行かれた、って言ったんです」

「だって……初めてだったって……」

「ええ、あんな風にお姫ひめ様さま抱っこされたのは生まれて初めてだったんです。今日、霧島さんの隣に座ったら、あのときのドキドキ感がぶり返してきて、急に吐き気が……私、プレッシャーに弱くて。舞ぶ台たいの前でも、いつも吐いちゃうんです……」

　そのときのことを思い出したらしく、茜はその名前に負けないくらいに頰ほおを赤く染めた。

　それをみて。

「へ？」

　長篠の目が点になった。

「……ということは、つまり、あなたが妊にん娠しんしているってのも……その父親がこいつだ、ってのも……」

「はい、そんな事実はありません。全部長篠さんの思い違ちがいです！」

　長篠は乾かわいた声で笑った。

「あー……あははは、そうなの？　そういうことだったんだ……は、ははは、いやあ私、すっかり勘かん違ちがいしちゃったみたいねー、いやあ、あはは……ごめんなさい」

「おい……」

　自分をにらみつけた霧島に、長篠は必死に弁解した。

「あ、いや、だってさ、女の子がトイレで吐いていて、病気じゃない、んでもって男の名前を出して、そいつのせいだ、って聞けば、誰だってそう思うじゃない」

　少しの沈ちん黙もく。どうやら弁解は通じたらしい、と長篠が一息つこうとした瞬しゆん間かん。

「ああ、そうだな。つまり、お前は俺のことを信じてないってことだな。手当たりしだい女の子に手を出して、しらばっくれるような、クズ男だとお前に思われているってのが、よくわかった……」

　霧島の言葉を聞いた長篠は絶句した。

「そんな……」

「だってそうだろう？　俺の言うことを信じようともせずに、勝手に決め付けて人のことをボロクソに言いやがって……お前が俺のことを信じていたら、あんなこと言えるわけがねえ！

　つまり、お前にとって、俺はその程度の男でしかないってことなんだろうよ。

　あーあ、今まで女の子に声一つかけず、硬こう派は一本で生きてきたってのによ、俺のことを理解してくれていると思ったら、これだもんな」

　下を向いたまま、黙だまって霧島の言葉を聞いていた長篠の肩かたが、小さく震ふるえ始めた。

「……理解してるわよ……理解してるから……あんたが、この子を選んだなら……あんたと幸せになって欲しいって思ったから……だからお節せつ介かい焼いたんじゃないか！」

　長篠はぽろぽろと涙なみだを流しながら霧島を見た。

「本当は、泣きたかったんだよ！　なんで、なんで私じゃないんだ、なんで私を選んでくれなかったんだ、ってあんたに抱きついて、そのまま大声で泣きたかったんだ！

　でも……そんなことしたら、あんたは嫌いやがる。そんなウザイ女、あんたは大っ嫌きらいだってこと、私は知ってる。だから……だから、潔いさぎよい女になろうと思ったんだ！　にっこり笑って、祝福してあげようって……。

　そうしたら……身に覚えが無いとか言うから……頭に来たんだ！　私は一いつ生しよう懸けん命めい自分の気持ちに整理をつけているのに、何をトチ狂くるっていやがるんだ！……って」

　リタが長篠の顔を覗き込んで聞いた。

「ヨシエハ、ケイジのコト、好きダッタンデスネー。日本の古いコトワザに『恋こいし恋しと鳴く蟬せみよりも、鳴かぬホタルが身を焦こがす』というのがアリマスガ、まさにソノトオリデスネ」

「それはコトワザじゃないわよ……」

「オヤ、ソウデシタカ。デモ、意味は同じデスネ、ヨシエハ、ケイジのコトヲ本当に好きナンデショウ？」

　長篠は涙をぐい、と拭ぬぐうと、顔を上げてうなずいた。

「ああそうよ！　大好きよ！　子供の頃ころからずっと一いつ緒しよにいて、こいつの癖も、考える事も、素す敵てきなところも、ヘタレなところも、全部見てきたわ。だから言えるの。こいつの全部が好きだって。ずっと夢見てた！　こいつとキスする夢、こいつと一緒に暮らす夢、こいつとの子供を抱きしめる夢。全部見てたわよ！

　海の見える白しら壁かべの小さな家で、庭は広め。税金大変かも知れないけど！　一いつ生しよう懸けん命めい花か壇だん作るのよ。休みの日には家族で土いじり！　休きゆう憩けいは紅茶がいいかなって思うんだけど、こいつは番茶とか玄げん米まい茶がいいって言いだして、結局紅茶とスコーンは片付けて、番茶とおせんべいでオヤツにするのよ！　そんな夢とか見てたわよ！

　今まで、そんなこと、ひとっ言も言わなかったけど！　言う事は無いって思ってたけど、よくわかったわ。意地なんか張ってるのは馬ば鹿かだ。そんな事で意地張って、全部失うくらいなら、こうやって全部ぶっちゃけちゃった方が、よっぽどいいって！」

　長篠は一気にまくし立てると、耳の先まで真っ赤になって、霧島をにらみつけた。

「答えは言わなくていいわ。これはあくまでも私の一方的な思いの丈たけなんだから！　笑い飛ばしても構わないわよ！」

　霧島はしばらく黙ったままじっと長篠の顔を見ていたが、やがて、ぽつりと言った。

「笑い飛ばして欲しいのか？　それとも、受け止めて欲しいのか？　どっちだ？」

「え？　あ、それは……もちろん受け止めて欲しいっていうかなんていうか……」

　急にへなへなとした口調になった長篠を見て、霧島は笑った。

「……ホント、お前って昔と変わんないな、変なところで意地っ張りなんだよな」

「うるさいわね！」

　真っ赤な顔でにらみつける長篠を見て、霧島はもう一度笑った。

「お前の気持ちを笑い飛ばすなんて、そんな恥はじ知しらずなことできるわけないじゃんか。ガキの頃から、ずーっとお前に世話になっているんだぜ……俺はお前に、その恩返しをしなきゃいけねえんだ。

　俺がどんな大人になるか、なれるかわかんねえけど……大人になって、責任取れるようになったら、しっかり恩を返すから待ってろ」

　そして、霧島は頭を搔かきながら言いにくそうに付け足した。

「……つまりだ、お前に恩を返すのに……そうだな……うん……たぶん、一生かかる。つまりはそういうわけだ」

　長篠は下を向いた。

　ぽろぽろと涙を落としながら、長篠は何度もうなずいた。

「あと、アレだ……俺は紅茶でも、構わんぞ」

「……うん」

　その光景を見ながら、茜は胸の中で大きくため息をついた。

　──かなわないな……どんな演技も、本気の気持ちにはかなわない。

　私がこの人たちの間に入って、どうのこうのできるレベルじゃない。この作戦……最初っから無理だったんだ。

「ごめんなさい！　騙だましてました！　私が難病だっていうの、あれウソです！」

　茜は演劇部で鍛きたえたよく通る声でそう言うと、ぴょこんと頭を下げた。

　そして頭を上げた茜は、きょとんとした顔で霧島たちを見た。

「あれ？　驚おどろかないんですか？」

　リタが笑いながら顔の前に立てた人差し指を振ふった。

「鯖さば寿ず司しバッテラ、バレテーラ、デスネ。アナタガ桜川女子高のスパイダッテコト、みんな知ってるヨ。今も、周りに桜川女子高のヒト、一いつ杯ぱいイルヨネ」

　霧島が頭を搔きながらうなずいた。

「うん、俺もわかってた。でも万が一、君が難病で、力づけて欲しいってのが本当だったとしたら……って考えたんだ。騙されてもいい、それがウソならウソでいいってね……」

「うわ……マジでカッコイイ！　本当に惚ほれちゃいそうです！」

　目を輝かがやかせた茜を見て、まだ目のまわりと頰ほおが赤い長篠が釘くぎを刺さすように言った。

「ダメよ、こいつはダメ！　他ほかから見つけて来なさい！」

「そうですよね……あーなんで私、女子校選んじゃったんだろう……」

　茜がため息をついたとき、後ろから光明の声がした。

「予想外の告白タイムが入ったけど、事態はなんとか落ち着いたみたいだね……」

　光明は、にこにこ笑いながら茜に話しかけた。

「えーと、桜川女子高演劇部の秋野茜さん……だったよね、確か」

「は、はいっ！　そうです！」

「今度の決戦の情報が欲しくて、霧島に近づいたんだろうけど、残念なことに霧島は詳くわしい情報を知らないんだ。今回の決戦の総大将は霧島じゃないからね」

「そうなんですか？」

　目を丸くする茜を見て、光明は面おも白しろそうに答えた。

「うん、今回の『水すい雷らい艦かん長ちようゲーム』の楢山高校側の総大将……つまり艦長はリタなんだ」

　光明の言葉を聞いたリタは目を丸くした。

「エー！　マジッスカ？　聞いて無いデスヨー！」

「うん、さっき決めたんだ」

　光明はあっさり答えると、茜に向き直った。

「えーと、それから君が聞きたがっていた楢山高校の編制だけど、うちは防ぼう御ぎよ中心で行くつもりだ。つまり《水雷》よりも《駆く逐ちく》の方を多くするってことだね」

　光明の言葉を聞いた朋絵は飛び上がった。

「ちょっと！　光明！　なんで一番大事な事を、ホイホイ教えちゃうのよ！」

「え？　ああ、だってこの情報は明日の月曜日に、全校生徒に知らせるつもりだからさ。全校生徒に教える内容を秘密にしてたって、たぶん意味無いだろう？　たった二十四時間しか差が無いんだぜ」

「そりゃそうだけど……」

「一いつ生しよう懸けん命めい何かをやっている人には報ほう酬しゆうがなくちゃいけないと思うのさ……」

　光明はそう言って微笑ほほえむと、茜に向き直った。

「俺の言っていることを信じるかどうかは君たち次し第だいだ。ウソだと思うのなら、明日にでも確かめればいいさ。君が報告する相手は、生徒会長の華之宮さんなのか、それとも副会長の淵田さんなのか知らないけど、よろしく言っておいてくれ」

「は、はい！　わかりました！」

　茜は気を吞のまれたように目を見開いた後で、カクカク、と人形のようにうなずいた。

　その光景を遠くから見ていた大西は、がっくりと肩かたを落とした。

「我が事……終われり……だな」

「どうしてですか？　レッド・ドラゴンが、どんな情報を取ってきたのかわからないうちは、失敗だと決め付けることもないのでは？」

　大西は茜の周りにいるメンバーを指差して答えた。

「あそこにいる連中を見てみろ！　あれは楢山高校の生徒会長の早乙女と、副会長の所だ！　我々の仕し掛かけたトラップをあいつらはしっかり見み抜ぬいていた、という事だ。あの様子では、おそらくロクな情報は取れまい……引き上げるぞ！」

　大西がそう言って回れ右をしたとき、部下の声がした。

「茜……いえ、レッド・ドラゴンがこっちに来ます！」

「なんだと？　あの馬ば鹿か、正体がバレたので開き直ったのか？」

「なんか、にこにこ笑ってますね。すごく嬉うれしそうですけど……」

　大西は首をひねった。

「一体全体どうなってるんだ？　正体がバレて、追い返されたんじゃないのか？」

　息を弾はずませて大西のところにやってきた茜は、にこにこ笑いながら頭を下げた。

「ごめんなさい！　しっかりバレてましたぁ！」

「言われなくてもわかってる。一部始終をここから見ていたからな……レッド・ドラゴン作戦は失敗、何の情報も得られなかったと華之宮会長に報告せねばなるまい……」

「あ、いえ、しっかり聞いてきましたよ？　楢山高校は、防御中心の編制で行くそうです。つまり《水雷》よりも《駆逐》を多めにするみたいですね。それと……楢山高校の艦長は、霧島さんじゃなくて、あの留学生のリタって女の子がやるみたいです」

　大西は勢い込んで聞いた。

「そ、それを誰だれから聞いたんだ！　霧島か？」

「いえ、楢山高校の副会長の所さんからです。あ、そうそう華之宮会長と、淵田副会長によろしく伝えてくれ、とのことでした……」

　大西はぽかんと口をあけた後で、真しん剣けんな顔つきで考え込んだ。

「……ということは。お前が聞き込んできた情報はすべてニセモノという可能性があるな……わざと虚きよ偽ぎの情報をつかませるのは、よくあるカウンタースパイの手口だ……」

「いえ、この編制と艦長の人選は、明日、月曜日に楢山高校の全校生徒に向けて発表するそうです、ウソだと思うのなら、明日まで待てばいい、って言ってました」

「なんだと？　だとしたら、なぜ本当のことを言うんだ？　わけがわからない……」

　大西が理解できない、という風に考え込んだ、その頃ころ。

　聚楽園の遊園地の片かた隅すみで、ソフトクリームを舐なめながら朋絵がつぶやいた。

「なんで、あの子に本当のことを教えたのか、なんとなくわかったような気がするわ……」

「どんな風に？」

「あんな手の込んだ方法で情報を取ろうとする人は、きっと疑うたぐり深い人よね。何を見ても聞いても、その裏を読みたがるような人だと思うの。

　そういう人に、本当のことを教えると、きっと裏を読もうとする……真意は？　とか、情報が正確かどうかとか、いろんなことを考えちゃうでしょうね。時には全然違ちがう結論を出したりするかもしれない……あなたが本当のことを教えたのは、そういったミスリードを誘さそう作戦。……違ちがう？」

　光明は小さく拍はく手しゆをした。

「うん、ほぼ正解かな？　ミスリードを誘うことまでは考えていないけど、相手がいろいろ考えて疑ぎ心しん暗あん鬼きになってくれればそれでいいかな、って考えていたのさ。色々引っ搔かき回されたから、ちょいとした意い趣しゆ返がえしみたいなものかな？」

　朋絵は手に持ったソフトクリームに目を落としてつぶやいた。

「引っ搔き回されたけど……霧島くんたちは、上手うまく行ったよね……お互たがいの気持ちがわかって、とっても嬉しそうだった……」

　朋絵はちらっと横目で光明を見た。

　光明の表情はいつものポーカーフェイスのままだった。

　もう一度、見る。

　やっぱり、いつもと変わらない。

　──ホントに、鈍にぶいんだから！　いいえ、この人のことだから、本当は気がついているのに気がついていない振ふりをしているのかもしれない。

　いえ、もしかして本当に気がついていないのかも……どっちだろう？

　朋絵は大きなため息をついた。

　──あーもう、イヤ！……なんで、こんなめんどくさい人を好きになっちゃったんだろう。私……いっそのこと、長篠さんみたいに、ぶっちゃけちゃおうかしら。

　そのとき、光明が真面目まじめな顔で呼びかけた。

「朋絵……」

「え？　あ、はいっ！」

　どきん！　と脈打つ心臓を押さえるようにして、朋絵は聞いた。

「な……なに？」

「ソフトクリームが垂たれるよ」

　光明の指差すとおり、朋絵の手にしたソフトクリームは溶とけて、今にも零こぼれ落ちそうだった。

「はいはい、わかりましたよ、ソフトクリームが溶けてるわよね、そんな事にも気がつかないほど私は間ま抜ぬけですよ！」

　怒おこったように言い返した朋絵は、そのままソフトクリームにかぶりついた。

　にこにこ笑いながらその光景を見ている光明を見て、リタがつぶやいた。

「アノ二人モ、上手く行きそうデスネ。普ふ通つうの女の子ナラ、ソフトクリームに食いつく姿は恥はずかシクテ見せられマセン。ソレガデキルトイウコトハ、心許している証しよう拠こデスネ」

　リタの隣となりに座って、光明たちを見ていた百地がうなずいた。

「日本には、彼女が芋いも食ってる姿を見ても可愛かわいいと思えれば本物、という言葉があるでござるよ」

「Ｏｈ！　ヤキイモ！　オイシイヨネ！　カレシの前で食べられないナンテ、カワイソウです！　彼女がオイモ食べてテモ、笑って許すくらいの度量がホシイデス」

　リタはそう言って笑った後で、ちょっと不思議そうな顔で聞いた。

「ソウイエバ、今日は覆ふく面めんしてイナイノニ、モモチサンダユーナンダネ。言こと葉ば遣づかいモ、ニンジャのママ……いつものノリユキト同じ顔ナノニ、ヘンナ感じダネ」

　百地こと、本名、河瀬則之は苦笑いを浮うかべた。

「今日は楢山高校の忍にん者じや同好会としてここにいるから、覆面していなくても拙せつ者しやは『百地三太夫』なのでござる……ってのも、なんか変だな」

「ソウデスヨ、ノリユキの顔でゴザル、とか言うとワラッチャイマス」

「……そうか、そうだな。学校でも覆面していないときは普通の言葉遣いだものな。よし、覆面しないときは河瀬則之で行こう」

「ソウソウ、ソッチノホウガワカリヤスイデスネ。デモ、日本に来たとき、不思議でしたネ、カナダで見た映像デハ、日本デハ、ニンジャノ格好のママ、会議をヤッテイタデスヨ。ワタシ、きっと日本ニハ、ごく普通にニンジャノヒトが歩き回ってイルと思ってイタデスヨ」

「忍者の格好で会議？　そんなことやっている日本人なんか……」

　則之はそこまで言ってから、何かに思い当たったように目を見開いた。

「あ、そういえば昔、伊い賀が市だか甲こう賀が市だか忍者で有名な町で、観光用の話題づくりのために、議員さんが全員忍者装束で市議会を開いたってニュースを見た事があるぞ。もしかしてリタが見たのはそれじゃないか？」

「ワタシが見たのハ、動画掲けい示じ板ばんの画像デスヨ。アレ見て、スゴイ！　日本にニンジャってホントにイルンダ！　ってオドロキマシタデスヨ」

「動画掲示板の画像って、何の解説もないからなあ。知らない人はあれを見て、すべてだと思い込んじゃうかもしれないよなあ……そういう俺だって、カナダのこと何も知らないものな。カナダと聞いて思い浮かべるものって言えば、メイプルシロップくらいかな？」

　リタは半分怒ったように唇くちびるを尖とがらせてうなずいた。

「日本人、カナダのこと何もシリマセンネ。ワタシの家ハ、オンタリオのセントキャサリンズにアリマスネ、ナイアガラの滝たきノ近くデスケド、ナイアガラの滝ハ半分カナダだって言うト、ミンナオドロキマスネ。日本人ハ、ナイアガラノ滝、アメリカのものダト思ってマス」

　則之はリタの顔を見て素す直なおに頭を下げた。

「……ごめん、俺も今まで知らなかった」

　リタは、一いつ瞬しゆん、きょとんと目を見開いた後で悲しそうに微笑ほほえんだ。

「ノリユキモデスカー、悲しいデス。デモ、知ったかぶりシナイノリユキハ、ステキです」

「うへ、女の子にステキ、とか言われたの初めてだ」

　照れたように笑う則之を見て、リタは、再びきょとんとした顔になった。

「ノリユキハ、ステキデスヨ、カッコイイデス。ノリユキの家の道場で、ボクトウ持ってマスターと向き合っタトキノノリユキハ、メチャメチャカッコイイデスヨ」

「そりゃあまあ、道場ではへらへら笑うなって、祖父じいさんに小さい頃ころからずっと言われてたからなあ……」

　リタは剣けんを構えるように両手を前に突つき出してつぶやいた。

「カナダに帰るマデニ、ニンジャノ免めん許きよ皆かい伝でんナリタイデスネー」

　則之は、またかという顔になった。

「あのな、何度も言っているけど、俺んちの道場は『忍にん流りゆう小こ太だ刀ち道どう』の道場だ。忍者の忍にん、という文字がついているけど、忍者じゃない。

　心中の雑念を忍の一文字で鎮しずめ、剣の筋道に魂たましいの一いつ切さいを込め、相手を断たつ……という極ごく意いから来ている、れっきとした鐘かね巻まき流剣術の流れを汲くむ小太刀の剣けん術じゆつ道場なんだぞ」

　リタは真しん剣けんな顔でうなずいた。

「ワカッテオリマス。剣術道場トハ、世を忍ぶ仮のスガタ。タトエ入門者といえドモ、免許皆伝マデハ秘密ナノデスネ」

「いや、だからだな……」

　則之がもう一度説明しようとしたとき、少し離はなれた所にいた光明が二人を呼んだ。

「おーい、百地！　リタ！　そろそろ帰るぞ！」

「ハーイ！　ワカリマシター！」

　リタは大声で返事をすると、ベンチから立ち上がり、真剣な目で則之を見た。

「ワタシ、本気で剣術の修しゆ行ぎようスルツモリ！　今ミタイナ、ゲストジャナクテ、門下生にシテホシイ！　ホームステイした家の隣ニ剣術道場ガアッタナンテ、コンナノ偶ぐう然ぜんジャナイヨ。キットコレハ、運命ダッタデスヨ！」

「わかったよ、祖父さんに言っておく。祖父さんもリタのことを気に入っているみたいだし、入門を認めてくれると思うよ」

「ホントデスカー！　ウレシイ！」

　目を見開いたリタは、子供のようにぴょんぴょんと飛び跳はねた後で、にっこり笑って頭を下げた。

「道場デモ、ヨロシクオネガイシマス、兄あに弟で子しドノ！」

「あ、ああ、わかった。でも道場では、俺が忍者同好会に入っていて、ましてや会長だ、なんてのは絶対秘密だからな。それだけは念を押しておくぞ！」

「ワカッテオリマス。ニンジャハ秘密を守るデゴザルヨ、ニンニン」

　顔の前で人差し指と中指をそろえて立てて印を結んだリタを見て、則之は、小さくため息をついた。

　──ホントに大だい丈じよう夫ぶかな……こいつ。







[image: 第六章　朋絵の夢]




　月曜日の午後四時。

　楢山町の中心部にある地方行政機関の出張所のビルの会議室に光明と朋絵がいた。

　このビルには藍山が所属している地方庁合がつ併ぺい推進課の事務所が入っており、今日ここで桜川女子高と楢山高校との決戦となる、非ひ接せつ触しよく式カードによる『水すい雷らい艦かん長ちようゲーム』の最終的なルール確かく認にんが行われ、双そう方ほうが調印することになっていた。

　灰色のカーペットが敷しき詰つめられ、会議用のテーブルがロの字形に並べられた広い会議室の中に、ぽつんと座った朋絵が心細そうにつぶやいた。

「ここでいいんだっけ？　私たち部屋を間ま違ちがえてない？」

「いや、ここでいいんだよ。受付でもこの部屋に行けって言われただろう？　少し早く来ちゃったから、まだ他ほかの人が来ていないだけだと思うよ？」

　腕うで時ど計けいを確認して、そう答えた光明を見て、朋絵は小さくため息をついた。

「ホント、あんたってどんなときも余よ裕ゆうよねえ、不安になるとか、心細くなるとかそういうことってないの？」

「そりゃあるよ。だけど、そういう不安とか心細さとか、結局自分でなんとかするしかないって思ってるから、口に出したり顔に出したりしないだけさ。心の中は結構ぐらぐらしてたりするんだけどね」

「ふーん、やせ我が慢まんしてるんだ……」

「うん……自分より大切な人なんかいないって思ってる人にはわかんないだろうけど、自分のプライドだけを守るためのやせ我慢と、誰だれかを守るため、誰かのためにするやせ我慢は、似てるけどどっか違ちがうって思うんだ。誰かのためにやっているやせ我慢って、楽しいんだよね」

　光明がそう言って微笑ほほえんだとき、会議室のドアが開いて、藍山と、そして桜川女子高校の華之宮と淵田が入ってきた。

「申し訳ありません、道が混こんでいましたので……」

「いえ、私たちもそれほど待たされたわけではありませんので……」

　小さく一礼して顔を上げた華之宮の視線と、朋絵の視線の間に、静かな火花が散ったように光明には見えた。

　華之宮と淵田が座ると、藍山は持っていたブリーフケースの中から、Ａ４サイズの紙をステープルで綴とじて簡易製本したものを取り出して、四人に配った。

「さて、時間がないわ。最終的なルール確認に入るわよ、今日中にこのルールを作り上げて、桜川町の町当局と商工会の所に持っていくことになっているの。楢山戦国祭りが大成功したのを見て、桜川町の町長さんとかも乗り気なのよ。ついこないだまで、何を馬ば鹿かなことをやってるんだ……とか言って冷たい目で見ていた連中が、もうみんな諸もろ手てを挙げて大だい歓かん迎げいよ……」

　藍山はそこで言葉を切ると、光明をじっと見つめて言葉を継ついだ。

「これは全部、所くん、あなたが結果を出したからよ。人を説得する最大の方法は、結果を出して見せること。そうすれば、仮定の上に成り立っている批判や中傷は拠よりどころを失って空中分解するわ。まあ、ひっくり返して言えば、結果を出せないと批判と中傷の矢や面おもてに立たされるってことだけど、それを恐おそれていたのでは、なにもできないわ。前進あるのみね」

　藍山はにっこり笑うと、椅い子すに座ってルールブックと、システム手帳を開いた。

「さて、前回の会議で未決案件になっていた事じ項こうから片づけるわよ。まずゲーム参加時の服装。

　今回のゲームは鬼おにごっこで、かなりの運動量になるということで、体操着で参加した方がいいという意見が出ていたけど、調べたら楢山高校と桜川女子高の体操着は同じメーカーのもので、胸の校章が違うだけね。男子と女子なら見分けがつくけど、楢山高校の女子生徒の見分けがつかない。ということで、体操着の着用は見送ります」

「では……制服で走り回れということですか？　このセーラー服で？」

　抗こう議ぎするような口調で言った華之宮を見て、藍山はうなずいた。

「ええ、そういうことよ。でもそれは楢山高校も条件は同じよ。走りやすいようにスカートを短くして、下に短パンはくのは自由よ……というか、制服着用については、町の商工会とかからも要望が来ているのよ。マスコミが来るし、客も来るし、やっぱり華はながあったほうがいい、ってことみたいね」

　華之宮はうなずいた。

「わかりました。我が桜川女子高は、この制服に誇ほこりを持っております。高校の存亡をかけた決戦に、諸しよ先せん輩ぱい方の思いのこもったこの制服で臨のぞむのは、ある意味正しいことなのかもしれません」

　藍山は朋絵と光明を見て聞いた。

「楢山高校から、何かご意見はある？」

「えーと、男子の場合は学生服ってことになりますけど、これ暑くなったら上は脱ぬいでもいいでしょうか？　白いシャツを制服扱あつかいにしてもらえればありがたいのですが……」

　光明の言葉を聞いた華之宮は首を振ふった。

「それは不公平ですわ。楢山高校は女子もブレザーで、いざとなれば上着を脱げますが、私たちのセーラー服はそうはいきません。それに白いワイシャツ姿では、ネクタイを外したサラリーマンと見分けがつかない恐れがあります。通行人に偽ぎ装そうされる可能性がある以上、最後まで制服着用でいるべきです！」

　光明は苦笑いを浮うかべた。

「サラリーマンに偽装するなんて考えてもいなかったけど、そう言われてみればそうですね。わかりました、学生服の上着は休きゆう憩けいポイントの中でだけ脱いでいい、という事にしていただければ結構です」

　藍山がシステム手帳に細則を書き込んだ後で顔を上げた。

「じゃあ、制服で戦うってことが決まったついでに、変装偽装についてのルールも決めてしまいましょう。楢山高校から出ていた、いわゆるかぶりもの、みたいな仮装はオッケーか？　という意見だけど、これって、どういう理由で出てきたの？」

「えーとですね、うちの高校は、イベントには仮装して参加するって伝統があるんですよ。前回の樫森高校との決戦ではプロテクターを着込んだので、あんまり奇き抜ばつな仮装はいませんでしたけど、それでも背中にアニメキャラの絵を描かいた旗はた指さし物ものを立てたり、胸にカッティングシートで女の子の切り絵を貼はっていたヤツがいましたね。今回も女装したり、メイド服を着込んだりするヤツが出てくるんじゃないかと思って、一応提案してみたわけです」

　藍山は半分あきれたようなため息をついた。

「……あんたらは、ホント、高校生活を楽しんでるわねえ……」

「ええ、まあ、伝統的にそういう高校なもので……」

「確かに楢山高校ってのは、そういう高校みたいね……まあ話を戻もどすけど、女装とか仮装とかを認めてしまうと、相手側の制服を着たり、通行人のふりをしたりできることになるわね。だから服装の変へん更こうは一いつ切さい認めない。着ぐるみも同じ理由でダメ」

「じゃあ、カツラはどうでしょう？　制服を着てその上でちょんまげカツラを載のせたり、禿はげカツラを載せたり、覆ふく面めんしたりするのはダメですか？」

　藍山は華之宮を見て聞いた。

「それについては華之宮さんが決めてちょうだい、どうするの？」

　華之宮は言葉を選ぶようにゆっくりと答えた。

「そうですわね、制服さえ着ていれば、カツラを載せようが覆面をしようが、敵味方の識別の支障にはならないと思われます。その程度の仮装は許可しても構わないと思われます」

「では制服着用の上で、カツラや覆面を装着することはルールに触ふれない、ということでよろしいですね？」

「はい、構いません……」

　華之宮はそう言ってうなずいた後で、光明を見下すような口調で付け足した。

「……それにしても楢山高校の生徒の方々は、よくもまあそんな無意味な事に労力を注つぎ込みますわね」

「いやあ、無意味な事に真しん剣けんになれるのって、そんなに悪いことじゃないと俺は思うんですけどね……」

　笑いながら、さらっと受け流した光明を見て、朋絵はちょっと誇らしく感じた。

　──やっぱり、光明って大人だな。

　感情でわめいたり怒おこったりするのは子供でもできるけど、こうやって笑って受け流すことは大人じゃなきゃ無理だ。

　やせ我が慢まんを馬ば鹿かにする人って、単に自分がガキだって言ってるだけだよね。




　ルール確かく認にんはその後も行われ、双そう方ほうの意見の取りまとめが終わったのは午後五時近かった。

　藍山がルールの骨子を読み上げていた。


勝利条件は次の二点による。




・制限時間内に相手の艦かん長ちようを撃げき沈ちんした場合、及および、双方共に艦長が撃沈されず制限時間が終しゆう了りようを迎むかえた際、中央ポイントを登録し支配下においていた側を勝利とする。

・ゲームに参加する選手数は、双方共に六百十五名とする。

・選手以外の者で、休憩ポイントの救護員もしくはその補助員として戦せん闘とうエリア内に立ち入るものは、白色のゼッケンと白色の帽ぼう子しを着用すること。

・休憩ポイントに配置する救護係は、双方共に二十人以上とする。上限はない。

・中央ポイント、及び本ほん陣じん、復活ポイントの登録は、『戦せん艦かんユニット』のカードでのみ可能である。

・いずれの拠きよ点てんにあっても登録は上書き可能である。

・『水すい雷らいユニット』『駆く逐ちくユニット』は、撃沈された後、復活ポイント、もしくは本陣に戻り、そこでリセットすることによって戦線復帰が可能である。しかしこの際に、十五分間のペナルティが科せられる。

・中央ポイントは単に登録のみを受け付ける。中央ポイントでのユニット復活はできない。

・『戦艦ユニット』は拠点の登録が可能であるが、撃沈された場合は復活できない。

・双方共に、復活ポイント近くに休きゆう憩けいポイントを置く。ここではどちらのユニットであっても給水、及び休憩が可能である。休憩エリア内ではセンサーのスイッチをオフにしなくてはならない。

・双方ともに自校の制服を着用とする。私服、着ぐるみ、仮装、女装、男装等は一切禁止とする。ただし制服着用の上、カツラ、覆面等の頭部のみの装そう飾しよくは認める。

・戦場エリア内における公共機関、及び自転車、バイク等の乗り物の使用を禁止する。

・戦場エリアは別紙地図に示す。建物内は原則として立ち入り禁止。エリア内の道路、橋、その他公共用地はすべて戦場エリアとする。私有地は含ふくまれないが、私道等、公共の通行に供している場合はこの限りではない……。



　読み上げ終わった藍山は顔を上げると、朋絵と華之宮の顔を交こう互ごに見てから、ゆっくりと言った。

「異議はありませんね？　では、このルールを承認するということで、こちらの誓せい約やく書にサインと押おう印いんをお願いします」

「わかりました」「かしこまりました」

　朋絵と華之宮は同時に答えると、目の前に置かれた誓約書にサインして、押印した。

　二人がサインと押印を終えたのを見て、藍山が、ほっとしたような口調で言った。

「とりあえず、これで事前の一番大きな案件は終わったわね。この後は、桜川町の産業祭のスタッフの仕事だわ。例の楢山城攻こう防ぼう戦せんのときに、イベントを仕切ったのと同じ代理店が入ってくれたらしいから、また盛り上がるでしょうね……」

　藍山はそこで言葉を切ると、目の前にいる朋絵と華之宮を見ていたずらっぽく笑った。

「どう？　調印が終わったところで、握あく手しゆでもしてみない？」

「いいですよ」

「敵とはいえ、儀ぎ礼れいの場ですから、私はかまいません」

　うなずいた二人を見て、藍山は一いつ緒しよにいた野上に言った。

「あんた、デジカメで二人が握手しているところ撮とっておいて。後でマスコミ発表に使うかもしれないから」

「わかりました！　コンデジでよければ……」

　野上はそう言うと、胸のポケットからコンパクトデジカメを取りだした。

「それでいいわ、大げさにするつもりはないから。じゃあここにきて、握手して、そうそう、そんな感じで……はい、チーズ！」

　と、藍山が言うと、ピントを合わせるためにシャッターを半押しにしていた野上からツッコミが入った。

「課長！　最近の若い子たちは『チーズ』なんて言わないですよ？」

　藍山は、形のよい眉まゆをひくつかせて言った。

「あ、あら、そう、かしら……？」

「そうですよ」

「じゃ、じゃあ、一足す一は……」

「いや、それも言わないですって。古いです」

　何も考えずに追い打ちをかけた野上を見て、光明が割って入った。

「えーと、普ふ通つうにカウントダウンでいいんじゃないですか？　三・二・一で」

　光明の提案を聞いた朋絵が、握手の状態のままうなずいた。

「そ、そうですよ。プリクラとかでも、カウントダウンですし！　ねっ、華之宮さん！」

「そうなのかしら。私プリクラというものはよく知りませんから。『チーズ』でもいいと思いますけれども……」

　ぽそっと華之宮がつぶやいたが、朋絵はそれを無視して、光明にカウントダウンを促うながした。

「ほら、光明！　カウントおねがい！」

「ああ、わかった。じゃあ……三、二、一！」

　そして今度こそ、会議室にストロボの閃せん光こうが走った。




　地方行政機関の出張所のビルからの帰り道。

　難しい顔でなにやらぶつぶつ言いながら歩いている光明の少し後ろを、朋絵は黙だまって一緒に歩いていた。

　光明が、考え事をしているときに話しかけられる事を嫌きらうことは知っていた。しかし、出張所を出てから、ずっと光明は独り言を言いながら考え込んでいる。

　──いつもなら、もっと早く考え終わるのに、今日はずいぶんと長く考え込んでいるわね。それだけ、今度の決戦は難しいってことなんだろうか？

　こんなとき、光明の力になれないってのが辛つらいな。

　もし、私が奥さんだったら、こんな風に一いつ生しよう懸けん命めいになっている光明を、いろんな方法で励はげましたり癒いやしたりできるんだろうけど……。

　──そういえば、よくマンガとかで、旦だん那なさんが帰ってくると、奥さんが言う定番の、

『おかえりー。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それとも、わ・た・し？』

　なんてセリフがあるけど、あんなこと本当にやっている夫ふう婦ふとかカップルっているのかな？　普通、恥はずかしくてできないよね。

　でも、もし光明がやって欲しいって言ったら、やっちゃうかもしれないな……私。

　疲つかれて帰ってきた光明。私は先に帰ってきて、晩ご飯を作ってるんだ。ちょっとラフな格好の上にエプロンだけ着けて。こんな時季だとやっぱり暖かいものが食べたくなるだろうから、シチューやポトフを作ったりして。あ、でも光明は肉じゃが好きなのよね。お味み噌そ汁しると焼き魚と肉じゃが作って、帰ってきた光明を私は玄げん関かんで迎むかえてあげる。

『おかえりなさい、光明』『ただいま、朋絵』なんて言ったりして。

　光明、朋絵。うわあ、呼び捨て、呼び捨てよ呼び捨て！　って、いまも呼び捨てよね。ということは。

『おかえりなさい、あなた』『ただいま、おまえ』

　あなた！　おまえ！　うわあ！　どうしようどうしようどうしよう!?

『ちょうどよかったわ。もうじきご飯の準備が出来るのよ。お風呂もちょうど沸わいたところ』

　これは半分噓うそなのよ。ご飯もお風呂も準備が出来てるのは本当だけど、ちゃんと光明が帰ってくる時間を計算して準備するのよ。だって、出来たてのおいしいご飯や、あったかいお風呂を用意してあげたいもの。

　んでもって、例のセリフを……。

　と。そこで朋絵は、我に返った。

　──うわ、私、何でこんなに積極的なんだろう？　やっぱり、長篠さんと霧島くんを見ていたせいかな？　私ももっと積極的になったほうがいいんだろうか？　いやいや。いまのは積極的って次元の話だったかしら？

　朋絵の脳内に、様々な妄もう想そうが渦うずを巻いていたそのとき、光明がいきなり顔を上げて振ふり向いた。

「きゃ！」

　朋絵は思わず小さく悲鳴を上げた。

　だが、光明は朋絵の悲鳴に気がつかない様子で、朋絵を頭の上からつま先までしげしげと見た。

「な、なによ、いきなり……」

　光明は何も答えない。朋絵の胸をじっと見つめた後で、今度は背中やお尻しりをじろじろと見回しながら朋絵の周りをぐるりと一周して、再びあごの下に手を置いて、考え込むようにつぶやいた。

「ふうむ、やはり貧弱か……」

　あまりにしみじみと言われたので、朋絵は一いつ瞬しゆん、なんのことかわからなかった。

　だが、何が、貧弱なのか。それは、光明の視線を見ればすぐにわかる。

「貧弱って言うな～っ！」
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　朋絵の叫さけび声を聞いた光明は、我に返った。

「え？」

　気がつくと、顔を真っ赤に染めた朋絵が半分涙なみだが混じった怒いかりに満ちた目でこっちをにらんでいた。

「俺、何か言った？」

「貧弱って言った……私の胸と身体からだじろじろ見て……貧弱って言った！」

「あ、ごめん、思わず……」

　朋絵は目に涙を溜ため、怒りに我を忘れて叫んだ。

「何よ！　見たことも触さわった事もないくせに！　評論家みたいなこと言ってないで、見ればいいじゃない！　触ればいいじゃない！　あなたが言えばいつだって……もう！　人の気持ちも知らないで！」

「あ、いや、そうは言われても……」

　赤くなった光明を見て、朋絵は自分が何を口走ったのかに気がついた。それと同時に、どかん！　と全身の血が頭に上ってきた。

　朋絵は真っ赤になった自分の顔を押さえてその場にしゃがみこんだ。

　──うわ、なんてバカなことを言っちゃったんだ私！　告白とか、キスとか、いろんなステップ全部すっ飛ばして、いきなりそこに行くか？　普ふ通つう。

　そのまま逃にげたかった。どっかに消えて無くなりたかった。顔を押さえた指の間から見える自分の足元の地面を見て、朋絵は思った。

　──ああ、今、この瞬間に神様が現れて、私の願いをかなえてくれるなら……私、モグラになりたい！　アスファルトでもコンクリートでも穴が掘ほれるくらいのスーパーモグラになって、穴掘って掘って、逃げて逃げて、地球の反対側に行って、そこで一人寂さびしく余生を過ごしたい！

　──引いたよね、光明。

　うん、間ま違ちがいない。だって、何も言わないもの……。

　そのとき、朋絵の前に誰だれかが屈かがみ込んだ気配がした。そっと指先の間から前を見ると、そこに光明の顔があった。

　小さな、しかし、しっかりした口調で光明が語りかけた。

「ごめん、君の身体を貧弱って言ったことは謝る。脳内で色々作戦を練っていて、その中でリタと君の身体のシルエットを見比べてしまったんだ……君を誰かと比べるなんて、とんでもないよな……もう一度あやまるよ、ごめん……」

　光明の言葉を聞いたとき、朋絵の中にあったわだかまりが、すこし解けたような気がした。

　それは、半分あきらめにも似た納なつ得とく感だった。

　──リタに比べられたのなら、仕方ないよね……って言うか、あの子に負けないプロポーションの子なんて、そう簡単にいるわけないものね。

　朋絵は下を向いたままゆっくりと立ち上がった。

　光明から、微び妙みように視線をそらして朋絵は言った。

「わかったわ……かんべんしてあげる……忘れてあげる。だから……あんたも忘れなさい」

「え？　何を？」

　朋絵は再び叫んだ。

「覚えておらんのか、あんたはーっ！　私があんなに恥はずかしい思いしたっていうのに！」

「恥ずかしい……って？　ああ、あれか、見てみろ触ってみろってヤツか」

「言うな言うな、言うなー！」

　真っ赤な顔でにらむ朋絵を見て、光明は笑った。

「恥ずかしがることないじゃないか。だって俺、お前の裸はだか見たことも触った事もあるぞ」

「え？」

「ほら、小学校に入った頃ころに、俺の家の庭でプール入ったときに……」

「何年前の話よ！　まさか、あんた、あの頃と今と同じ体形だと思ってるんじゃないでしょうね！　こう見えても、私、結構成長しているんだから！　育ってるんだから！　こことかあそことか！　って、なんでそんな話になるのよ！」

「お前が振ふったんだ」

　光明と朋絵はしばらく黙だまったままにらみ合っていたが、やがて同時に笑い始めた。

「……ははは……何やってるんだろ、私たち……この先、桜川女子高との決戦が控ひかえているっていうのにこんなところで……」

「ああ、ホントだな……さあ、行くぞ、生徒会室でみんなが待っている」

　そう言って歩き出した光明の横に並んで、朋絵が聞いた。

「さっき、歩きながら何をあんなに一いつ生しよう懸けん命めい考え込んでいたの？」

「どうやればルール違い反はんにならないように目的を達するか、その抜ぬけ道を考えていたのさ」

「それって、見つからないようにズルをするってこと？」

　光明は慌あわてて首を振った。

「違ちがうよ、あくまでもルールは守るのさ。ルールを守った上で、いかに相手の予想外の方法を考えるか、ってことだよ……特許って知っているだろう？　今までに無いものを発明した人に与あたえられる権利だ」

「うん、知ってる……でも、それと予想外ってのと、どう関係するの？」

　怪け訝げんな顔をする朋絵を見て、光明は面おも白しろそうに笑いながら答えた。

「世の中には、特許を取った新商品が出てくると、すぐにそれに良く似た品物が店頭に並ぶことって良くあるだろう？　でも、そういった品物が、特許違反で訴うつたえられることはあまりないよね。なぜだかわかる？」

「使用料を払はらっているからかしら？」

「うん、もちろんそういう品物もたくさんあるけど、ほとんどの品物は特許にひっかからないように工く夫ふうしたり改良を加えて、付加価値をつけて売り出しているからなんだ。

　だから競争になって、より良いものを作れるようになっていく。

　もし特許を取ったメーカーしかそれを作れないとしたら、そのメーカーが市場を独どく占せんしてしまって競争は起きない。改良も何もしないでも売れるから、技術はそこでストップしてしまう」

　朋絵はうなずいた。

「あ、そうか、それしか無いんだから、選せん択たくの余地が無いってことか……嫌いやでもそれを使い続けるしか無いってことね」

「そういうこと。特許ってのはいわばルールだ。最初からルールを無視して儲もうけるつもりなら、コピーして海かい賊ぞく版ばんを作って売ればいい。コピーなら開発力も何もなくたって作れるからボロ儲けだよね……でも、日本のメーカーってのはそんなことはしない。技術力を高めて、先発メーカーの特許に触ふれない別の設計や方法を編み出して製品を作るんだ。

　同じ物もの真ま似ねでもフルコピーを平気でやる無法者とは中身も考え方も違う。日本人はルールを破ることなく、改良と改善でルールの予想を一枚超こえたところで勝負しようとする……」

　光明は、そこで言葉を切ると、にっこり笑った。

「つまり、ルールが決まってからが、本当の勝負だってことさ」




　次の日の放課後。

　楢山高校のグラウンドにある朝礼台にリタが立って、目の前に集まった生徒にワイヤレスマイクで呼びかけていた。

『ミナサン！　コンニチハ！　交こう換かん留学生のリタ・フォレスタル・エドワース、デス！　ワタシハ、生徒会長の早乙女サンカラ、コノタビノ桜川女子高との決戦ニオイテ、ミナサンノ総大将でアル《艦かん長ちよう》ヲ命ゼラレマシタ！

　ワタシガ敵に撃げき沈ちんサレレバ、その時点でゲームオーバー、楢山高校の敗北トナリマス！

　ワタシハ、ソノヨウナジュウダイナ責任を、一いつ介かいの留学生であるコノ私二任セテイイノカ？　ト、聞きマシタ。早乙女会長のお返事ハ、実に簡単ナモノデシタ。

「アナタハ、楢山高校の生徒デス。タトエ外国の人デアッテモ、楢山高校の制服を着テ、楢山高校ニ通イ、楢山高校の生徒トシテ勉強シ、笑イ、ソシテ思い出を作ルナラバ、アナタハ間ま違ちがいナク、楢山高校の生徒デス……」ト。

　ワタシハ、日本人デハアリマセン！　ワタシハカナダ人デス！　ワタシハソノコトニ誇ほこりをモッテイマス！　ソシテ、ソレト同時に、ワタシハ楢山高校の生徒デス！

　ワタシハ、ココニイルミナサント同じ記き憶おくを共有シテイマス。ミナサント同じモノヲ見て、同じ音を聞イテ、同じモノを食ベテ、同じヨウニ笑イマス！　そう考えたトキ、ワタシハ早乙女会長の言葉のイミガワカリマシタ……』

　リタはそこで言葉を切ると、両手を広げた。

『ジャパニーズ？　カナディアン？　カンケーアリマセン！　ワタシハ、楢高の生徒デス！　ワタシ、コノ学校ダイスキデス！　アナタタチ、ミンナダイスキデス！　ワタシは日本に来てホントウニハッピーデス！　この幸福を与えてクレタ、コノ楢山ハイスクールガ、無くなるナンテ許せマセン！　ソレハバッドエンドデス！　アンハッピーデス！　ソレを食い止めるコトガデキルナラ、ワタシは何でもヤリマス！

　ワタシが艦長に選ばれた理由のヒトツは、目立つコト、ダソウデス！　どこにイテモ目に付く、ワカリヤスイ。ソレガ理由ダソウデス！　ソレヲ、副会長からキイタトキ、ワタシは決めマシタ！　コウナリャトコトン目立ッテヤロージャナイノ！　ッテ！』

　リタは、手に持ったワイヤレスマイクをスタンドにはめると、ポケットから金色の金具のついた陣じん鉢ばちと呼ばれる白い鉢はち巻まきを取り出した。

　そして、それを額に当てると、手て馴なれた手つきで頭の後ろで結んだ。

『コレガ、ワタシノ本気ノアカシ！　勝利の鉢巻デス！　日本デハ、神様ニ願い事をスルトキニ、何か自分に試練を課ス、願がん掛かケ、トイウ風習ガアルト聞キマシタ。

　コレガ私の願掛けデス！　ワタシ、今日カラズット、コノ鉢巻巻いてスゴシマス！　決戦が終わるマデ外しマセン！

　イイ？　ミンナ！　ワタシを目印ニシテ！　ワタシを信ジテ！　ソシテ、勝利を信ジテ！　ウィ・アー・ザ・ヴィクトリー！』

　リタはそう言うと、高々とＶサインを掲かかげた。

　楢山高校の生徒たちの拍はく手しゆと喝かつ采さいの中で、リタは嬉うれしそうに手を振ふった。

　その光景をグラウンドの片かた隅すみから見ていた宇佐見が、ため息混じりにつぶやいた。

「日本人が日本語でスピーチしろって言われたって、原げん稿こうも無しであんなに上手うまくできる人いないよね。なのに、英語で暮らしていた人が、日本語であそこまで見事なスピーチができるって、すごいなあ……」

「カナダやアメリカでは、スピーチのスキルってすごい重要視されているって聞いたよ。人を引っ張っていくには、自分がどんな理念を持っているかってことを、他人に明確に伝えなくちゃならないって考えから来ているんだろうね」

　宇佐見の言葉を聞いていた芽衣が、そう言ってうなずいたとき、スピーチを終えたリタが戻もどってきた。

「ウワー、緊きん張ちようシタヨー、スゴイプレッシャーデスネー」

「いやあ、たいしたものだよ、今、芽衣ちゃんと二人で、すごいねえ、って話をしてたんだ」

「ワタシの日本語、ダイジョウブデシタカ？　ヘンナコト言ってナイデスヨネ？」

「ぜんぜん、それどころか、すごく上手だった、うん」

　宇佐見がそう言って感心してみせると、リタは恥はずかしそうに頰ほおを染めた。

「エヘヘヘ、そう言ってモラエルトウレシイデス」

　そのとき、リタに代わって朝礼台に霧島が立った。

『ようし、これからクラス対たい抗こう模も擬ぎ戦の最終決戦を始める！　決勝戦まで勝ち残ってきたのは、一年Ｂ組と、三年Ｃ組だ！　この決勝戦に勝ち抜ぬいたクラス全員に、ウサギヤのフードコートでラーメン一いつ杯ぱいが無料となるクーポン券が贈おくられる！　チャーシューメン、チャーシュー増し増しから、ワンランク、いや、ツーランクダウンしたが、ウサギヤも経営が厳しいらしいからこいつは仕方ねえ。みんな、そこにいる宇佐見に拍手だ！』

　全校生徒が、前の方に立っていた宇佐見を見て拍手した。

「おーい宇佐見！　ありがとよ！」

「うちのお母さんに、ウサギヤで買ってと言っとくわよ！」

「特売の日には必ず行くからな！」

　あっちこっちから声を掛かけられた宇佐見は、目を見開くと慌あわてて何度も頭を下げた。

「うわ、びっくりした……でも、こうやって声せい援えんもらえると嬉しいなあ……地域一番店を目指すなら、やっぱりお客さんは大切にしないといけないなあ」

「なんか、自覚が出てきたみたいね……」

　宇佐見を見て芽衣が笑った、その頃ころ。

　生徒会室の窓まど際ぎわに立った朋絵が、グラウンドで始まったクラス対たい抗こうの模も擬ぎ戦を見ながら嬉しそうにつぶやいた。

「リタを艦長にしたのは正解だったみたいね。あの子は目立つし、なんといっても元気で、前向きで、最高のムードメーカーだもの」

　朋絵の言葉を聞いた光明は、にやりと笑った。

「うん、それもあるけど……実を言うと理由はそれだけじゃないんだよね……」

「それだけじゃないって……他ほかに何があるの？」

　光明は、小さく咳せき払ばらいをしてから、そっと朋絵の胸を指差した。

「ああ、こほん、その、なんというか……気を悪くするかもしれないが……要するにバストサイズ……かな？」

「何よそれ！　私に対する当て付け？」

　にらみつける朋絵を見て、光明は慌てて顔の前で手を振った。

「違ちがうよ、当て付けたのは君じゃない、桜川女子高の生徒会長の華之宮だよ。ほら、ここで初めてリタと顔をあわせたときのことを覚えているだろう？」

「え？　あ、ああ、あの時ね。華之宮さんが怒おこって帰っちゃったとき！」

「そう、あの時の華之宮の反応から見て、きっとリタのことを、本気で嫌きらってると思うんだ。そのリタがこっちの総大将になったと聞いたら、おそらく腹を立てるだろうね」

「そりゃあ……まあ、当然でしょうねえ……」

「そこが狙ねらい目なのさ。人間ってのは、なんだかんだ言ったところでしょせんは感情の動物さ。怒りにとらわれると冷静な判断ができなくなるからね」

「ホント、あんたって、いろんなことを考えてるわねえ……男子の間で、あの子のことを胸のサイズに引っ掛けて『ビッグＥ』ってあだ名で呼ぶのが流行はやっているみたいだけど、それって、もしかしてあなたが仕し掛かけ人？」

「違うよ、それはきっと、ミリオタの望月あたりがシャレで呼び始めたんじゃないか？　そもそもビッグＥってのは、アメリカ海軍の空母……」

　光明が慌てて説明しようとしたとき、生徒会室のドアを開けて、大きな段ボール箱を持った二年生の山仲が入って来た。

「所副会長あてに、東とう邦ほう美術って会社から、なんか荷物が届いてますけど……」

「それ一個だけ？」

「いえ、まだ一杯ありますよ、とりあえず一個持ってきただけです」

　山仲の答えを聞いて、光明は心底ほっとしたようにため息をついた。

「ああ、良かった、間に合ったみたいだな……」

　段ボール箱の送り状を見た朋絵が聞いた。

「この送り主の東邦美術って会社、この前の楢山城攻こう防ぼう戦せんのときに、看板を描かいてくれたＯＢの方のいる舞ぶ台たい美術の会社だよね？」

「そうさ。舞台とか衣装とか、そういった関係の方面に詳くわしいから、相談してみたんだ……ようし、これで後は、黒鍬と百地の部隊が上手うまく働けば、俺たちにも勝機はある！」

「この箱の中身は何なの？」

　ガムテープで厳重に封ふうがされている段ボール箱を見て聞いた朋絵に、光明は笑いながら首を振ふった。

「いや、悪いけど、それは言えない。こればっかりは、当日にならないと教えるわけには行かないんだ、悪いけど……本当の秘密兵器だからね。ただ、こいつは、うちの高校の女子生徒全員分あるってことだけ言っておくよ」

　朋絵はため息をつくと、さっきと同じような言葉を口にした。

「ホント、あんたって、色々考えるわねえ……」

「きっと、向こうも色々考えていると思うよ。桜川女子高は体力勝負の樫森高校と違ちがって、いろいろ策略を考えるのが好きみたいだから」

　光明がにやっと笑って、そう答えた頃。




　桜川女子高の生徒会室では、生徒会長の華之宮が、書記長の大西から報告を受けていた。

　副会長の淵田をはじめとして、桜川女子高生徒会『桜会』メンバー、勢せい揃ぞろいである。

「そうですか……敵の艦かん長ちようは、あの恥はずかしい胸を持つおっぱいお化けだ、という情報は間ま違ちがいないのですね？」

　光明の予想通り、リタに対する華之宮の感情は最悪だった。

　名前ではなく『おっぱいお化け』呼ばわりである。この場にいる生徒会役員の大半は、そんな華之宮の態度にちょっと疑問を抱いだきはしたが、リタと華之宮が会ったときの顚てん末まつを知っているわけではない。

　士気を高めるために敵を罵ば倒とうしているに違いない、と解かい釈しやくして、華之宮の言葉を聞いていた。

　華之宮の言葉に内心苦笑いをしていたのは、顚末を自分の目で見ていた副会長の淵田だけだった。

　──だからって『おっぱいお化け』呼ばわりはどうかと思うけど。あのときの出会いがよほど印象が悪かったみたいね……。

　淵田が見ている前で、今回の戦いの作戦参さん謀ぼうをやっている大西が華之宮の質問に答えていた。

「はい、部隊編制も我々が入手した情報通り、《水すい雷らい》に対する防ぼう御ぎよを重視して《駆く逐ちく》のユニットの数を大おお幅はばに増やすことは間違いないようです」

　大西の答えに華之宮はうなずいた。

「わかりました、防御を重視するということは、まず恥ずかしいおっぱい艦長を守り抜ぬき、その上で中央ポイントを攻こう略りやくする、という作戦を取るのでしょう。文字通りの陣じん取とり合戦になる、と読んでの編制ですね……」

「はい、それに対たい抗こうするために我々は、中央ポイントを先取した上で《戦せん艦かん》と《水雷》を主体とした部隊で、拠きよ点てんを防御します」

　大西が机の上に広げられた桜川町の中央通りの地図の真ん中に赤く円を描いて「中央ポイント」と書かれた上に、青い字で《水雷》《戦艦》と書かれたコマを置いた。

「この青色のコマが、我々のユニットです」

　そして、そこに赤い字で《戦艦》と書かれたコマを持ってきた。

「この赤いコマが敵の《戦艦》です。この拠点を攻略し書き換かえることができるのは《戦艦》のユニットだけですので、敵は当然《戦艦》のユニットを送り込んできます。これに対して我々の《水雷》が応戦します」

　大西は青い《水雷》のコマを赤い《戦艦》のコマの前に置いた。

「これに対抗するために、おそらく敵は《駆逐》を持ってきます」

　大西は赤い《戦艦》のコマの横に赤い《駆逐》のコマを置いた。

「しかし、この《駆逐》には、我々の《戦艦》が応戦します！」

　赤い《駆逐》のコマの前に、青い《戦艦》のコマを置いた。

　そして、赤色の《戦艦》のコマと《駆逐》のコマをぱたぱた、と倒たおした後で、大西は一礼した。

「このように、敵が《駆逐》を多くした分、我々は《戦艦》と《水雷》を多くすれば、この戦いは有利に進めることができると考えます！」

　華之宮は机の上のコマを黙だまって見つめていたが、やがて静かに聞いた。

「しかし、《戦艦》のユニットは、一度撃げき沈ちんされれば、戦線復帰できません。《戦艦》を増やすということは、戦いが長引くに連れて戦力が減少していく、ということになるのではありませんか？」

「確かに会長のおっしゃるとおりです。しかし、我々が中央ポイントを先に奪だつ取しゆし、それを防衛する、という展開に持っていければ、《戦艦》の数は減ってもそれほど問題はありません。敵に中央ポイントを奪取されたときに再度上書きするために予備として待機させておくだけでいいのです。《水雷》は、いくら撃沈されても、復活させることができます。《戦艦》は復活できない。それを考えれば、《戦艦》の数は多いほうが良いと考えます」

　華之宮はしばらく無言で考え込んでいたが、やがて小さくうなずいた。

「確かに、大西さんの言うとおりですわね。復活できるユニットは、損そん耗もうを考えなくていいわけです。撃沈された場合は十五分のペナルティがありますが、それは実質的に休きゆう憩けい時間のようなものですからね……」

　華之宮はそこで言葉を切ると、隣となりにいる淵田に聞いた。

「あなたの部隊のメンバーの人選は終わりましたの？」

「はい、陸上部の中・長ちよう距きよ離り走の選手から選せん抜ばつしたメンバーで、特別部隊を編制し、訓練中です……」

「そうですか。がんばるのは結構ですけど、怪け我がなどの無いようにお願いします、あなた方は桜川女子高の秘密兵器なのですから」

　淵田は笑ってうなずいた。

「ええ、それはもちろん！　みんな優ゆう秀しゆうで、しっかり自己管理できる方ばかりです。恥はずかしい話ですが一番危ないのは私かもしれません……中学のときに陸上部だったとはいえ、現げん役えきではありませんので、メンバーの足を引っ張らないように必死ですわ」

　生徒会室の中に小さな笑いが満ちた。

　空気がほぐれたのを見計らって、華之宮が背筋を伸のばし胸を張って、ゆっくりと言った。

「では、大西書記長の作戦を採用し、我々は《戦艦》と《水雷》のユニットを多めに配分する攻こう撃げき型で編制します！　あの、小生意気な楢山高校のおっぱいお化けに、目にもの見せておやりなさい！」

「かしこまりました！」

　他ほかの生徒会役員たちと同じように一礼しながら、淵田は思った。

　──よほど、頭に来てるみたいね。

　まあ、美人で秀しゆう才さいの姫子にとって、唯ゆい一いつの欠点というかコンプレックスが、あの小さな胸なのよね。

　敵てき愾がい心しんを燃やすのも無理無いけど……あんまりこだわるのも、困ったものよね。

　そんな思いが口に出たわけでもないのに、華之宮が何か気付いたのか、淵田の方を見て、

「……なにか？」

「いっ、いえ、なにも」

「そう？　何か気が付いたことがあれば、遠えん慮りよなく言っていいのよ？　あなたは副会長なのだから、私に至らないところがあれば、それを指し摘てきしてくれなければ」

　──至らないというか、足りないのは、その胸と、それを受け入れる心です。

　なんて、言えるわけがない。

「え、ええ」

　淵田は、曖あい昧まいに微笑ほほえみで返すしかなかった。
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　ぽん！　ぽぽぽん！　ぽん！

　楢山高校と桜川高校との対決をメインイベントに据すえた、桜川町産業祭が始まる合図用の花火の音が、桜川町に響ひびき渡わたった。

　晴れ渡った秋の青空の中に浮うかんだ花火の白い煙けむりが、ゆっくりと南に向かって流れていく。歩行者天国になった中央通り商店街のメインストリートには車の姿は無く、見物客らしい家族連れがちらほらと歩いている。

　神社の境けい内だいから、がらんとした中央通りを見た朋絵がつぶやいた。

「楢山戦国祭りに比べると、ずいぶんのんびりしたお祭りね」

「ここは中央通りの東の外れだからね、これから陣じん取とり合戦をやる、ふるさと広場のあたりには結構人も集まっているみたいだよ」

　手に持った産業祭のパンフレットを開きながら光明が答えた。

　そこは桜川町の中央通り商店街の東側にある桜川大社と呼ばれる大きな神社の境内だった。通りに面したところに立てられている大きなコンクリート製の鳥居の下に、タッチセンサーと電光掲けい示じ板ばんを組み合わせたコーナーが作られており、その電光掲示板には赤い楢山高校のマークが表示されている。

　ここが、楢山高校側の本ほん陣じんであり、敵に撃げき沈ちんされた《水すい雷らい》と《駆く逐ちく》のユニットはここでリセットして、十五分のペナルティタイムを受けた後で戦線に復帰できるわけである。

　本陣の目の前には、鉄パイプで組まれた仮設の撮さつ影えい台があり、その上にはテレビカメラが載のっていた。

　そのテレビカメラを見上げて、芽衣が聞いた。

「またテレビで中ちゆう継けいするんですか？」

「ああ、ここの映像は、ふるさと広場にある特設ステージの巨きよ大だいなスクリーンに送られる。街のなかの撮影ポイントから映像が送られてくるようになっていて、その辺は楢山城攻こう防ぼう戦せんの時と同じだよ……スタッフも同じだから、まあ当然って言えば当然なんだけどね」

　光明が腕うで時ど計けいを見て時間を確かく認にんしたとき、折りたたんだ段ボール箱を抱かかえた宇佐見がやってきた。

「女子全員に装備品を配り終わりました！」

「ごくろうさん」

　宇佐見はすこし不満げに答えた。

「配ったポーチの中身を見たんですけど……なんで女の子にだけ、あんぱんを二個配るんですか？　確かに走り回ればお腹なかもすくから、オヤツが欲しくなるかもしれませんけど、女の子だけってのは、ズルイっすよ！」

「ああ、実を言うと、あの『あんぱん』はオヤツじゃないんだ。食べたければ食べちゃってもいいけど、本当の目的は、増加装そう甲こうさ」

「増加装甲？」

　きょとんとする宇佐見を見て光明は笑った。

「まあ、見ていればわかるよ。それより、君は霧島の部隊だよな？　あいつの指揮する部隊は攻こう撃げきの要かなめだから、しっかり頼たのむぞ」

「はい、わかってます！」

　宇佐見が胸を張ってそう答えたとき、広報のスピーカーが開戦三十分前を告げた。

　光明は顔を上げて霧島を見た。

　霧島は黙だまって小さくうなずくと、本陣の前に置かれたトラメガを持って、本陣の前に立った。

　その光明と霧島のアイコンタクトを見ていた長篠が、にっこり笑って、小さな声で「うふふっ」と笑ったのを、朋絵は見み逃のがさなかった。

「何が可笑おかしいの？」

　朋絵に肩かたを突つつかれた長篠は、びっくりしたように目を見開いてから、すこし赤い顔になって答えた。

「前はね、ああいった、信しん頼らいしあった男の子どうしが言葉を介かいさないで意思を伝えるってシチュエーションにすごく萌もえてたんだ。カッコイイ！　ってね……でも、今は違ちがうんだ……」

「どう違うの？」

「あいつが、ああやって意思を伝えるのを見ると、嫉しつ妬としちゃうんだ……心のどこかで」

　長篠は頰ほおを染めて、恥はずかしさと嬉うれしさが混じったような顔で微笑んだ。

「馬ば鹿かだね、私……慶児に思いの丈たけをぶっちゃけちゃったあの日から、どんどん馬鹿になっていくような気がする……でも、その馬鹿になっていく自分がすごく幸せで楽しいの……変でしょ？」

「あー、なんかわかるような気がする……っていうか、それってノロケにしか聞こえないんだけど……」

「ヘヘヘ、バレたか……」

　朋絵のツッコミを受けた長篠は、小さく舌をぺろっと出した後で、ちょっと真しん剣けんな顔になった。

「私も指揮官にされるとは思わなかったけど……所くんから、私ががんばれば、がんばるほど、慶児の部隊が成功する確率が高くなるって聞かされて。がんばることに決めたんだ……本音を言えば、あいつと同じ部隊に行きたかったけど、あっちは特別部隊だから、まあ仕方ないよね」

　そう言って長篠が肩をすくめたとき、桜川大社の境けい内だいにトラメガで拡声された霧島の声が響いた。

「楢山高校の生徒諸君！　桜川女子高との決戦が始まるまで、あと三十分を切った！　準備はいいか！　自分の部隊のリーダーとメンバーの顔は、しっかり覚えているだろうな？　英単語覚えたり、歴史の年号を覚えるより、人の顔を覚えるスキルのほうが社会に出たときは有利だそうだからな、ここで訓練しておいたほうがいいぞ！」

　生徒の間から小さな笑いが起こった。

　霧島は笑いながら、トラメガを口に当てた。

「単独行動は命取りだ！　仲間に守られ、そして仲間を守ることを忘れるな！　我々の第一目標は、ここから四百メートル先にある復活ポイント！　そこを占せん領りようしたら、拠きよ点てんにして、部隊ごとにまとまって中央ポイントを目指す！　事前に練習したとおり、撃げき沈ちんされたら復活ポイントに直行して、そこでペナルティタイムの同じヤツを見つけろ！　復活ポイントから戦線に戻もどるときも、常に複数で動け！　《水すい雷らい》と《水雷》ではなく、《水雷》と《駆く逐ちく》、のように、できる限り違うユニットと一いつ緒しよに動け！　他ほかの部隊のメンバーでも構わん！　単独行動は敵の思う壺つぼだ！」

　そして霧島は、にやっと笑って付け足した。

「逆に言えば、単独行動をしている敵はカモだ！　どんどん撃沈しろ！　ただし、深追いはするなよ！　女の子の後を追いかけて行って袋ふくろ叩だたきにされても自じ業ごう自得だからな！」

　神社の境内に笑いが起こったとき、広報のスピーカーが十五分前を告げた。

「ようし！　出しゆつ撃げきのフォーメーションを組め！　先せん遣けん隊が先頭だ！　各部隊はその後ろに集合！　先遣隊はウォーミングアップを忘れるな！　護衛部隊は、リタの周りを固めて、ゆっくり行くぞ！」

　霧島が指示を与あたえている光景は、テレビカメラを通じて、中央ポイントのある、ふるさと広場の巨大なマルチスクリーンに映し出されていた。

　メインステージにある、巨きよ大だいなスクリーンの脇わきに設置された実じつ況きようブースでは、アナウンサーの実況が始まった。

『さあ、楢山高校と桜川女子高の存亡を左右する対決が始まるまで、あと十五分を切りました！　楢山高校の本ほん陣じんでは、樫森高校との一戦で大だい活かつ躍やくをした霧島君が指示を与えているようです。

　我々の目の前にあるメインスクリーンには、桜川町内に設置された七台のテレビカメラ、そしてふるさと広場に設置されたクレーンカメラによる迫はく真しんの映像が映し出されることになっております！　スクリーンの中央に表示されている数字は攻こう防ぼう戦せんの残り時間、そして左右の電光掲けい示じ板ばんに出ている赤い六一五という数字は楢山高校、青い六一五という数字は桜川女子高の双そう方ほうの現在の生徒数を意味しております。つまり、今回の決戦に参加する生徒は合計で千二百三十名ということになります。千二百人の生徒が繰くり広げる、戦略バトルの行き先は、まだ誰だれにもわかりません！　果たして、勝利の女め神がみはどちらの高校に微笑ほほえむのか！

　今回の実況は、私、古ふる谷や修しゆう一いち、そして今回は解説者として、第二次世界大戦を舞ぶ台たいとしたゲームソフト「バトル・フリート」の監かん修しゆうもなさっている、黒くろ鉄がね太ふとし先生にお越こしいただきました。黒鉄先生、よろしくお願いします』

　アナウンサーは自分の横に座っている、スキンヘッドの、どこか古武士を思わせる眼光の鋭するどい中年男に頭を下げた。

『よろしくお願いします』

『さて、さっそくですが、黒鉄先生はこの前の楢山城攻防戦では戦国時代の解説者として、赤あか銅がね太ふとしというお名前で、解説をされていたと思うのですが……』

『ええ、同一人物です。私は、監修するゲームの内容に応じて、ペンネームを変えておりまして、これ以外にもマネーゲームの解説者として、黄こ金がね太ふとしという名前も使っております。名前は違ちがいますが、中身は同じですので、どうぞよろしくお願いします』

『いえ、こちらこそよろしくお願いします……さて、今回の桜川女子高と楢山高校の決戦は、センサーとカードを使った『水すい雷らい艦かん長ちよう』というゲームで行われるそうですが、あまり馴な染じみの無いゲームですね』

　解説者の黒鉄は笑った。

『いやあ、若い人には馴染みが無いかもしれませんが、私くらいの年ねん齢れいの人間には、結構ノスタルジーをくすぐられるゲームですね。

　このゲームは、簡単に言ってしまえばじゃんけんのようなもので、生徒一人一人が、グーやチョキやパーになって戦うと考えればわかりやすいかも知れません』

『黒鉄さん、今回の決戦の見どころはどんな点でしょう？』

『そうですね。今回の決戦は一度撃沈されても、復活ポイントに戻れば十五分のペナルティの後に戦線に復帰できる、という点かもしれません。あの生徒数の数字は、リアルタイムの戦せん闘とう可能な生徒数を表示することになっています、つまり、一度減っても、時間経過と共に数が増えるわけです』

『なるほど、今回は復活可能なわけですね？　ということは、戦力はなかなか減っていかないというわけで、戦いが長引く可能性もあるのですね？』

『復活可能ということは、エンドレスのように思えますが、十五分のペナルティがあります。大損害を出せば、復活するまでの十五分間、戦力はガタ落ちになるわけですし、《戦せん艦かん》ユニットは復活できません。このあたりの駆かけ引きも、この勝負を楽しむコツかもしれません』

『はい、今回の見どころの解説、ありがとうございました』

　アナウンサーが小さく頭を下げたとき、メインスクリーンに桜川女子高の本陣の光景が映し出された。

『こちらは桜川女子高の様子ですが……本陣前に集合した生徒たちの一番前に、すこし変わった服装の生徒がいますね。セーラー服のスカートを短くして……あれはショートパンツでしょうか？　ちょっと目には、なかなか色っぽく見えますが……』

『あの格好は走りやすくするための工く夫ふうでしょう。あの格好をしている子たちは、どちらかというとみんなアスリート体形ですから、おそらく開戦と同時に一気に中央ポイントまで走り、占せん拠きよするつもりでいるのでしょうね』

　本陣の脇に据すえられたモニターに映る桜川女子高のアスリート部隊を見ていた霧島が、小さく舌打ちをした。

「やっぱりな。向こうも考えることは同じか……」

「ああ、中央ポイントを先取した方が、有利に立つことは間ま違ちがいない。だから俺たちも先せん遣けん隊たいを編制したんだ」

　光明の言葉を聞いた霧島は怪け訝げんな顔になった。

「でもよ、うちの先遣隊には全力疾しつ走そうで中央ポイントを取りに行け、って指示をしてないじゃないか。余力を残して、走れって……」

「このゲームは基本的に鬼おにごっこだ。中央ポイントを占拠した後でも、戦わなけりゃならない。お前、八百メートル全力疾走した後で、さらに走り回ることができるか？」

「そりゃあ無理だ、息が上がって、とても……」

　そこまで答えたとき、霧島が目を見開いた。

「そうか！　息が切れたら、とてもそのあと追いかけっこはできない。瞬しゆん発ぱつ力りよくで先手をとっても、維い持じできなきゃ意味が無いんだ！」

　光明は笑ってうなずいた。

「そのとおり。だから、俺は先遣隊に余力を残しておけって言ったのさ……さあ、五分を切ったぞ。自分の部隊のところに戻もどれ。俺はリタと朋絵と一いつ緒しよに、最さい後こう尾びからついていく」

「わかった！」

　霧島はそう言うと、光明に向かって親指を立てた。

「勝とうぜ！」

「おう！」

　光明も同じように親指を立てたとき、広報のスピーカーが一分前を告げた。

　そして、スクリーンに表示された数字が三十を切ったとき。艦かん長ちようの印である、金色のゼッケンをつけた、リタが叫さけんだ。

『ココハ敵の地、桜川町！　ワタシタチニハ、アウェーデス！　向カイ風が吹ふイテイマス！　デモ、ダカラコソ、向カイ風ニ向カッテ胸を張レ！　カウントダウン、スタート！』
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　全校生徒の、電光掲けい示じ板ばんを読み上げる声が桜川大社の鳥とり居いの前に響ひびき渡わたった。

「二十九！　二十八！　二十七！……」

　カウントダウンが読み上げられている中で、リタの横に並んだ朋絵は思わずリタの胸を見た。

　──リタのあだ名は、いつの間にか『ビッグＥ』で定着しちゃったけど、もしかしたらＥより大きいかもしれないわ。

　この子に『胸を張れ』とか言われると、ちょっと悔くやしいわね。どうせ私は胸を張ってもたいした事ありませんよ！　みたいに僻ひがみっぽくなりそうだわ……光明の心理作戦は成功するかもしれないわね。

　朋絵がそんなことを考えているうちに、カウントダウンは残り十秒を切っていた。

「五！　四！　三！　二！　一！　ゼロ！」

　電光掲示板に映った、制限時間の表示が二時間を示すのと同時に、合図の花火が連続して打ちあがる音が桜川町に響き渡った。

　どどん！　どん！

「いっけーっ！」

「進めーっ！」

「わああああああああ！」

　その音を合図に、楢山高校の生徒たちと桜川女子高の生徒たちは、喚かん声せいを上げて中央ポイントのあるふるさと広場に向かって走り始めた。

　メインスクリーンの左右に映し出された、走り出すそれぞれの高校の生徒たちの映像を見て、アナウンサーが実じつ況きようを始めた。

『さあ、高校の存亡をかけた決戦の幕が切って落とされました！　戦いの制限時間は二時間！　二時間以内に、相手の艦長を沈しずめるか、もしくは二時間艦長を守り抜ぬいて、さらに中央ポイントを占拠していた側に勝利が訪おとずれます！

　おや？　桜川女子高の中から、一ひと塊かたまりになった生徒が走り出しました。ああっと、これは速い！　まさに全力疾走です！』

　メインスクリーンに映し出されたのは、スカートを短くたくし上げ、その下に陸上競技用の短パンをはいた、四十人ほどの女子高生たちが、短たん距きよ離り走並みの速度で全力疾走する姿だった。

　四百メートル離はなれたところにある復活ポイントにたどり着いた特別部隊の指揮官である淵田は、息を切らせながら叫んだ。

「ここの登録は私がやる！　みんなは先に行って！　行って中央ポイントを奪うばうのよ！」

　部下たちは足を止めることなく、そのまま走り抜けた。

　淵田は自分の胸に付けている、黄色いゼッケンセンサーに差し込んであったカードを抜くと、復活ポイントのタッチセンサーにカードを押し当てた。

　ぴんぽーん！

　タッチセンサーから電子音が鳴り響き、センサーマシンの上に取り付けてあるモニターに、青字に白く描えがかれた桜川女子高のマークが表示された。

『おおっと！　桜川女子高は早くも中間にある復活ポイントを占せん拠きよ！　しかし、他ほかの生徒たちは復活ポイントに見向きもしません、走る走る、まったくスピードが衰おとろえません！』

　解説の黒鉄がうなずいた。

『桜川女子高は、足の速い……おそらく陸上部の生徒を選せん抜ばつした特別部隊を編制していたのでしょう。この戦いは陣じん取とり合戦ですが、先に拠きよ点てんを取って、防衛に徹てつするほうが有利であることは間ま違ちがいありませんね』

『先手を取ったほうが有利、ということですが、それはどういうことでしょう？』

『拠点を奪えるのは《戦せん艦かん》ユニットだけ、というルールのためですね。後から占せん領りようして書き換かえるには、どうしても《戦艦》を前に出さなくてはいけません、《戦艦》のユニットは復活できませんから、消しよう耗もう戦になった場合、極きわめて不利なわけです』

『なるほど、それで桜川女子高は、特別部隊を編制し先手を取ろうとしているわけですね』

　中間にある復活ポイントの登録を終えた淵田は、カードをセンサーに差し込んで、再び走り始めた。

　部下たちは、すでに二百メートルほど先を走っていた。

　──うはあ、キツイ。

　運動不足が応こたえるわあ、足なんかガクガクだ。それよりなにより……息が切れちゃって……でも、何とかついていかなくちゃ……。

　淵田は、足に力を込めて再び走り始めた。

　最初に中央ポイントのある、ふるさと広場に走りこんで来たのは、桜川女子高の生徒だった。

　ふるさと広場に集まった桜川町の町民たちの拍はく手しゆと歓声の中で、その生徒はカードを抜いて、中央ポイントの前に立った。

『ご覧のとおり、桜川女子高の生徒が、先に中央ポイントにたどり着きました！　でも……登録しませんね』

『ええ、彼女のゼッケンを見て下さい、青のゼッケンは《水すい雷らい》ユニットです。《水雷》ユニットと《駆く逐ちく》ユニットは拠点登録ができません、彼女の任務は拠点を防衛することなのでしょう』

　解説者の言葉が終わるのと同時に、最初に走りこんだ生徒の後ろから、ばらばらっと、二十人くらいの生徒が走りこんできた。

　その中にいた黄色いゼッケンの生徒が、カードをタッチセンサーに押し付けると、ぴんぽーん！　という電子音と共に、センサーマシンの上のモニターに、桜川女子高の校章が表示された。

　見物客の間から拍手が沸わき起こった。

『開始そうそうに、桜川女子高が先手を取りました！　中央ポイントは、今、桜川女子高のものになりました！　さあ、これから約二時間、桜川女子高は、この拠点を守り抜くことができるでしょうか！』

　淵田は実況のアナウンサーの声を聞きながら、ポケットから携けい帯たい電でん話わを取り出して、華之宮を呼び出した。

『はい、華之宮です……』

　華之宮の声を聞いた淵田は、嬉うれしそうに叫さけんだ。

「こちら淵田！　成功です！　我奇き襲しゆうに成功せり！　トラ、トラ、トラよ！」




　その頃ころ、楢山高校側の先せん遣けん隊は、ふるさと広場の百メートルくらい手前に迫せまっていた。

　ふるさと広場の中から、拍手と歓かん声せいが響ひびいてきたのを聞いて、先遣隊のリーダーである、望月は胸の中で舌打ちをした。

　──ちっ！　先に入られたか。だが、全力疾しつ走そうしてきたあいつらは、間違いなく息が上がっているはずだ。体力を温存しているこっちが引っ搔かき回せば、とても追いつきはしないだろう……。

　望月は、そう信じて、ふるさと広場の入り口に差し掛かかった。

　そのとき！

「いただきっ！」

　女の子の声と共に、望月の胸にある赤色のゼッケンセンサーが、ピー！　という電子音を発し赤く輝かがやいた。

　目を見開いた望月の前に、《戦艦》であることを示す黄色いゼッケンプレートをつけた、セーラー服姿の女子高生がいた。

　その子は、黄色いカードを望月にかざして、にっこり笑った。

「悪く思わないでね！」

　気がつくと、あちこちで、ピー！　ピー！　という撃げき沈ちん判定の音が響いていた。

　それは待ち伏ぶせ攻こう撃げきを受けた楢高の先遣部隊が次々に撃沈される音だった。

　息を切らし、動けないはずの桜川女子高の生徒たちは、全力疾走に近い速さで走り回り、こちらの攻撃をかわし、逆に回りこんで、撃沈していた。

　──なぜだ！　なぜ彼女たちは、息切れしないんだ？

　そのとき望月が見たものは、桜川女子高の生徒が、肩かたからかけたポシェットから取り出した小さなボンベを口に当てる光景だった。

「くそ！　やられた！　酸素か！」

　望月からその情報を聞いた光明が、そう叫んだその頃。

　桜川女子高の本ほん陣じんの前に置かれた椅い子すに座った華之宮は、大西から報告を受けて、嬉しそうに笑った。

「ほほほ、そうですか、楢高の先遣部隊に壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与あたえたのですね」

「はい！　携けい帯たい酸素によって全力疾走後の息切れを防ぎ、航こう続ぞく距きよ離りを伸のばす秘密兵器、酸素水雷は成功いたしました！　特別部隊が敵の先手を撃げき退たいしているうちに、後続の本隊が到とう着ちやくし、防衛陣じんを敷しきました！　現在、一足遅おくれて到着した楢山高校の部隊と、ふるさと広場でにらみあっています！」

　華之宮は、本陣の脇わきに置かれたモニターに視線を移した。

　そこには、ふるさと広場に面した建物の屋上に設置されたカメラからの俯ふ瞰かん映像が映っていた。

　ふるさと広場は、東京ドームほどの広さを持つ多目的広場である。

　南側には観客席や巨きよ大だいなスクリーンが設置されている特設ステージが作られ、そして、ほぼ中央に、中央ポイントのセンサーマシンが置かれている。

　今、その中央ポイントは桜川女子高の防衛部隊によってがっちり守られていた。

　センサーマシンを書き換かえることができるのは《戦せん艦かん》ユニットだけである。つまり、攻こう略りやく側の楢山高校は、何が何でもこのセンサーマシンのところまで、自分たちの《戦艦》ユニットを送り込み、センサーマシンを書き換えなくてはならない。

　その《戦艦》ユニットを迎むかえ撃うつために、センサーマシンの周囲を、ぐるりと青いゼッケンをつけた《水雷》ユニットが取り囲んでいる。

　そして、その外側を黄色ゼッケンをつけた《戦艦》ユニットが取り巻くように並んでいる。

　センサーマシンを守っている《水雷》の囲みを破るために楢山高校が送り込んでくるであろう《駆く逐ちく》ユニットを撃退するのが、《戦艦》ユニットの仕事である。

　桜川女子高は、《水雷》ユニットと《戦艦》ユニットを主力とした鉄てつ壁ぺきの防衛陣を築いて、中央ポイントを守っていた。

　その総数はおよそ四百人。残りの二百人は本陣の護衛部隊と中間にある復活ポイントの護衛部隊にそれぞれ約百人を割り振ふられている。

　スクリーンに映った自分たちの防衛陣を見た華之宮は満足げにうなずき、大西に聞いた。

「敵の主力部隊はどうなっていますか？」

「我々より一足遅れてふるさと広場に入った楢山高校の主力部隊は、約三百名。百名ずつの三つの集団に分かれて、防衛陣と二百メートルほど離はなれて、にらみ合っています……ああ、今、スクリーンに映りました！」

　大西の言葉のとおり、ふるさと広場の東側に、楢山高校の生徒がひとかたまりになっているのが見えた。

「赤いゼッケンの《駆く逐ちく》ユニットが目立ちますね。楢山高校は防衛重視の編制にするというのは本当だったのですね……」

　華之宮の言葉を聞いて、大西はうなずいた。

「楢山高校が、センサーマシンを防衛しているこちら側の《水すい雷らい》を排はい除じよして中央ポイントを奪うばうためには《駆逐》ユニットが多い方が有利です。しかし、我々はそれを考えて《戦艦》ユニットを大量に配置しています。あの《戦艦》ユニットの囲みを破って、わがほうの《水雷》防衛ラインまで達することはまず不可能と思われます」

「楢山高校の《水雷》の動きは？　こちらの《戦艦》が沈しずめられる心配はないのですか？」

「はい、楢山高校の《水雷》ユニットの数は極きわめて少ない、という報告が来ています。《駆逐》を増やした分《水雷》を削けずったものと思われます」

「そう、ならいいけど。我々は《戦艦》を多めにしたとはいえ、《戦艦》はやられてしまえばそれまでですからね、あまり前に出ないように伝えなさい」

「了りよう解かいいたしました」

　大西が一礼したその頃ころ。

　楢山高校の攻略部隊の中に動きがあった。

「ようし！　作戦通り、波状攻撃をかけるわよ！　やられたら、すぐに復活ポイントに向かって走って！　勝ち負けにこだわらなくていいの！　反復攻撃をかけて、敵に『またかよ……』と思わせるのが、私たちの仕事よ！　攻撃班に分かれて集合！」

　長篠の声を聞いた攻略部隊の生徒たちはそれぞれに五十人ほどの集団を作った。

「よし！　第一いつ斑ぱんから、攻撃開始！」

　長篠の号令を受けて、ほとんどが赤いゼッケンをつけた《駆逐》ユニットで構成された五十人の生徒の集団が、中央ポイントに向けて走り出した。

『おおっと！　試合開始から約二十分が経過したところで、楢山高校側に動きがありました！　五十人ほどの集団が、中央ポイントに向かっております！

　黒鉄さん、あれはどういう作戦でしょう？　総力で攻せめ込まない理由はなんだとお考えですか？』

　解説者は、ゆっくりうなずくと、もっともらしく答えた。

『楢山高校側は敵の戦力を削る作戦に出たのではないかと思います。総力をつぎ込んで全力で攻め込むのも、一つの方法ですが、総力戦を仕し掛かけて失敗すると、戦力が回復するのに時間がかかります。復活に掛かる時間がバラバラになれば、戦力の集中運用ができません。

　ああやって、限定された戦力を順次送り出せば、使える戦力を常に把は握あくできますからね』

『なるほど、そういう理由があるわけですね。この戦いは、まさしく頭脳戦の様相を呈ていしてきました、ますます目が離せません！』

　楢山高校の攻こう撃げき部隊の動きを見た、中央ポイントの防衛責任者である淵田は、防衛ラインを張る生徒たちに向かって叫さけんだ。

「敵てき襲しゆう！　来るわよ！　敵の主力は《駆逐》よ！　《戦艦》ユニット前に出て！　《水雷》はその場で待機！」

　楢山高校の攻撃部隊は、ひとかたまりになって突つっ込んでくる、と見せかけて、防衛ラインの前で、クモの子を散らすように、散開した。

　それに釣つられたように、防衛ラインの生徒たちも、動く。

「間かん隔かくをあけないで！　突っ込まれるわよ！」

　淵田の声が飛ぶのと、攻撃部隊が突っ込んで来るのは、ほぼ同時だった。

　あちこちで、撃げき沈ちんされたことを意味する、

　ピー！　ピー！

　という電子音が鳴り響ひびく。

　それは、防衛ラインの《戦せん艦かん》ユニットの前に、攻撃側の《駆逐》が沈められる音だった。だが、散開して囲みを抜ぬけた何人かの楢山高校側の《駆逐》ユニットも、桜川女子高の《水雷》ユニットを何人か沈めていた。

　しかし、そこまでだった。《水雷》ユニットがほとんどいない楢山高校側は、防衛ラインの《戦艦》を沈められずに壊かい滅めつした。

　撃沈された楢山高校の生徒たちは、それほど深刻な顔もせずに、手を上げて戦せん闘とう不能をアピールしながら、ふるさと広場から出て、復活ポイントに向けて走っていく。

「なんとか撃げき退たいしたわね……今の戦闘で沈められた人は、急いで復活ポイントに向かいなさい！」

　淵田が部下に指示を出したとき、最前線の警けい戒かいラインにいる生徒が叫んだ。

「敵襲！　新手です！　約五十人！　集団で来ます！」

「またか！」

　淵田は、前を見た。

　さっきと同じような編制の部隊が、近づいて来ていた。

　──波状攻撃で、我々を疲つかれさせるつもりね……負けるもんですか！

　淵田が力を込めてうなずいたその頃。

　モニターに映る映像を見た華之宮がつぶやいた。

「楢山高校は小部隊を反復してぶつける波状攻撃をかけ、削ったところで総攻撃をかけるという作戦でしょうね……それにしても攻こう略りやく部隊の数が少なすぎますね、残りの半分はどこにいるのでしょう？」

「その件ですが、こちらの偵てい察さつ部隊の報告によると、敵は本ほん陣じんを引き払はらい、艦かん長ちようであるリタ・エドワースを中心にして、復活ポイントまで移動中、とのことです」

　華之宮は目を見開いた。

「艦長を動かすなんて……どうしてそんな危険なことを……いくら周りを固めていても、もしも、ということがあるかもしれないのに……」

　そして、華之宮はそのまま、その細い顎あごの下に右手の握にぎりこぶしを置いて考え込んだ。

　──艦長を沈しずめられれば、その時点で敗北が決定してしまう。だから、桜川女子高の艦長である私は、こうやって本陣から動かずに指揮に徹てつしているのに、なぜ楢山高校は艦長であるあのおっぱいお化けを動かすのかしら……。

　──中央ポイントを狙ねらっているのかしら？

　いえ、中央ポイントは別に艦長でなくとも、普ふ通つうの《戦艦》ユニットで占せん拠きよできるわ。

　じゃあ……なぜ？

　そこまで考えたとき、大西が弾はずんだ声で言った。

「華之宮会長！　これはチャンスです！　《水すい雷らい》を中心とした攻撃部隊を編制し、敵の艦長を攻撃すれば、この戦いは勝ちです！」

「そう……ですわよね……」

　華之宮は一いつ瞬しゆん、大西の言った作戦に同意しようと考えたが、意識のどこかで誰だれかがブレーキをかけた。

　──待ちなさい。ここで攻撃部隊を編制するということは、中央ポイントの防衛部隊の数が減る、ということよ！

　確かに、今、攻撃を仕掛けて来ている部隊は簡単に撃退できているけど、それはすべて小規模な部隊だけだわ。もしかしたら攻撃用の部隊がどこかに待機しているのかもしれない。

　──あの所光明なら、それくらいのことはやるだろう。

　その攻撃部隊が攻撃を仕掛けるのはいつか……それは中央ポイントの防備が薄うすくなったとき……。

　──そうか、そういうことか。見切ったわ！　敵の手の内を！

　華之宮は顔を上げると、してやったり、という風に微笑ほほえんだ後で、大西に首を振ふって見せた。

「いいえ、攻こう撃げき部隊は編制しません！　これは所光明の罠わなです！　光明は我々が戦力を割る、そのときを狙っているに違ちがいありません！　あの、おっぱいお化けが本陣を出て、ふらふら出歩いている理由は、防衛力を分ぶん割かつさせるためのオトリです！　敵は、分力を総力で討うつつもりなのです！」

「しかし、おっぱいお化け……いえ、艦長を撃沈されたらそこで終わりです。所光明ともあろうものが、そんなリスクを冒おかすでしょうか？」

「それは違います。所光明だからこそ、そういったリスクを冒してまで勝ちに来るのです……常識という枠わくの中で、あの男を判断してはいけません」

　華之宮がそう言って首を振った、その頃ころ。

「うーん、そうか、敵は動かないか……わかった」

　携けい帯たい電でん話わを切った光明は、隣となりにいる背の高い男にその携帯電話を返すと、手に持った地図を見ながら言った。

「《水雷》部隊の霧島を呼んでくれ」

「了りよう解かい！」

　背の高い男は肩かたから下げたケースを開いて、その中にある七番と書いたラベルの貼はられた携けい帯たいを光明に差し出した。

　ケースの中を覗のぞき込んだ、朋絵は目を丸くした。

「うわ、携帯電話がびっちり！」

　ケースを持っていた背の高い男は、にっこり笑った。

「これ一台ごとに、通話相手がきまっているからね。誰から入ってきたか、いちいち相手を確かく認にんしないで済むんだ。いわば専用回線だな。本当はアマチュア無線か、特定小電力トランシーバーが使えればいいんだけど、市街地だと電波が飛ばない可能性あるからね」

「へえ、さすがは電磁波同好会の八木君ね、すごいわ」

　朋絵に誉ほめられた八木は照れたように笑った。

「通信と、通話に関しては任せて欲しい」

　朋絵の横から携帯電話がびっしり並んでいるケースを覗き込んだリタが不思議そうな顔で聞いた。

「ナゼ、コンナニ携帯電話、ヒツヨウナノデスカ？　ミツアキが持っている携帯電話にカケレバイイダケノコトデハナイデスカ？」

「うん、携帯電話ってのは、そういうものだよね。でも、受けるほうが一台しか無ければ、一人から電話を受けている間、他ほかの人は話ができない。ずっと話し中だ。一刻一秒を争うときに、連れん絡らくがつかないと対応は遅おそくなる。だからこうやって、いくつもの携帯電話を用意して、専用回線を作っておけば、同時に掛かかってきても、即そく座ざに電話に出ることができる。電話を受ける人さえいれば、とりあえず情報は伝わる。情報の入り口と出口を同じ数にしておけば、情報が詰つまってしまうことは無いだろう？」

「アー、ソウデスネ、急いで伝えタイコトガアルノニ、話し中デ電話がツナガラナイト、ホント、イライラシマス。電話を受ケテクレル人がいるダケデ、ズイブン違ちがいマス」

　リタが納なつ得とくいった、という風にうなずいたとき、霧島と通話を終えた光明が八木に電話を返して、復活ポイントの周りにいるメンバーに向かって叫さけんだ。

「休きゆう憩けい場所と、復活用のセンサーシステムの周囲を空けておいてくれ！　このあと、霧島率いる《水雷》部隊が、大挙してやってくるはずだ！」

「霧島くんが？」

「ああ、霧島たちは、これから敵の《戦せん艦かん》ユニットに攻撃をかける！　全ぜん滅めつしてもいい、一人でも多く敵の《戦艦》ユニットを沈しずめろ、と指示しておいた……霧島ならやってくれるはずだ」

　そう言って光明がうなずいた、その頃。

　ふるさと広場に面した中央通りの、一本裏手通りの交差点に、霧島率いる《水雷》部隊がいた。

　この部隊員の数は百人。

　足の速い陸上部と、サッカー部の部員を中心にして編制された《水雷》だけの部隊である。

　光明は、《駆く逐ちく》ユニットを多くする代わりに《水雷》を削けずったわけではなかった。光明が削ったのは、《戦艦》ユニットだったのだ。

《戦艦》ユニットは、撃げき沈ちんされてしまえばそこで終わりである。

　つまり、この戦いで相手の数を減らすためには、《戦艦》ユニットをターゲットにするべきである。

　光明はそう考えたのだ。

　霧島が、腕うで時ど計けいに目を落として時間を確認した後で、後ろに続く部下に小声で言った。

「敵は、《駆逐》を撃げき退たいするために《戦艦》ユニットを前に出してきている！　今がチャンスだ！　俺たちは《戦艦》だけを目標とする！　いいか、深追いするな、列を乱さず一いち撃げき離り脱だつに徹てつしろ！　二分後に突とつ入にゆうする！」

　霧島の言うとおりだった。

　光明は、ほとんどが《駆逐》ユニットで編制された少人数の部隊を何度もぶつけることにより、桜川女子高側に、楢山高校の《水すい雷らい》ユニットは少ない、というイメージを植え付け、《戦艦》ユニットを最前線におびき出すことに成功していた。中央ポイントを防衛していた桜側女子高の生徒たちの間には、拠きよ点てんを先に占せん拠きよしたことによる、一種の余よ裕ゆうのような空気が漂ただよっていたのだ。

　離はなれたところから、その様子を窺うかがっていた霧島は、にやりと笑ってつぶやいた。

「もう勝った気でいやがるな……よろしい、教育してやるとするか」

　そして霧島は、胸のセンサープレートに差し込んであった青いカードを引き抜ぬいて叫んだ。

「抜ばつ刀とう！」

　後ろに続く百人の生徒が、一いつ斉せいにカードを引き抜いて、右手にかざした。

「突とつ撃げき！　切り込め！」

　霧島の命令と同時に、百人の《水雷》が一気にふるさと広場に向かって突とつ進しんした。

「敵てき襲しゆう！」

　その叫びを聞いたとき、桜川女子高の生徒たちの脳のう裏りに浮うかんだのは『どうせ、また、《駆逐》ユニットの小部隊が攻せめてきたのだろう』という思い込みだった。

　しかしその部隊は、今までの敵とは明らかに違っていた。

　すべてが青いゼッケンプレートをつけた百人の黒い学生服の集団が、一気に突つっ込んできたのだ。

　中央ポイントを守る生徒たちの中から悲鳴が上がった。

「《水雷》よ！　《駆逐》！　前に出て！　《戦艦》は下がりなさい！　そこの《水雷》！　邪じや魔まよ！　どいて！　《戦艦》が下がれない！」

　中央ポイントの指揮官である淵田が叫んだが、その場にいた生徒たちは、どうしていいかわからずに、右往左往するばかりだった。

　そこに、霧島たちが飛び込んだ。

　霧島は、一番前に出ていた黄色いゼッケンの女の子に向かってカードをかざした。

　ピー！

　電子音が鳴り響ひびくのと同時に、その子は悲鳴を上げてしゃがみこんでしまった。

「悪く思うな、これは戦いだ！」

　霧島はそう言い残すと、顔を上げて次の敵を探して走り出した。




　その頃ころ、華之宮は、何も知らずに桜川女子高の本ほん陣じんでお茶を飲んでいた。

　ルルルルル！

　机の上の携けい帯たい電でん話わが鳴った。

「はい、華之宮です……」

　耳に当てた携帯電話から、半分パニックになった淵田の声が飛び込んできた。

『敵襲です！　敵が来ました！　黒い、黒い敵が一列になって、すごい速さで！　きゃあ！』

「ちょっと！　どうしたの！　黒い敵？　なんのこと？」

「どうしました？」

　大西の言葉に、華之宮は携帯電話を見ながら答えた。

「よくわからないのよ、要領を得なくて……黒い敵が一列になって、すごい速さで突っ込んできた、とかなんとか……」

「黒い敵が一列になってすごい速さで……まさか……ドム？」

　大西がとんちんかんな答えを返したとき、本陣にいた生徒が、モニターを指差して叫さけんだ。

「見て下さい！　あれ！」

　それは、中央ポイントを俯ふ瞰かんで映しているカメラの映像だった。

　中央ポイントを守っている生徒の輪の中に、黒い学生服の集団が一本の槍やりのようになって、真っ直すぐ突っ込んできていた。

　華之宮は立ち上がった。

「あれは！」

　机の上にあったティーカップが転げ落ちたが、華之宮は視線すら投げなかった。

　モニターの中には、桜川女子高の《戦せん艦かん》ユニットの生徒たちが次々に撃沈されていく光景が映し出されていた。

「ああ、何をやっているのよ！　敵は《水雷》だけじゃない！　《駆く逐ちく》ユニットはどこにいるの？」

「《駆逐》ユニットはおります！　しかし、均等に割り振ふったために、数で来られますと、対応しきれないのかと……」

　華之宮は机を、ばん！　と平手て叩たたいた。

「やられた！　開戦してからずっと敵が《駆逐》ユニットの小部隊だけを反復してぶつけてきた理由は、このためだったのよ……《水すい雷らい》部隊の集中運用！　あれだけの人数で攻め込まれたら、二十人や三十人の《駆逐》がいても撃げき退たいは無理よ。ましてや、均等に薄うすく配置していれば、絶対に阻そ止しできない！」

「しかし、《水雷》ユニットでは、中央ポイントを占せん領りようできません、大勢に影えい響きようは無いのでは？」

「確かに、いくら《水雷》を突っ込ませても、中央ポイントの支配は動かないわ。でも、それによって沈しずめられた《戦艦》ユニットは、戦線に復帰できない……つまり、確実に戦力が削けずられるのよ！　《水雷》、《駆逐》、《戦艦》の三すくみのバランスの一角が崩くずれれば、相そう互ご支し援えんができなくなるということよ！」

　モニターには、態勢を立て直した防衛側の《駆逐》ユニットの生徒が、脱だつ出しゆつを図はかる楢山高校の《水雷》ユニットの生徒を追いかけて撃げき沈ちんし始めた光景が映っていた。

「敵は退たい却きやくを始めました！」
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「見ればわかります！　でも、ああやって撃沈した《水雷》は、十五分後に戦線に復帰してくるのです！　しかし、あいつらに沈められた我が方の《戦艦》ユニットは、復帰できないのよ……」

　華之宮は、悔くやしそうにツメを嚙かむと、大西に言った。

「こちらの損害を大至急把は握あくして報告してちょうだい！　作戦を立て直します！」

　その頃、ふるさと広場の中を横断する形で、敵てき陣じんに突とつ撃げきした霧島は、周囲の空気が変わってきたことに気づいていた。

　──パニックが収まって、自分たちがなにをどうすればいいか、考えることができるようになってきたようだな……そろそろ潮時か。

　そのとき霧島の後ろについていた宇佐見が叫んだ。

「後方！　散開していた敵の《駆逐》ユニットが集結して戻もどって来ました！　総数約五十！」

　霧島は、中央ポイントを防衛していた桜川女子高の生徒たちを見回した。

《戦艦》ユニットを示す、黄色いゼッケンプレートを付けた生徒たちが、肩かたを落として本陣に向かって歩き始めているのが見えた。

　その数は、五十人を超こえているように見えた。

　──戦果は充分だな……よし！

　霧島は周りにいる部下に向かって叫んだ。

「撤てつ収しゆうだ！　戦場から離り脱だつしろ！」

　生き残っていた霧島の部下は、一いつ斉せいに背を向けて離脱を図った。

　霧島たちが逃にげるのを見た淵田が叫んだ。

「《駆逐》部隊！　逃がすな！　敵に《戦艦》は少ない！　押し包つつんで討うち取れ！」

　赤ゼッケンの女子生徒が、押し寄せてくるのを見た霧島が宇佐見に向かって叫んだ。

「宇佐見！　本陣に連れん絡らく！　《水雷》部隊は作戦目的を達したと認む……だ！」

「了りよう解かい！」

　宇佐見は携けい帯たい電でん話わをかけるために立ち止まろうとした。

「馬ば鹿か！　立ち止まるな！　走りながらやれ！」

　霧島が叫んだが遅おそかった。宇佐見の後ろに赤ゼッケンの生徒が駆かけ寄ってカードをかざそうとした。

　そのとき霧島が、宇佐見とその生徒の間に自分の身体からだを割り込ませた。

　ピー！

　霧島のゼッケンプレートが赤く光った。

「霧島さん！」

「いいから行け！　報告と、再編制を忘れるな！」

　宇佐見は、携帯電話を握にぎり締しめて、味方の前線に向かってそのまま走り出した。

　霧島は撃沈されたことをアピールするために両手を上げて、あたりを見回した。

《水雷》部隊の部下たちが、同じように両手を上げて、笑いながら霧島の周りに集まってきた。

「霧島さんもついにやられましたか、俺もやられました、でも、敵の《戦艦》の女の子二隻せき撃げき沈ちんしましたよ！」

「俺もです、二人目の子、可愛かわいかったので、一いつ瞬しゆん見み逃のがそうかな、とか思ったんですけど」

「ああ、俺も。でも、俺が撃沈した子、見た目はおとなしそうだったけど、すげえ言葉が汚きたなくて、引いちゃいました」

　霧島は苦笑いを浮うかべて答えた。

「それだけ向こうも本気ってことだ。マジになれば、男も女もない。正々堂々と戦っているんだから、文句言われる筋合いは無い」

　そして、霧島は自分が撃沈された場所を見回した。

　そこは、ふるさと広場の入り口に面した交差点の南西の角にある「ソロモン」という喫きつ茶さ店てんの前だった。

「ようし！　復活ポイントまで戻るぞ！　次発装そう塡てんして、一秒でも早く戦線に復帰するんだ！」

「わかりました！」

　霧島は、部下を引き連れて、復活ポイントに向かって走り出した。
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　ふるさと広場の大きなスクリーンには、態勢を立て直した防衛陣じんと、復活ポイントに向かって走っていく霧島たちが映し出されていた。

『楢山高校側の猛もう攻こう撃げきを受けましたが、中央ポイントはいまだに桜川女子高が占せん拠きよしています！　開戦から、間もなく一時間が経過しますが、楢山高校はいまだに有効な手を打てずにいます！　さあ、決戦はいよいよ後半戦に入りました。戦いはこのあと、どのように推移すると思われますか？』

　実じつ況きようのアナウンサーから話を振ふられた黒鉄は、腕うでを組んで、もったいぶった口調で答えた。

『そうですね、先ほどの楢山高校の《水すい雷らい》部隊の突撃は、中央ポイントを狙ねらったものではなく、防衛している桜川女子高の《戦せん艦かん》ユニットの数を減らすことが目的でしょう。敵を弱体化させて、一気に総力戦を仕し掛かけてくるのではないかと思われます。というか、私なら、今、攻こう撃げきを仕掛けて撃げき沈ちんされた《水雷》部隊が戦線に復帰する、二十分後あたりで仕掛けますね、そこがタイムリミットです』

『タイムリミットとは、どういう意味ですか？』

『このゲームは、撃沈されたユニットが復活する際に十五分のペナルティが与あたえられます。しかし、それは復活ポイントに戻ってそこでリセットしてから十五分、ということで、その復活ポイントまでの往復の時間は含ふくまれていません。実際には撃沈されてから復活するまで二十分以上の時間がかかるわけですね。そう考えれば、終しゆう了りよう時間の二十分前、開始から一時間四十分以降に撃沈されたユニットは、もはや戦力にならないわけです。つまり、決戦開始から一時間二十分後に撃沈されたユニットが、ギリギリで間に合う。ということなのです』

『なるほど、それで、今から二十分後に総攻撃をかける、とお読みになったわけですね』

『そうです、しかし楢山高校の軍師である所光明君は、樫森高校との楢山城攻こう防ぼう戦せんでも、あっと驚おどろく奇き策さくを打ってきましたからね。もしかすると、私にはおもいつかない作戦を仕掛けてくる可能性があります。期待して推移を見守りましょう！』

　光明とリタのいる楢山高校の復活ポイントでは、撃沈された霧島たちがリセットを終え、十五分間のペナルティタイムに突とつ入にゆうしていた。

　休きゆう憩けいコーナーで折り畳たたみ椅い子すに座って、スポーツドリンクを飲んでいる霧島のところに、光明がやってきて、声をかけた。

「ご苦労さん！　おおよその戦果がわかったよ。君たちの攻撃で、桜川女子高の《戦艦》ユニットを五十人以上撃沈したのは間ま違ちがいない。戦力バランスがすぐに変わるわけじゃないけど、こういう数字は徐じよ々じよに効いてくるはずだ、良くやってくれた！」

　休憩コーナーにいた霧島の部下たちは歓かん声せいを上げた。

「やったね！　敵の戦力の一割近くを削けずったぜ！」

「やつら、完全に油断していたからな……まさか、《水雷》だけで束になって突つっ込んで来るなんて考えていなかったんじゃねえの？」

「いや、考えてはいたんだろうけど、俺たちが突っ込む前に、《駆く逐ちく》部隊だけを何度も突っ込ませて油断させたからだろうな、結局は作戦勝ちだ」

「でもなあ、作戦で勝っても、勝負に負けたんじゃ意味が無いからなあ……まだ中央ポイントは奪うばえないんだろう？」

　光明は、にやっと笑った。

「君たちが戦線に復帰する、そのときに我々は攻こう勢せいをかける！　リタを守る護衛部隊以外をすべて使った総攻撃だ。そのときに、君たちに先せん陣じんを切ってもらいたい！」

　休憩コーナーにいた全員が「おおっ！」と声を上げた。

「いよいよ、中央ポイント奪だつ取しゆですね！」

「ガチでぶつかるってことか！」

　光明は、曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべると、霧島を指差した。

「……詳くわしくは霧島から聞いてくれ」

　休憩コーナーの中にいた生徒たちがざわつく中で、一人の男子生徒が辺りを見回しながら立ち上がった。

　その生徒は、霧島の部隊の生徒ではなかった。今回で二回目の復活ペナルティを食くらっている、《駆逐》部隊の一人だった。

　落ち着かない様子を見た仲間が声をかけた。

「どうしたんだ？」

「あ、いや、ちょっと、トイレに行こうと思って……」

「トイレはいいけど、あんまり単独で動くなよ」

「あ、ああ……」

　その男子生徒は小さくうなずくと、休憩コーナーの裏手に向かい、そこで携けい帯たい電でん話わを取り出した。

「あの？　もしもし、俺だけど……うん、今休憩コーナー。うん、作戦がわかった。このあと総攻撃をかけるって。うん、所副会長がみんなの前で言ったから間違いない。え？　馬ば鹿か言うなよ。好きだからこうやって情報を流しているんじゃないか……」

　楢山高校の男子生徒が、にやけながら電話をしていたその頃ころ。

　桜川女子高の本ほん陣じんでは、華之宮が大西から報告を受けていた。

「先ほどの楢山高校の《水雷》部隊の攻撃で、六十名を超こえる《戦艦》ユニットが撃沈されてしまいました。あらかじめ《駆逐》ユニットを減らした分、《戦艦》ユニットを多くしてあったとはいえ、総数の一割が削られたという事実に変わりはありません」

　華之宮は、唇くちびるの前に握にぎりこぶしを持ってくると、悔くやしそうに答えた。

「この数字は、おそらく向こうにも伝わっているはずです。おそらく、楢山高校は次の手を打ってくるでしょうね……」

　そのとき、華之宮と大西の前に、生徒会の役員の一人がやってきた。

「失礼します！　たった今、情報が入りました！」

「どこからですか？」

「例の……楢山高校の中にいる協力者からです。楢山高校は、先ほど攻こう撃げきをかけて撃げき沈ちんされた《水すい雷らい》部隊が戦線に復帰するタイミングで総攻撃をかける、とのことです！」

「その情報に間違いは無いのですか？」

　生徒会の役員は笑って答えた。

「はい、複数の協力者から、まったく同じ情報が入っております。おそらく間違いは無いものと……」

　華之宮は、にっこり笑った。

「そうですか、わかりました。協力者を懐かい柔じゆうした工作員に、よくやった、と伝えて下さい」

　一礼して立ち去った生徒会の役員を見送って大西が言った。

「さっきの《水雷》部隊の中に、協力者がいなかったことが悔くやまれますね……」

「すべてを望むわけにはいかないということでしょうね。でも、敵の総攻撃のタイミングがわかったということは、実にありがたいですわね……」

　華之宮はそこで言葉を切ると、右手を伸のばし、中央ポイントのあるふるさと広場を指差して言葉を続けた。

「中央ポイントの戦力を増強しなさい！　この本陣の周囲を固めている護衛要員を、中央ポイントに回すのです！」

　華之宮の言葉を聞いた大西が目を見開いた。

「会長！　それは危険です！　会長にもしものことがあれば……」

「私は大だい丈じよう夫ぶです！　我々の防衛網もうをかいくぐって、ここまで来ることのできる敵はいません。この本陣を動かない限り、私は安全です」

　華之宮はそこで言葉を切ると、自分の周囲に配置されている護衛の生徒たちを見回して言葉を続けた。

「この護衛要員は、はっきり言って完全に遊兵と化しております。中央ポイントで防衛している部隊が大損害を受けた今、拠きよ点てん防衛の人員は一人でも多いほうがいいに決まっています！」

「しかし、楢山高校の所光明は、稀き代たいの食わせ者です！　いつ、いかなる場所から、会長を狙ねらう刺し客かくを送り込んでくるとも限りません！　すべての護衛要員を前線に回すのは反対です！　会長がご無事であって、初めて我々は戦えるのです！」

「たとえ私が無事でも、拠点が落とされたのでは、意味がありません！」

　華之宮と大西はしばらく無言でにらみあった。

　最初に視線を外したのは華之宮だった。

「……わかりました、では、すべての護衛要員をまわすのではなく、四分の一ではいかがでしょうか？」

　大西は、不承不承にうなずいた。

「それは……まあ、四分の一を回すのでしたら、それほど護衛要員も弱体化しませんから、よろしいかと……」

　華之宮はにっこり笑った。

「では、四分の一を残し、他ほかをすべて中央ポイントの防衛に回しなさい、いいですか？　これは命令です！」

　大西は目を見開いた。

「会長！　話が違ちがいます、私は、四分の一を回すと……」

「そうです、ですから、四分の一を残し、その他を回すのです。今、このときにも、中央ポイントでは淵田さんが必死に防戦をしています！　いいですか、すぐに移動するように！」

　華之宮の表情を見て大西は、あきらめたのだろう、小さく一礼した。

「かしこまりました、では、そのように手配いたします……」

　華之宮の前から下がった大西は、生徒会の役員を呼んで指示を出した。

「華之宮会長はああ言っているけど、とてもじゃないが、護衛要員を四分の一になんかできやしないわ。今いる人数から三分の一を、中央ポイントの応おう援えんに回してちょうだい。残りの三分の二でここを守るのよ！」

　生徒会の役員は眉まゆをひそめて聞いた。

「ここを守る人間を少なくするわけには行かないというのはわかりますけど、応援に回す人数はどこから出すのですか？」

　大西は中央ポイントと本ほん陣じんとの間にある復活ポイントを見た。

　復活ポイントには、撃沈され、ペナルティタイムの間に休きゆう憩けいを取っている百人近い生徒たちの姿があった。

「あそこを防衛している人間も、今の段階では無む駄だだわ、本陣の護衛から削けずれない分、あそこを警備している人間から回しましょう、あんなに人がいるんだから、半分……いえ、それこそ四分の一にしても大丈夫だわ」

「わかりました、さっそくそのように指示を出します！」

　生徒会の役員がそう言って下がるのを見送った後で、大西はモニターの脇わきにある、残り時間をカウントダウンしている電光掲けい示じ板ばんを見た。

　──開始から一時間十五分経過か……予想される敵の総攻撃まで、あと五分。

「配置転てん換かんが間に合えばいいんだけど……」

　大西は、思わず独り言をつぶやいた……その頃ころ。




　暗い、水の流れる小さなトンネルの中を、ヘッドランプをつけ、腰こしまである長なが靴ぐつをはいた三十人ほどの男たちが、水音を立てないようにゆっくりと進んでいた。

　先頭を歩いている黒鍬が小声で言った。

「もうすぐ暗あん渠きよを出るが、出たところに小さな階段がある。俺たちはそこを登って一気に攻せめ込む。合図があるまで、この先の橋の下で待機だ」

　黒鍬の後ろについていた百地がうなずいた。

「わかった。配置完かん了りようと同時に、副会長殿どのに連れん絡らくするでござる！」

　黒鍬は、百地の出した携けい帯たい電でん話わを見て眉をひそめた。

「地下で携帯が使えるのか？」

「大丈夫でござる。この暗渠の出口の先、真っ直ぐ二百メートル先に、この携帯の会社の中ちゆう継けいアンテナが立っているのでござるよ。電波は周波数が高くなればなるほど建物の陰かげとかに回り込みにくくなるため他の会社の携帯電話は通じませぬが、川沿いに真っ直すぐ、中継基地のアンテナまで何の障害物も無いこの会社の携帯電話は通じるでござる……ほら、アンテナ三本でござる」

　百地の持つ携帯電話を見て、黒鍬は感心したようにうなずいた。

「ホントだ、すごい」

「いやいや、すごいのは電磁波同好会の八木殿と、その情報を利用してこんな作戦を立てた所殿でござるよ」

　開戦と同時に用水路に下りて、人目につかないように敵てき陣じん深く進しん攻こうしていた黒鍬と百地たちが、光明に連絡を入れたのは、開始から一時間二十分を示した頃だった。

　復活ポイントの周囲には、ペナルティタイムが終わり、カードの機能が復帰した霧島たちが集まっていた。

　その場に集まった生徒たちを見回した光明が、右手に携帯電話をかざし、良く通る声で言った。

「ようし、総そう攻こう撃げきの時間だ！　諸君、準備はいいか？　もうすぐこの携帯電話が鳴る！　その時が総攻撃の合図だ！　今までリタの護衛についていた人たちからも、この総攻撃に加わってもらうことになる。霧島の指揮下に入ってくれ！　リタの周囲を守るのは、今までの半分だ！　責任重大だけど、しっかり守り抜ぬいて欲しい！」

　そこまで言った、そのとき。

　光明がかざした手の中にある携帯電話が着信音を発した。

　ピロピロピロ！

　霧島が叫さけんだ。

「ようし！　俺に続け！　目標まで、一いつ切さい構うな！　走って走って走りぬけ！」

「おおおーっ！」

　楢山高校の復活ポイントにいた、男女混合の約百五十名の生徒は、一団となって走り出した。

　霧島たちを見送った光明は、携帯電話を開くと、耳に当てて小声で話し始めた。

「声を出せない状態だってことは、わかっている、話さなくていい。こっちから一方的に話す。今、霧島たちがこっちをスタートした。向こうが目標に気づくのは、霧島たちが中央ポイントの横を通過した瞬しゆん間かんだ。そのタイミングを間ま違ちがえないでくれ……以上だ」

　通話を終えた光明を見て、リタと朋絵が怪け訝げんな顔になった。

「誰だれト会話シテタノデスカ？」

　携帯電話を八木に返しながら光明は答えた。

「百地と黒鍬さ」

「モモチ？　Ｏｈ！　ソウイエバ、ノリユキがイマセンネ！　開戦シタトキハ、確かにワタシノ隣となりにイタノニ！」

「ノリユキ？　ああ、百地のことね。あいつ、二つの名前使い分けてるからややこしいな……百地は、忍にん者じや同好会のメンバーと、暗あん渠きよ排はい水すい路ろ同好会の黒鍬たちと、極ごく秘ひ任務についているのさ……」

「極秘任務？」

　目を丸くする朋絵とリタを見て、光明は笑いながら休憩コーナーの横に置かれたモニターを指差した。

「うん、開戦と同時に、あいつらは用水を伝って、ぐるりと迂う回かいして敵陣深く潜せん入にゆうしたのさ。もうすぐ明らかになると思うから、モニターを見ているといい……」

　復活ポイントから走り出した霧島たち百五十名の姿が、モニターに映った。

『ああっと、楢山高校が仕し掛かけました！　黒鉄さんの予言どおり、一時間二十分を経過したところで、楢山高校が仕掛けました！　黒鉄さん、走っている生徒の数は、見たところ百人以上いますね』

『どうやら、艦かん長ちようの護衛をしていた生徒も攻撃側に振ふり分けたみたいですね。中央ポイントでにらみ合っていた残りの生徒と合流して、総攻撃をかけるのでしょう』

　一団となった霧島たちが、ふるさと広場の入り口にある交差点に差し掛かかると、交差点の南側にある中央ポイントの前で桜川女子高の前衛部隊が、警けい戒かいラインを作って待ち構えていた。

「来たわよ！」

「本隊と合流する前に、各個撃げき破はする！　広場の中に突とつ入にゆうしたら、包囲しろ！」

　桜川女子高の生徒たちは、カードを構えて迎げい撃げき態勢を取った。

「やっぱり、待ち構えていやがったか……だがな、俺たちの目標はお前らじゃねえ！」

　霧島はそう言うと、自分がさっき撃げき沈ちんされたポイントである交差点の角にある喫きつ茶さ店てんの前で立ち止まり、持っていた携帯電話の短縮ダイヤルを押して叫んだ。

「ようし、俺はソロモンまで帰ってきたぞ！」

　暗く湿しめった橋の下に、忍者の覆ふく面めんで顔を隠かくした、三十人の男たちが、じっと座って身を隠していた。

　その三十人の先頭にいた百地の胸の中で、携けい帯たい電でん話わがバイブレーションを始めた。

　──来た！

　百地は顔を上げると自分の後ろにいる、三十人の部隊員に向かって小声で叫んだ。

「ソロモンまで来た！　行くぞ！」

　三十人は、一いつ斉せいにうなずくと、橋の下から川の中に走り出た。

　そこは、桜川女子高の復活ポイントのある、マリアナビル前の交差点から、少し離はなれたところにある用水路だった。

　バシャバシャという水音に気がついた、桜川女子高の生徒が一人、何の気なしに橋の方を見た。

　彼女が見たものは、用水路の脇わきでゴム長なが靴ぐつを脱ぬぎ捨てた、黒い学生服姿に黒い忍者のような覆面を付けた男たちが、わらわらと用水路から湧わいて出る光景だった。

「きゃああああ！」

　女の子の悲鳴がマリアナビル前の交差点に響ひびき渡わたった。

　霧島は、自分の率いる生徒たちに向かって叫んだ。

「走れ！　俺たちの目標は、マリアナビル交差点だ！」

　メインスクリーンに映ったのは、中央ポイントのある、ふるさと広場をスルーして、華之宮のいる本ほん陣じんに向かって走り続ける、霧島たちの姿だった。

『おおっと！　これはどうしたことだ！　楢山高校は、そのまま本陣を狙ねらうのか？』

『いや、ちょっと待ってください、桜川女子高の復活ポイントの方でも動きがあったみたいです！』

　解説者の言葉と同時に、スクリーンに映ったのは、マリアナビル前交差点にある桜川女子高の復活ポイントの周辺で、防衛する生徒にカードをかざして襲おそい掛かる、覆面姿の学生服の一団だった。

　黒い忍者の覆面が持つ得体の知れない不気味さが、桜川女子高の生徒たちの腰こしを引けさせたのと、中央ポイントへ人員を引き抜ぬかれていたため、防衛ラインはあっさり破られてしまった。

　復活ポイントのまわりには、百人近い生徒がいた。しかし、彼女たちは、ペナルティを受け復帰待ちをしている生徒たちだった。彼女たちに戦せん闘とう能力は無い。
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　実質的に復活ポイントを防衛していたのは、わずが四十人だった。

　そして、この四十人のうち、半数が見張り要員として、復活ポイントからかなり離れた場所に配置されていた。

　これは、本陣への刺し客かくを恐おそれた大西の指示だった。

　華之宮の安全を気き遣づかった大西の配はい慮りよは、完全に裏目に出たのだ。

　部下が破った防衛ラインを走り抜けた百地は、復活ポイントのセンサーマシンに駆かけ寄り、手に持ったカードをセンサーのタッチパネルに押し当てた。

　ぴんぽーん！

　周囲に電子音が響き渡り、センサーマシンの上に置かれたモニターに映っていた青い桜川女子高の校章が、赤い楢山高校の校章に切り替かわった。

『おおっと！　なんということだ！　桜川女子高の復活ポイントが奪うばわれたーっ！　残り三十分で、この占せん領りようは大きな痛手だ！　さあ、どうする、桜川女子高！』

　本陣でこの光景を見ていた華之宮が叫さけんだ。

「復活ポイントの周りにいる生徒は何をやっているのです！　なぜ、阻そ止しできなかったのですか！」

　自分が勘かん違ちがいしていたことに気がついた大西は愕がく然ぜんとなった。

「そ、それが、あそこにいる生徒は……ペナルティタイムで、戦闘に加われない者たちでして……私の判断ミスです！」

「あなたを責めても仕方ありません！　防衛要員を引き上げさせたのは私です。それよりも、一刻も早く奪だつ還かんしなさい！　あそこを敵に奪われれば、中央ポイントで撃沈されたユニットが復活できません！」

「あ、いや、本陣でも復活できますが……」

「距きよ離りが倍です！　どれほどのロスになるとお思いですか？　この距離を往復しさらにペナルティタイムを加えられれば、もはや制限時間内での戦線復帰は不可能です！　復活ポイントは我々の生命線です！　何が何でも奪だつ回かいしなさい！」

　そのときモニターに、霧島率いる百五十名が、マリアナビル前交差点に駆け込んでくる光景が映った。

「ああっ！　敵に増ぞう援えんが！」

　走りこんできた霧島たちは、すぐに防衛ラインを作って、占せん拠きよした復活ポイントを取り囲んだ。

　その光景を見た華之宮は、奥歯をぎりり、と嚙かみ締しめると、目の前にいる大西に向かって叫んだ。

「命令です！　かくなる上は我が方の《水すい雷らい》ユニットをすべて集め、あの、おっぱいお化けを沈しずめるのです！」

　大西は目を見開いた。

「しかし、中央ポイントの防衛ラインから《水雷》を引き抜けば、敵の《戦せん艦かん》を沈めることができません！」

「マリアナビル前交差点の復活ポイントが敵に奪われた今、中央ポイントはもはや維い持じできません！　あそこで行われている攻こう防ぼう戦せんで沈んだユニットは、戦線に復活できないのです！　我々のユニット数は減少するだけなのです！　こと、ここに到いたって、勝利をもぎ取ることができるのは、敵の艦かん長ちようを沈めるという一発逆転の手段しかありません！」

「わかりました……最後の希望にすべてをかけます！」

　大西がそう言って頭を下げたとき、本陣に百人近い生徒が走り込んできた。

「あなたたちは？」

　目を見開く大西を見て、生徒の一人が言った。

「復活ポイントでリセットして、ペナルティタイムを受けていた者です。楢山高校の指揮官に、本陣に向かうように言われました……ここにいても座り込んでいる七面鳥みたいなもので、復活と同時に沈められるだけだから、本陣に戻もどれ……と」

「道理は通す、ということですか……霧島という男は、確かに人物ができているようですね……悔くやしいけど」

　華之宮が忌いま々いましげにつぶやいた、その頃ころ。

　中央ポイントでにらみ合っていた三つの攻こう撃げき部隊のうちの一つを指揮していた長篠は、敵の防衛陣じんの中にいた、《水雷》ユニットが、まとまって後方に下がり始めたのに気がついた。

　──所くんが予想したとおりだわ……敵は、リタを狙うつもりね……。

　そして腕うで時ど計けいを見た長篠は、目を見開くのと同時に感かん嘆たんのため息をついた。

　──開始から一時間三十五分ですって？……事前に所くんが、全校女子を集めて、指示をした時間ぴったりじゃない！

　どうやったら時間まで見み抜ぬけるのよ！

　……あの人って、ホント、化け物じゃないかしら？

　長篠が舌を巻いていたその頃、楢山高校側の復活ポイントにいた光明もまた、腕時計を見ていた。

　──桜川女子高の復活ポイントを占拠して十分。

　おそらく、相手は中央ポイントを維持する難しさに気がついて、こっちの艦長であるリタを沈めるために動き出す頃だな。

　こっちの予想したタイムテーブル通りに進んでいるけど、ここから先は俺にもわからない、とにかく作戦どおり、大混戦に持ち込むしかない！

　腕時計から顔を上げた光明は、リタの周囲にいる護衛要員の女子生徒に向かって叫んだ。

「時間だ！　増加装そう甲こう装着！　仮装巡じゆん洋よう艦かん！　出しゆつ撃げきだ！」

「いやっほー！」

「イッツ・ショータイム！」

「あんぱん食べないでおいて正解！」

　光明の言葉を聞いた女子生徒が、きゃあきゃあと歓かん声せいを上げながら、配られたポシェットの中から取り出したのは……。

　腰こしまである長いウェービーな金きん髪ぱつのカツラと、二個のあんぱんだった。

　女子生徒たちは、金髪のカツラをかぶり、あんぱんを制服の胸のところに押し込んで、笑いあった。

「うわーすごい！」

「あっという間にグラマーじゃん！」

　芽衣も麻衣も、それぞれあんぱんを押し込んで。

「一度やってみたらどうかなって思っていたけど……これは意外と……」

「おおー、麻衣ちゃんすごいね、女の子に見えるよ！」

「その言い方はあんまりじゃない？　第一、芽衣ちゃんだって、いつもの幼児体型とは全然違ちがって見えるよ」

「よ、幼っ!?……そうかな……ああ、でも宇佐見くんに見せたかった。絶対見直すはずなのに！」

「……中身が重要じゃないかな？　しょせんこれは『増加装甲』だし」

「あううううっ！　現実は非情だわ！」

　そう言って、揃そろってため息をつく北条姉妹。

「……はいはい、それくらいにしときなさいね」

　そんな双ふた子ごにつっこんでいる朋絵も例外ではなかった。金髪のカツラをかぶって、胸のところにあんぱんを入れると、半分照れたように光明に言った。

「それにしても、ホント、あんたってよくもまあこんな馬ば鹿かなことを考え付くわね……確かに、敵が混乱するのは間ま違ちがいないけど……」

「木の葉を隠かくすには森の中、森が無ければ作ってしまえばいい……ってことさ」

　光明がそう言って笑うと、リタが嬉うれしそうに光明に抱だきついた。

「ワーオ！　ミツアキ！　スゴイです！　ファンタスティックデス！　ワタシが一いつ杯ぱい！　コレコソホントウノ分身のジュツデスネ！」

　リタの胸を押し付けられて赤くなった光明を、朋絵はにらみつけた。

「リタ！　離はなれなさい！　光明も赤い顔して、喜んでる場合じゃないでしょ！　このままじゃ負けちゃうのよ！」

「親愛のヒョウゲンデスヨ……トモエはヤキモチヤキデスネー」

　不満そうな顔をしながら光明から離れたリタを、朋絵はにらむ。

「ヤキモチじゃないわよ！　私は生徒会長として言ってるの！」

「ハイハイ、ワカリマシタ。デ？　ワタシはこれから何をスレバイイノデスカ？」

　光明は、あたりを見回して小さくうなずいた。

「そうだな、まずここから移動しよう、じっとしていたんじゃ、敵の目標になってしまう」

「リョウカイ！」

　リタは敬礼しながらウインクした。




　開始から一時間三十五分を経過したそのとき、ふるさと広場にいた攻こう略りやく部隊の指揮官である長篠と望月、そして中矢が一いつ斉せいに叫さけんだ。

「それぇ、イメチェンよ！」

「増加装甲装着！」

「敵の目をくらませろ！」

　その場にいた楢山高校の女子生徒が、一斉に歓声をあげて、ポシェットの中から金髪のカツラと、あんぱんを取り出した。

「きゃあああ！　すごい！」

「ははははは、めっちゃ巨きよ乳にゆう！」

「右はつぶあん、左はこしあん！」

　キャアキャアという歓声を上げながら、楢山高校の女子生徒が、一斉に金髪のカツラをかぶり、動き始めた光景はテレビカメラによってメインスクリーンに映されていた。

『おおっと！　これはすごい！　楢山高校の女子生徒が、全員金髪になってしまいました！　これはどういうことでしょう？』

『楢山高校の艦かん長ちようは、カナダからの留学生で、金髪の外国人の女の子なのです。これは、敵を混乱させるための変装だと思われます』

『変装は、ルール違い反はんにならないのですか？』

『ええ、私も今、調べてみたのですが、ルール上は制服さえ着ていれば、カツラや覆ふく面めんなどの頭部への装そう飾しよくは違反ではないようですね』

『なんと、これはルール違反ではない！　そうですか、またしても楢山高校は奇き策さくに打って出ました！　さあ残り二十分でどう動くか！　楽しみになってきました！』

　本ほん陣じんで、モニターを見ていた華之宮が叫んだ。

「何なのあれは！　あれじゃあ、どれが本当のおっぱいお化けか、わからないじゃない！」

　そう叫んだ後で、華之宮は目を見開いた。

「あ、そうよ！　胸よ！　胸のサイズを見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ！」

　慌あわててモニターを覗のぞき込んだ華之宮の顔が曇くもった。

　そこには、女子生徒たちの胸が大写しになっていた。『増加装そう甲こう』で大きくなった、胸が。

　──うそ。なんで楢高の女の子って、みんなグラマーなの？　こんなに発育がいいわけないのに……日本人の成人女性の平均胸囲だって、八十三センチそこそこだと聞いたことがあるわ。我が桜川だって、あんなにとんでもないことにはなってないわよ……！

　華之宮は再び目を見開いた。

　──そうか！　胸に何か入れているのよ！　そうでなきゃ、こんなことありえない！　なんという策略！　なんという欺ぎ瞞まん！　そこまでやるというのですか、所光明！　そこまでやるのですね、楢山高校！

　奥歯をギリギリと嚙かみ締しめて、華之宮は叫んだ。

「おのれぇ、楢山高校！　そこまで私をコケにするとは！　絶対に許しません！　出しゆつ陣じんです！　このまま本陣にいたのでは負けです！」

「会長！」

「危険です！　おやめ下さい！」

「えーいうるさい！　これ以上あのおっぱいお化けに馬鹿にされてなるものですか！　出陣するのです！　誰だれか薙なぎ刀なたを持ってきなさい！　私が成敗してくれる！」

　華之宮の叫び声に、まわりに残っていた護衛の生徒たちが色めき立った。

「生徒会長ご乱心！」

「誰か！　生徒会長を押さえて！」

「あの、あのおっぱいお化けに！　正義の鉄てつ槌ついを！」

「落ち着いてください会長！」

「ええい！　離しなさい！　せめてこの手で一ひと太た刀ち！」

　そう叫ぶ華之宮が指さした先には、婦人下着専門店『マツノヤ』の看板が貼はり付けられた、電柱があった。

「電柱です！　電柱でございます、生徒会長！」

　本陣で怒いかりに我を忘れた華之宮がわめいていた頃ころ。




「突とつ撃げき！」

「中央ポイントを奪うばい取れ！」

「敵の《水すい雷らい》は少ない！　温存していた《戦せん艦かん》ユニットを前に！」

「うぉおおおお！」

　三百人の攻略部隊がカードをかざして、防衛陣じんに向かって突とつ進しんを開始した。

　防衛ラインを守っていた淵田は、目を見開いた。目に映るのは、百人を超こえる金きん髪ぱつの女の子と、それを守るように囲んで突つっ込んでくる男子生徒たちだった。

　そのとき、指揮官らしい男子生徒の叫びが聞こえた。

「リタを守れ！　艦長を守るんだ！」

「リタを沈しずめられるな！」

　その声は一人二人ではなかった、あちこちから、同じような声が聞こえた。

　──え？　艦長？　うそ、なんで艦長のリタ・エドワースがこんなところに？

　でも、本当にリタがいるなら、それを沈めれば勝てるじゃない！

　淵田は、思わずそう考えた。

　そう考えたのは淵田だけではなかった。防衛ラインに配置されていた《水雷》ユニットの生徒たちも、同じように攻こう略りやく部隊の中にリタがいると信じ込んだ。

　これは光明の作戦だった。

　この攻略部隊にリタはいない。いるのは、金髪姿の女子生徒だけである。しかし、リタがいると信じ込んだ桜川女子高の生徒たちは、金髪の生徒だけに気を取られるに違ちがいない。

　そこに隙すきができる。

　それが光明の作戦だった。

　ふるさと広場の中に、撃げき沈ちんを告げるピーピーという何百という電子音が響ひびき渡わたった。

　それは、攻せめ込んだ攻略部隊の《駆く逐ちく》ユニットが、防衛側の《戦艦》ユニットに沈められる音と、攻略部隊の《水雷》ユニットが防衛側の《戦艦》ユニットを沈める音だった。

　しかし、防衛側の《水雷》ユニットが、攻略側の《戦艦》ユニットを沈める音は、ほとんど無かった。

　なぜなら、防衛側に配置されていた《水雷》ユニットの半数が、リタを撃沈せよとの命令を受けて、防衛部隊から引き抜ぬかれていたためだった。

　そして、防衛ラインに残った桜川女子高の《水雷》ユニットは、大混乱に陥おちいっていた。

　早とちりして、金髪のカツラ姿の《駆逐》の女子生徒の前に飛び出して逆に撃沈されるもの。《戦艦》ユニットを撃沈したものの、周りの《駆逐》に囲まれて撃沈するものが続出した。

「あれ？　あの子……いえ、違うわね、ゼッケンの色が違うわ……」

「あ、あの子じゃないの？　あの胸はきっとそうよ！」

「良く見なさい！　ゼッケンが黄色じゃない！　《戦艦》だけど、リタじゃないわよ！」

「あーもう！　どうすりゃいいのよ！」

　自分の指揮する部隊と一いつ緒しよに突撃した長篠の見ている前で、防衛ラインがぽっかり空いた。

　大混乱に陥った桜川女子高の《水雷》部隊の隙間を抜けた彼女の目の前、わずか五メートル先に中央ポイントのセンサーマシンがあった。

　長篠はためらった。

　──いいの？　私が登録しても……ホントに？

　だが、そのためらいは一いつ瞬しゆんだった。

　──ええい！　早い者勝ちよ！

　長篠はセンサーマシンに駆かけ寄ると、手に持った黄色いカードを叩たたきつけるようにタッチパネルに押し当てた。

　ぴんぽーん！

　周囲に電子音が響き渡り、センサーマシンの上に置かれたモニターに映っていた青い桜川女子高の校章が、赤い楢山高校の校章に切り替かわった。

　ふるさと広場の中に、歓かん声せいと、落らく胆たんの声が入り混じった、おおおおおおお！　という声が上がった。

『おおっと！　最後の最後！　残り十分を切ったところで、中央ポイントが楢山高校に奪われた！　どうなる！　どうなるんだ！　このまま時間切れを迎むかえてしまうのか！　それとも桜川女子高の奇き蹟せきの逆転があるのか！　どっちだあ！』

　その頃、五人の《水雷》ユニットを連れた大西は中央通りから一本裏に入った路地を、警けい戒かいしながら進んでいた。

　──楢山高校の復活ポイントには、人が集まっていて、金髪の女生徒もいたが、みんなリタではなかった。

　リタは、おそらく戦せん闘とうエリア内を移動しているのだろう。一いつ箇か所に留とどまれば狙ねらわれる可能性が高くなる。

　路地の角で立ち止まった大西は、そこからそっと路地の向こうを窺うかがった。

　──誰だれもいないみたいね……。

　そう思った大西が、一歩踏ふみ出そうとしたとき、路地の先を楢山高校の制服を来た黒い髪かみの女の子が通った。

　大西は塀へいに身体からだを寄せて、じっと路地を凝ぎよう視しした。

　路地の先を歩いていく女生徒は一人ではなかった、五人、いや、十人はいるだろう。

　──おかしい。

　あれだけの人数がまとまって、あんな細い路地を移動する必要は無いはずだ。

　……と、いうことは。

　──護衛か！

　大西は小さくうなずいた。

　──間ま違ちがいない、あの集団の中にリタがいる！　あのグループはリタを守って移動しているのだ！

　振ふり向いた大西は、自分の後ろにいる五人の《水すい雷らい》ユニット……いずれも足に自信のあるアスリート部隊から選せん抜ばつした生徒たち……に向かって小声で言った。

「リタを見つけたわ！　一本向こうの路地を西に向かって移動中よ！　先回りして、この先にある角で待ち伏ぶせをかけるわよ！　急いで！　時間が無いわ！」

　五人の生徒は無言でうなずくと、小走りに移動を開始した。

　待ち伏せ地点まで移動しながら、大西は腕うで時ど計けいを見た。

　──残り時間五分！　くそ！　間に合うか？

　五人を配置につけたとき、残り時間は三分を切っていた。

　ふるさと広場の方から、わあわあという歓声が聞こえてくる。

　──まだよ、まだあきらめない！　たとえ一秒前であっても、センサーが記録すれば、それで勝てる！

　大西は自分に言い聞かせた。

　その集団は、リタと思われる金きん髪ぱつの女の子を中心にして、前後左右を十人ほどの男女で囲ってゆっくりと近づいてきた。

　勝ったと思っているのだろう、女生徒の中には金髪のカツラを外してしまっている子もいる。

　そのメンバーの男子の中に、光明がいるのを確かく認にんした大西は確信した。

　──間違いない！　あの、真ん中にいる金髪の子がリタだ！　あの子さえ、あの子のセンサーさえ反応させれば、我々の勝ちだ！

　時計を見る。

　──あと二分……いや、一分三十秒……二十秒……

　それが限界だった。

　大西は叫さけんだ。

「今よ！　突とつ撃げき！」

　その声と同時に、左右の路地、そして前と後ろから四人の《水雷》ユニットが、リタめがけて突とつ進しんした。

　真ん中にいた金髪の女の子をかばうように光明が立ちふさがり、左右にいた二人の《駆く逐ちく》の女の子が、カードをかざした。

　ピー！　ピー！

　左右から攻こう撃げきした《水雷》の子のセンサーが撃げき沈ちんされたことを告げる。

　前から攻撃した《水雷》の子は、一番前にいたケースを持った八木のかざしたカードで撃沈された。

　後ろからやってきた《水雷》の子は、囲みを破って真ん中にいる金髪の女の子のすぐ後ろに迫せまったところで撃沈された。

　四方からの同時攻撃を退けて、光明たちの間に、一いつ瞬しゆん、ほっとした空気が流れたそのとき。

　大西は叫んだ。

「後ろだ！」

　その声に思わずその場にいた全員が振り返った。

　その瞬間。

　最後の一人が逆方向から走りこんで、光明の腕うでを搔かい潜くぐって真ん中にいた金髪の女の子にカードを押し付けた。

　ピー！

　その音は、間違いなく、真ん中にいた金髪の女の子の胸から聞こえた。

　大西は時計を見た。

　終しゆう了りようまであと二十秒だった。

「やった！　やったぞ！　リタを撃沈した！」

　路地から飛び出した大西がそう叫んだとき。

　真ん中にいた金髪の女の子が、ゆっくりとカツラを脱ぬいだ。

「あーあ、最後の最後に私も撃沈されちゃった……ホント、光明ってこういうときに役立たずなんだから」

　それは、楢山高校生徒会長の早乙女朋絵だった。

　大西は目を見開いた。

「なんだと……リタじゃない？　そんな馬ば鹿かな！」

　大西ががっくりと、その場にひざを突ついたとき。

　どどん！　どん！

　決戦終了を告げる花火の音が桜川町の市街地に響ひびき、ふるさと広場から大だい歓かん声せいが聞こえて来た。

「え？　今の花火って、もしかして……」

　携けい帯たい電でん話わを耳に当てていた光明がうなずいた。

「終了だ！　中央ポイントは俺たちが押さえている！　そしてリタも無事だ！」

　その場にいた全員が光明の所にわっと集まった。

「勝ったのね？　勝ったんでしょ？」

「そうだ！　勝ったんだ！」

「すごい！　二連勝だ！」

　輪の外側にいた黒くろ髪かみの生徒が、周りの生徒を搔き分けて光明に抱だきついて、その頰ほおにキスをした。

「きゃ！」

「うわ！　大だい胆たん！」

「ちょっと！　何するのよ！」

　朋絵が慌あわててその子の髪かみの毛を引っ張った。

　黒いロングヘアはするりと脱げて、その下から、ふわふわのウェービーの金髪が現れた。

「ミツアキニキススルノハ、当然デスネ！　ミツアキ、ヒーローです！　エイユーデス！　ナイトです！　ナイトにマモラレタオヒメサマハ、キスをする、コレ、トウゼンノコトネ！」

「うるさい！　光明がナイトで、ヒーローだってのは、私にとっても同じことなのよ！　見てなさい！」

　朋絵はそう叫ぶと、光明の反対側の頰に唇くちびるを押し付けた。

「うわ！」

　驚おどろく光明から素す早ばやく離はなれた朋絵は、真っ赤な顔で光明をにらみつけた。

「これ！　私の気持ちよ！　いい？　私、もう自分の心に噓うそつく気ないから！　本気で好きになるからね！　覚かく悟ごしなさいよ！」

　光明は、目をぱちくりした後で、にっこり笑った。

「覚悟なら、ずっと前からできてるさ……」

「馬鹿！　だったら早く言いなさいよ！」

　怒おこったように言う朋絵の言葉を聞いていた芽衣がつぶやいた。

「なんでだろう？　ちっとも告白に聞こえない……」

　麻衣が答えた。

「覚悟しろ、ってのは……告白じゃなくて、脅きよう迫はくだからじゃない？」

「そっか、脅迫か……」

「そうよ、そういう関係に発展しちゃったのよ、会長と副会長……」

「じゃあ仕方ないな……」

「私たちに出来るのは、お二人を優やさしく生暖かく見守るだけよ」

「そうだなあ」

　なぜかしみじみと語る北条姉妹に、まだ顔が真っ赤な朋絵が叫さけんだ。

「うるさいわね！　ごちゃごちゃ言ってないで、ふるさと広場に向かうわよ！」

「はーい！」

　その光景を見ていた大西は、唇をかんだ。

　──黒髪に金きん髪ぱつのカツラをかぶせたように、金髪に黒髪のカツラをかぶせたというわけか……二重の目くらましをかけていたとは思わなかった……完敗だ。

　恐おそるべし……所光明。
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　ふるさと広場に作られた来らい賓ひん席で一部始終を見ていた藍山は、楢山高校の勝利が確定したのと同時に、大きくため息をついた。

「ホント、あの子たちは、最後の最後までやきもきさせるわねえ……」

　横に座っていた野上が、笑いながら答えた。

「でも、これで楢山高校は二勝ですよね、統とう廃はい合ごうの対象から外れるわけで、共学校の一つとして存続していくことが確定したわけですね。当初の目的である、一つの市に二つの共学校に一歩近づいたってことですね」

「確かに、あなたの言うとおり、二つの共学校に決まったようなものね。問題は、桜川女子高に、樫森高校が吸収されるのか、それともその逆か、というところね。どっちもＯＢ連中が騒さわぎそうだわ……」

「同じ高校なんだから、対等合がつ併ぺいしてしまえばいいんでしょうけどねえ」

「合併というのは、決まった後が一番大変なのよ。つまるところどっちが主導権を握にぎるのか……そういう部分が一番もめるのよね……前ぜん途と多難だわ」

　藍山が肩かたをすくめてため息をついた、その頃ころ。




　樫森町にある樫森高校の生徒会室では、生徒会長の真行寺が難しい顔で考え込んでいた。

　──よりによって、桜川女子高と合併することになろうとは、まさしく青天の霹へき靂れきだな。

　それにしても……女子校と、どんな勝負をすればいいというのだ？

　勝負しなくてもしても、今のままでは共学を受け入れるしかないというのに……果たして勝負する理由があるのか？

　真行寺はしばらく考えていたが、やがて、何かを思いついたように目を見開いた。

　──そうか、樫森高校をそのまま男子校として存続させ、桜川女子高を廃はい止しして、女子を楢山高校に編入させればいい。

　そうすれば、わが校はそのまま存続できるのだ。

　真行寺は大きくうなずいた。

「よし、桜川女子高との会議で、この案を提案しよう！」

　同じ頃、落ち着きを取り戻もどした桜川女子高の生徒会長の華之宮もまた、同じことを考えていた。

　──別に、共学校を二つ作る必要は無いのですわ！　共学校と、女子校にすればいいのです！　樫森高校のむさい男どもは楢山高校に編入し、この桜川女子高は女子校としての伝統を守っていけばいいだけのことですわ！

　華之宮は大きくうなずいた。

「うん、樫森高校との会議で、この案を提案いたしましょう！」




　三つの町の三つの高校の統廃合問題は、まだ決着したわけではなかった。

　二連勝し、一見安あん泰たいに見えた楢山高校だったが、その先行きには、まだ多くの難関が待ち受けていた。







　あとがき




『会長の切ジヨりーカ札ー　忍者ガールで罠をはれ！』いかがでしたでしょうか？

　今回、楢なら山やま高校生徒会が高校の統とう廃はい合ごうを賭かけて戦う相手は、桜さくら川がわ町にあるお嬢じよう様さま学校の桜川女子高校です。女子校ですから、女の子が一いつ杯ぱい登場することになります。となれば、楢山高校側にも、相手に負けないくらい華はなやかな女の子を登場させねばなりません。

　そこで、楢山高校生徒会の新メンバーとして「リタ・フォレスタル・エドワース」というカナダからの留学生を登場させてみました。

　リタのモデルは、日本のアニメとマンガの勉強のために友人のマンガ家さんのところにやってきた、イタリア人の女の子です。

　彼女は、日本に関する情報をインターネットで調べていたそうですが、知識のレベルがバラバラで、「松屋で牛めしを注文すると味み噌そ汁しるがついてくる」なんてことは知っているくせに、本気で「ニンジャが街を歩いているはずだ」と信じていたり、「日本のお城には、今でも領主が住んでいる」と思い込んでいたり。その知識のアンバランスさからくる天然ボケ振ぶりで、友人の仕事場では一番の人気者だったそうです。

　陽気で、物もの怖おじしない天然金きん髪ぱつ娘むすめが、このシリーズのメインテーマである高校対決でどんな活かつ躍やくをするのかは、読んだ方にはおわかりでしょうし、あとがきから読む方には、読んでからのお楽しみ、とお伝えしておきましょう。




　ところで、『会長の切ジヨりーカ札ー』の一巻をお読みになった方から、さまざまなメールを頂きました。その多くは「こんなことが本当にやれたら面おも白しろいのに」という内容のメールでした。

　国民的アニメの主題歌ではありませんが、「こんなこと、できたらいいな」と思うことは誰だれにでもあるわけで『会長の切ジヨりーカ札ー』は、私が考えた「高校生が、高校同士で、戦国バトルを繰くり広ひろげることができたら面白いだろうなあ」という妄もう想そうを書いたものです。

　高校生が、それぞれの高校の命運を賭けて決戦を繰り広げる、という出来事が、現実に起こるとはまず思えません。起こったことなどなく、起こりえるはずもないことでしょう。

　しかし、その出来事を「起こったかもしれない」と読者に思わせることができれば、たとえ現実離ばなれした出来事でも、それはただの妄想ではなくなります。

　そのためには、逆転の発想が必要になります。

　現実では不可能である。それはなぜなのか。その理由を考え出して、それをクリアできる手段を考えていけばいいわけです。

　その手段とは、あくまでも実効性がなくてはなりません。荒こう唐とう無む稽けいな手段では、読者は「起こったかもしれない」とは思ってくれないのです。

　そして、そうやって問題点を全部クリアすれば、そのありえない出来事が、現実世界の枠わく組ぐみの中にすっぽり納まるわけです。

　高校生が戦国バトルを繰り広げることができる「世界」を作るのではなく、この現実世界で高校生が戦国バトルを繰り広げることができる「理由」を考えればいいのです。

　その理由を、ちゃんと読者に説明できて、納得してもらえるように書けば、私たちが暮らしているこの現実世界の枠組みや常識がそのまま通用する、地続きの世界観で読んでもらえる物語となるわけです。

　しかし、この書き方は、架か空くうの世界を作り、現実にありえない架空のものとして物語を描えがく描き方に比べると、実に自由度の狭せまいものになります。魔ま法ほうも超ちよう能のう力りよくも異星人も出てこない地味な話にならざるを得ません。

　……というわけで、今回、地味な世界観をキャラクターたちの魅み力りよくでリカバリーしようと考えて、リタをはじめとする桜川女子高の華か之の宮みや生徒会長や、演劇部の秋あき野の茜あかね、という新キャラだけでなく、朋とも絵えや長なが篠しのたちのキャラクター描びよう写しやにもかなり力を入れてみました。

　実を言うと、このキャラクターの心情描写について、友人である「椎しい出で啓けい」氏に助力を頂いております。

　彼は、プロの作家ではありません。しかし、キャラクターを立たせる会話やモノローグを書く才能はプロ顔負け、という人間で、私に一番欠けている部分を持っている方です。

　物語は私の脳内で考えたものですが、こうやって本になるときには、様々な人の助力があって、初めて本として存在できるわけです。

『会長の切ジヨりーカ札ー』の第一巻は、おかげさまで好評を得ることができました。

　その最大の功労者は、なんと言っても、この地味な物語に、実に生き生きとしたイラストを描えがいて頂いたＫｅＧさんにあると私は思います。どんなにがんばって書いた本でも、手に取ってもらえなければ、中身を読んでもらえないわけです。私の脳内にしか存在していなかった、朋絵や光明、そしてリタたちに魂たましいを吹ふき込んで目に見える形にして頂けたことを、心から感謝する次第です。




　さて、物語は「桜川女子高VS樫かし森もり高校」へとなだれ込むことになりました。

　樫森町を舞ぶ台たいにした、最後の決戦はどんな方法で行われるのか……それは次の巻のお楽しみです。





（ライトノベル作家よりも、物語製造業と呼んでもらえたほうが嬉うれしい）　鷹見　一幸
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